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　全くの偶ぐう然ぜんからそれは生まれた。

　何か理由が在あった訳わけではない。必然が在った訳でもない。誰だれかが企たくらんだ訳ではなく──ましてや自ら望んだ訳でもない。原げん因いんたる事象は確たしかに存そん在ざいするが、そこには如い何かなる打算も思おも惑わくも絡からんではいなかった。そうした人じん為いとは無む縁えんの処ところでそれはただ単なる事実として誕たん生じようしたのである。

　簡かん潔けつに言ってしまえば……それは『事じ故こ』の産物でしかなかった。

　だが驚おどろくには値あたいしまい。

　生命いのちとは常つねに──そうした処から生まれ出いづるものなのだから。





　何ど処こかで鳥達が囀さえずっていた。

　早朝特有の白い陽光が布ぬのを透とう過かして染しみ込こんでくる。

　真昼の様に強くもなく。黄昏たそがれの様に侘わびしくもなく。一日の始まりを告げる清せい冽れつな光がどうしても狂くるいがちな生物の生活時間帯を優やさしく是ぜ正せいしてくれる。

「…………んにゅ」

　馬車の車体を一方の支ささえに利用して張はられた、簡かん易いなテントの中。

　朝日に触ふれて暖められた頬ほおを、殆ほとんど無む意い識しきの内に掻かいてから──寝ね袋ぶくろの中の少女はぼんやりと瞼まぶたを開いた。

「んにゃー…………」

　瞬まばたきを何度か。

　そして──少女はごそごそと寝袋から這はい出した。

　起きる決意はしたものの、未いまだ眠ねむ気けが完全には去っていないらしい。手の甲こうでごしごしと大きな蒼あおい眼の周りをこする。

　何処か顔を洗あらう猫ねこを想おもわせる仕草であった。

　未だ幼おさなく柔やわらかな丸みを残す顔の輪りん郭かく。やや吊つり上がり気味の双そう眸ぼう。細く長いが脆ぜい弱じやくな印象とは無縁のしなやかな四し肢し。人の本ほん性しようは程てい度どの差こそあれ外面に滲にじみ出ると言うが──容よう姿しとしても猫を連想させる部分の多い少女ではあった。人の手で飼かい慣ならされつつも、何処かふてぶてしい程ほどの野性味を、その小こ柄がらな体たい躯くの奥おく底そこに──本ほん能のうの領りよう域いきに残した小さな獣けものを。

　パシフィカ・カスール。

　それが少女の名前である。

　だが……この少女を示しめす場合には、そんなありきたりな響ひびきの本名よりも遥はるかに通りの良い呼こ称しようが存在する。忌いまわしくも相応ふさわしい彼女特有の単語。『人の口に戸は立てられぬ』とする旧ふるい格かく言げんの実じつ証しよう例れいの如ごとく、公おおやけに口にする事を禁きんじられながらも、広く浅く世間一いつ般ぱんに流る布ふする忌み名。

〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉。

　絶対とも言うべき的中率りつを誇ほこる〈聖せいグレンデルの託たく宣せん〉において『世界を滅ほろぼす猛もう毒どく』と断じられた存在。それ故ゆえに、実の親に名を付けられる事さえ無く抹まつ殺さつされた──と言われていた悲ひ劇げきの姫ひめ君ぎみである。

　彼女本人はそんな自らの素す性じようなど全く知らずに、田舎いなか町の武ぶ器き屋の娘むすめとして十数年の平へい凡ぼんな人生を過すごしてきた訳だが──しかし注意して彼女を見た者は、その容よう貌ぼうは村娘らしからぬ気品が微かすかに漂っている事に気付くだろう。

　氏うじより育ちとは言えど、数百年数千年の単位で積み重ねられてきた血けつ統とうは十数年の環かん境きようで消え去る程ほどに軽いものでもないのだろう。血統書付きの猫は一般家庭で他の雑ざつ種しゆに交まじって飼われていても、何処か女王然とした毅き然ぜんたる振ふる舞まいをするというが──こういう部分もパシフィカ・カスールに猫じみた雰ふん囲い気きを与えている要因なのかもしれない。

　それはさておき。

「……んー？」

　ふと傍かたわらを見ると──既すでに隣となりの寝袋は空っぽだった。

　パシフィカの寝袋よりも一回り以上大きいそれは、彼女の義ぎ理りの兄シャノン・カスールのものである。昨晩は確たしか彼も同じ位の時間に就しゆう寝しんした筈はずなのだが……どうやら早々に起き出したらしい。

　まあ珍しい事ではない。

　幼い頃から早朝と夕ゆう刻こくに剣けん術じゆつ修しゆう練れんを父親に施ほどこされてきた彼は、身体からだが早起きを覚えているのか──たとえ睡すい眠みん時間が足りていなくても定刻になると眼めが覚めてしまう事が多いのだそうだ。

「んん──……」

　パシフィカはもう一度大きく伸のびをして身体をほぐしながらテントを出た。

　朝の──冷たく程良く潤うるんだ空気を身体に馴な染じませるのは気持ちが良い。パシフィカは深しん呼こ吸きゆうを繰くり返しながら辺りを見回した。

　毎度毎度変わらず──場所は街かい道どうからわずかに逸それた林の中である。

　森という程に植物は豊ゆたかではない。川が近いせいか地面には砂じや利りが目立ち──大雨でも降ると氾はん濫らんした川の水によって柔やわらかい土は流されてしまうのだ──地中深くに根を張はった樹じゆ木もく以外は、場所を選ばず成長の早い雑草ばかり生えている。

〈廃棄王女〉は王国最大の禁忌タブーとして様々な人物から追われる身だ。

　人目を憚はばからねばならない立場のカスール三姉兄妹きようだいは、街中に宿しゆく泊はくするよりも、こういった野外で野宿する回数の方が多いのである。

　そして──

「──ありゃ」

　テントのすぐ側そばに一本の樹木が生えている。

　その根元に座すわり幹みきにもたれかかる様にして一人の娘が眠っていた。

　歳としの頃は二は十た歳ち前後。

　先まず目立つのは長く癖くせの無い黒くろ髪かみであろう。次に長身痩そう躯く──でありながら服の上からでもはっきりと分かる程に豊ほう満まんな胸と腰こし。派は手でさは無いが無む駄だ無く整った清せい楚そな顔立ちに、眠っていても起きていても変わらぬとろんと緩ゆるんだ表情が浮うかんでいる。

　何から何までパシフィカとは対照的な容姿である。

　共に器量としては優すぐれているのだが方向性が違うのだ。百ゆ合りと薔ば薇ら──どちらの花が美しいのかと問う様なものだ。相そう違い点よりも共通点を探さがす方が遥はるかに難むずかしいだろう。

　だがこの娘は今やパシフィカにとってたった二人だけ残った『家族』の片かた方ほうなのだった。

「ラクウェル姉。またこんなとこで寝ねて」

　呟つぶやきながらパシフィカはテントに戻もどり、毛もう布ふを一枚引っ張ぱり出すと、姉の──ラクウェル・カスールの上から掛かけてやった。

　ちなみにラクウェルは昨晩の不ふ寝しん番ばんである。

　いつ襲おそわれてもおかしくはないパシフィカ達は、三人揃そろって寝るという事は殆ほとんど無いのだ。無む論ろん──その不寝番がこうして寝こけていてはお話にならないのだが。

「どうせ〈楽園アスガルド〉起動したままなんだろうけど……寝苦しくないのかな」

　ラクウェルは魔ま導どう士しである。

　それもこのラインヴァン王国においては屈くつ指しの実力を誇ほこる存在と言える。

　一口に魔導士といっても単に用意された魔導式を使えるというだけの者から、自らの理論に従したがって新たに魔導式を記き述じゆつ開発できる者まで様々だが……ラクウェルは後者の中でも恐おそらく相当な実力者であろう。もっとも公的機関に所しよ属ぞくした経けい験けんが無いので、彼女の名は無名に近いのだが。

　とにかく。

　警けい戒かい用の結界魔法に〈楽園〉と呼こ称しようされるものがある。これを起動していればたとえ眠っていてもラクウェルは近づいてくる者の存在を察知し得るのだ。通つう常じようは魔導士三人で起動させる魔法なのだがラクウェルはこれをたった一人で使いこなす。これだけでも彼女の非ひ凡ぼんさが分かろうというものだ。彼女の魔法技ぎ能のうが無ければパシフィカはとっくに刺し客かくの餌え食じきになっていた事だろう。

　ただ……

「そういえば……また何か色々やってたみたいだけど」

　ラクウェルにはその容姿や魔導士としての能力の高さとは裏うら腹はらに幾いくつか欠点が在ある。

　その一つがこれだ。

　彼女はたまに魔法の研究だの何だので熱中すると、他ほかの物事を──眠いとか疲つかれたとか、そういう自分の感覚までも──完全に忘ぼう却きやくの彼方かなたに置き去りにしてしまう。挙げ句く、限げん界かいが来るまで徹てつ夜やをし、限界が来た途と端たんに気き絶ぜつする様に寝てしまうのだ。

　尋じん常じようでない集中力が他の事を全すべて脇わきに追いやってしまうのだろう。

　故こ郷きようにいた頃は、朝起きれば庭先や家の廊ろう下かで変死体の様に転がって寝ているラクウェルを何度も見ているので、パシフィカも彼女の双ふた子ごの弟であるシャノンも、最も早はやラクウェルが何ど処こでどういう風に寝ていようと、驚おどろかなくなっている。

　ラクウェルが寝ているのは単に〈楽園アスガルド〉起動中で安心しているから──という理由だけではないのだろう。何やら先日から彼女が新しい魔導式の記述開発に熱中していたのはパシフィカも知っている。どうせ眠らないから、と不ふ寝しん番ばんを買って出たものの、途中で限界が来てそのまま寝てしまったに違いない。

「それにしても──」

　ふとパシフィカは首を傾かしげた。

　テントから出たシャノンはラクウェルの状じよう態たいに気付かなかったのだろうか。

　彼がこの状態の姉を見て毛布の一枚も掛けずに放置しておくとは考えにくい。いつも『面めん倒どう臭くさい』だの何だのと文句を言いつつも、そういう事だけはマメにする兄だという事をパシフィカは知っている。

「で──シャノン兄、どこよ？」

　呟きながらパシフィカは周囲を見回す。

　だがとりあえず視し界かいの中に兄の姿すがたは見られない。

「シャノン兄──？」

　いつ襲しゆう撃げきされるかも分からない以上、ラクウェルやパシフィカが無む防ぼう備びに眠りこけている状態で、シャノンがそうそう遠くに離はなれるという事はない筈はずなのだ。たとえラクウェルが〈楽園アスガルド〉を起動していて敵てきの接せつ近きんを察知できるとしても、寝起きで満足に戦うのは無理だろう。そんな事が分からないシャノンではない。

　となると──姿が見えないだけで近くに居るのだろうか。

「水でもくみに行ってんのかな？」

　ここから少し離れた場所に小川が流れている。

　昨晩もそこでくんできた水でパシフィカ達は夕飯を煮に炊たきした。見れば今も馬車の脇わきの小さな樽たるには水が残っているが……旅の身で水はいくら在あっても在りすぎるという事は無い。シャノンは予よ備びの貯ちよ水すい樽でも持って取水に行ったのかもしれなかった。

　パシフィカがそんな事を考えていると──

「…………？」

　がさりと音がして近くの灌かん木ぼくが揺ゆれる。

「誰っ!?」

　思わず身み構がまえるパシフィカ。

　だが──

「なんだシャノン兄か」

　パシフィカはすぐに脱だつ力りよくして溜ため息をついた。

「脅おどかさないでよ」

　灌木の茂しげみをかき分けて出てきたのは長身痩そう躯くの青年だった。

　男女という性差から来る細かな相そう違い点は幾いくつも見受けられるが──全体的なその容よう貌ぼうはとてもラクウェルと似にている。目め許もと。口許。鼻はな筋すじ。それら諸要素によって構成される顔立ちは、明らかに両者の間に在る血の繋つながりを物語っていた。

　シャノン・カスール。

　端たん整せいな顔立ちながら何ど処こかいつも物もの憂うげな表情をしていて『面倒臭い』が口くち癖ぐせのパシフィカの兄。ラクウェルの双子の弟。未だ二十歳過ぎの青年の癖に何処か枯かれた雰ふん囲い気きを引きずっていて──しかしながら、いざとなれば卓たく越えつした剣術の腕でパシフィカを刺客達から守り抜いてきた凄すご腕うでの〈守護者ガーデイアン〉。

「…………」

　…………………………………………………………………………の筈はずなのだが。

「───？」

　パシフィカは眉み間けんに皺しわを寄よせて兄を見つめた。

　シャノンは……何をするでもなく無言でそこに立っている。

「…………」

「シャノン……兄……？」

　何かおかしい。

　何ど処こが──と問われると咄とつ嗟さには答えられないのだが違和感が在ある。

　まるで兄とよく似た別人を前にしているかの様な。

（……そんな筈無いけど……）

　無む論ろん──シャノンはシャノンだ。

　パシフィカが十五年以上も一いつ緒しよに暮くらしてきた兄を見間違える訳が無い。前にシャノンがラクウェルの変へん装そうをした事が在ったが……その時にしても他の人間は騙だませたが、パシフィカの眼からすればそれは『女装をしたシャノン』以外の何者でもなかった。よく似た双子の姉と共にその姿を見慣れているからこそ、普ふ通つうの人間なら見落としがちな小さな相違もパシフィカはきちんと見分けられる。

　眼。鼻。唇くちびる。耳。顎あご。頬ほお。髪かみ。

　容貌を構成する要素もその配置もシャノンそのものだ。パシフィカの記き憶おくの中のそれとぴったり合がつ致ちする。だがそれでも──どうしてもある種の違和感が拭ぬぐいきれない。

　気のせいだろうか？

　それとも──

「大体……なんで変質者みたいにそんな処に潜ひそんでたのよ？」

　両手を腰こしに当ててパシフィカは言った。

　彼女の兄に対する憎にくまれ口は毎度の事である。

　ただ──普ふ段だんより若じやつ干かんその口調がきついのは彼女の中に生まれた不安感の顕あらわれであった。毎度の口くち喧げん嘩かに持ち込む事で普段通りのシャノンがそこに居る事を確かく認にんしたかったのだ。無論パシフィカ自身はその事を自覚していないが。

「大体ラクウェル姉が寝てるんだから毛もう布ふの一枚まいも掛けてあげなさいよね」

「…………」

　やはりシャノンは無言。

　彼はただ灌木から出てきた状じよう態たいで立ちつくしたまま、微び動どうだにしない。

　普段なら速そつ攻こうでパシフィカを小こ馬ば鹿かにした様な反論が飛んでくる筈なのだが──口を開く様子も無い。一瞬……立ったまま気絶でもしているのかとも思ったが、そういう訳でもないらしい。シャノンの黒い瞳ひとみはまっすぐパシフィカの方を見ている。そこにはきちんと意い志しの光が在った。

　では──一体この状態は何なのか。

「ちょっとシャノン兄──聞いてるの？」

「…………」

　やはり彼は無言。

　視し線せんはパシフィカに向いているものの──それだけだ。まるで犬か猫ねこにでも話しかけているかの様に、投げた言葉だけが無意味に空中で飛散していく。

「シャノン兄ったら──ちょっと！」

　不安感が焦しよう燥そう感へ変化する。

　苛いら立だたしげな仕草でパシフィカは、反はん応のうの無いシャノンの胸むねを軽く突ついた。

　すると──

「…………」

　長身がゆらりと傾かたむく。

「──え？」

　思わずパシフィカが声を漏もらす程ほどあっさりと、シャノンはよろめき──そして崩くずれる様にして地面に座すわり込こんでしまった。

「シャノン兄？」

　パシフィカは眼を瞬しばたたかせながら、力無く地面に座っている兄を見下ろした。

　気絶している訳でもなさそうだが──普段の状態のシャノンが、パシフィカに少し胸を押おされた程てい度どでよろめく筈もない。それこそ彼が本気で構えていれば、パシフィカが全力で肩から突っ込んでも微動だにしないだろう。一見すると痩やせているシャノンではあるが、それだけの筋きん力りよくと体重はある。

「ちょっとシャノン兄──大丈夫？」

　なおも反応のないシャノンの前に屈かがみ込み、パシフィカは慌あわてて尋たずねる。

　それでもやはりシャノンは答えない。

　自分が何をされたのかさえよく分かっていないのか、きょとんとした様子で何度も瞬まばたきしながら地面に座り込んでいる。そこには彼を特とく徴ちようづけている、いつもの物もの憂うげな表情も──その向こう側に垣かい間ま見みえる鋭するどさも無かった。

　間ま違ちがいない──とパシフィカは確かく信しんする。

　シャノンに何か異い常じようが起きているのだ。

　顔色が悪い訳ではないのだが……何か病気の類たぐいにでもかかっているのだろうか。いくら身体からだを鍛きたえていても病の類と完全に縁えんを切る事はできない。あるいは何かタチの悪い虫か何かに刺さされたか。それとも間違って変な野草でも口にしたのか。

「シャノン兄──シャノン兄ったら!?」

　息が触ふれるほどの距きよ離りにまで顔を近づけてそう声を掛ける。

　シャノンはさすがに驚おどろいた様子で少し身を引く。毒や熱病の類で意い識しきが混こん濁だくしている訳ではなさそうだった。

　しかし──

「…………」

　シャノンは改めて瞬きしながらパシフィカの顔をじっと見つめた。

　その表情は何ど処こかひどくひたむきで……純じゆん粋すい無む垢くとも言うべき光を湛たたえた黒い瞳が、困こん惑わくする妹の表情をくっきりと映うつしている。こんなに真まっ直すぐシャノンから見つめられた経けい験けんなど……パシフィカといえど記憶に無い。

　思わずパシフィカは頬ほおを赤らめながら言った。

「な……なに？　何よシャノン兄──じろじろ見て」

　シャノンの瞳は変わらない。

　彼はただ真しん摯しな視線を妹に注ぎながら──

「──んごお」

　と言った。





「ラクウェル姉～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ!!」

　爆ばく音おんの様な妹の叫さけび声が響ひびく。

　瞼まぶたを開くと──先ず最初に激はげしく上下に揺ゆれる妹の顔が見えた。

　いや違う。揺れているのは自分であって妹の方ではない様だ。

「──あらパシフィカ」

　何な故ぜか激げき怒どの表情を浮うかべて自分の襟えり首くびを掴つかみ激しく揺さぶってくる妹に、穏おだやかな笑みを返しながら──余人から見れば、余よ裕ゆうがあるんだか鈍どん感かんなんだかよく分からない──ラクウェルは首を傾かしげて言った。

「おはよう」

「おはよう──じゃないッ!!」

　パシフィカは姉の襟首を掴んだまま更さらに激しくかっくんかっくんと揺さぶって言った。

「どうしたの？　そんなに慌てて──」

　だがラクウェルはまるで気にした様子も無く、おっとりのんびりとした口調で尋たずねる。この、天が落ちようが地が割われようが変わらぬ呑のん気きさ加か減げんが、時とき折おり、双ふた子ごの弟や気の短い妹を激しく苛いらつかせたりするのだが──たとえば今の様に──本人は全く気付いていない処がまた罪つみ深ぶかいというかタチが悪い。

　まあそれはさておき。

「どうしたもこうしたも──シャノン兄が変なのっ！」

「いつも変よ？」

「ラクウェル姉がさらっと言ったらそれはそれで問題があると思うの──もといっ！」

　そこでようやくパシフィカは姉の襟首を離はなして喚わめいた。

「普ふ段だんにも増まして、変なのよっ!!」

「どういう風に？」

「あれ見たら分かるでしょうがっ!!」

　パシフィカは傍かたわらを──馬車の側そばに立っているシャノンを指差した。

『あれを見たら分かる』とパシフィカは言うが……彼は特に何をするでもなくただそこにぬぼーっと立っているだけだった。踊おどるでも喚くでも暴あばれるでもない。殊こと更さらに奇き矯きような言動に走る様子も無い。本当に──ただ単にそこに立ち尽つくしているだけだ。

　ラクウェルは眼めを瞬しばたたかせて言った。

「…………普通に見えるけど」

「だから──」

　苛立たしげにパシフィカはシャノンに歩み寄ると彼の襟首を掴んで言った。

「なんか言いなさいよ、シャノン兄っ！」

「──んご？」

　くい──とまるで小鳥の様な仕草で首を傾かしげてシャノンがそう言う。

　何を言われているのか分かっていないのだろう。妙みように無む垢くというか無む邪じや気きというか──まるで物心ついたばかりの児童の様に幼おさない雰ふん囲い気きである。

　見方によっては『可愛かわいい』と言えなくも無かろうが……

「『んご』じゃないっ！」

「んごおー…………」

　パシフィカに怒ど鳴なられ何処か途と方ほうに暮くれた様子のシャノン。

　力無く項うな垂だれる仕草が……これまた親に叱しかられた幼児を想おもわせる。

「あんたはスーピイくんかっ!!」

「んごっ！」

　一転して表ひよう情じようを明るくすると──手足をばたばたさせて嬉うれしそうに声を出すシャノン。

　まるで肯こう定ていしている様に見えなくも無いのだが……

「うああああああ──」

　地面に座すわり込こみながらパシフィカが呻うめく。

「シャノン兄が気き色しよく悪いよう」

　……まあいくら仕草そのものは可愛いとはいえ、成人男性が無邪気な表情を浮かべて『んごんご』言っている様は──何というかかなり気色の悪い光景ではあるだろう。普段の何ど処こか気け怠だるいシャノンの言動を見み慣なれている分、パシフィカの眼にはその落差が尚なお更さら異い様ように映うつるのだ。

　だが──

「そう？　可愛いと思うけど…………」

　とラクウェル。

　まあ彼女にかかればミミズだってオケラだってアメンボだってみんなみんな可愛いのだが。というか彼女が『可愛くない』と言っている対象をパシフィカは見た事が無い。

　ひょっとして『可愛い』という言葉の定てい義ぎが違うのではないかとパシフィカは思ったりもするのだが──改めて確かく認にんすると色々怖こわいものが見えそうな気もするので、あえて彼女はその事については触ふれていない。

「んな訳ないでしょっ!?　っていうか──どう考えても、これってラクウェル姉の仕し業わざでしょうがっ!?　一体、シャノン兄に何をしたのよっ!?」

「パシフィカ……」

　顔中を口にする様な勢いきおいで怒ど鳴なる妹を前に──ラクウェルは表情を曇くもらせて言った。

「そんな……そんな風に一方的に決めつけられたら……私……哀かなしいわ」

「…………あ」

　慌ててパシフィカは言った。

「ご──ごめん」

　確たしかに魔ま法ほうに関してはちょっと暴ぼう走そうする事の多いラクウェルであるが、基き本ほん的に妹想いであり弟想いの姉なのだ。シャノンに悪意を以もつて何か害を加えるなどという事はあり得ないだろう。

　何事も先入観による決めつけは良くない。

　パシフィカが現げん在ざい置かれているこの苦く境きようとて──ある種の決めつけが引き起こしたものなのだ。無実の罪つみとは大たい抵ていが、きちんとした証しよう拠こも無く検けん証しようする手間や努力を惜おしんで結論を出してしまう者達によって作り上げられる。

　パシフィカは一瞬でも姉を疑うたがった自分を恥はじた。

　しかしそうなると──事じ態たいは当初パシフィカが考えたよりも深しん刻こくなのかもしれない。原げん因いんが分からなければ解かい決けつの仕様も無い。

「ラクウェル姉の仕業じゃないとしたら、一体何が──」

　深刻な表情で腕を組む妹に──ラクウェルは言った。

「いえ。多分私のせいでしょうけど」

「ラクウェル姉～～～～っ!!」

　地じ団だん駄だを踏ふんでパシフィカは怒鳴った。





「──要するに」

　ラクウェルは人差し指を立てて言った。

　怒いかり狂くるうパシフィカを何とかなだめてから──というかパシフィカが喚わめき疲つかれるのを待ってから──ラクウェルは思い当たる可か能のう性せいについて解説を始めた。

「『洗せん脳のうされる』可能性について思い当たったのね」

　馬車の脇わきに立ってそう告げるラクウェル。

　彼女の前には膝ひざを抱かかえて座すわるパシフィカと──何な故ぜか彼女を真ま似ねるかの様に膝を抱えて座っているシャノンの姿が在ある。彼の頭の中身が今現在どうなっているのかは謎なぞだが……どうやらこの状態のシャノンはとても素す直なおで、パシフィカが座らせると大人しくそのままの状態を維い持じしていた。

「……『洗脳』？」

「…………んご？」



    

  
    
      　パシフィカと揃そろえるかの様に声を出して首を傾かしげるシャノン。

　その仕草はまるで──飼かい主の表ひよう情じようを窺うかがう子犬の様である。元々がシャノンは端たん整せいな顔立ちなので……無意味に倒とう錯さく的な可愛かわいらしさが醸じよう成せいされてしまったりして。

「……ああっ」

　ラクウェルが軽く身を震ふるわせた。

「か……可愛い……っ！」

「気を確かに持って──ラクウェル姉」

　冷ややかな視線を送りながらパシフィカは言った。

　いくらなんでも自分とよく似にた双ふた子ごの弟を見て身み悶もだえしている姉──というのはちょっと……というか色々まずい気がする。

「そうね」

　恍こう惚こつとした表情をあっさりと平静なそれに戻もどすとラクウェルは頷うなずいた。

　共に暮らして十五年になるが……未いまだにこういう時のラクウェルが何ど処こまで本気なのか計りかねるパシフィカであった。徹てつ頭とう徹てつ尾び全部本気の様な気もするが、やはり肯こう定ていされると色々怖い気がするので尋ねていない。

「ええと何処まで話したかしら？」

「洗脳がどうとか」

「ああそうそう」

　ラクウェルは人差し指を立てて頷いた。

「敵てきが普通に自分達で攻こう撃げきしてくる場合はともかく──搦からめ手で来た場合、例えばどうにかしてシャノンや私を洗脳して、護ご衛えいとしての役やく割わりを放ほう棄きさせたり、あるいは刺し客かくとして仕立て上げたり──そういう事をされると、かなり大変な事になるでしょう？」

　確かにそれはその通りだ。

　そう簡かん単たんに洗脳が可能かどうかはともかくとして、まさか昨日までの護衛者がいきなり敵側に回るなどとは、普通考えられない。

　シャノンがもし洗脳でもされていたら、パシフィカもラクウェルも、ろくに応戦する事も──下へ手たをすれば事態に気付く事も出来ずに殺されてしまうだろう。

「というか前に一回そういう事あったね」

　とパシフィカ。

　以前──タウルスの街での事だ。

〈秩序守護者ピースメイカー〉を名乗る怪かい物ぶつに操あやつられたシャノン達はパシフィカを殺そうとしている。その際さいにはパシフィカの不可思議な特性が発動してシャノン達は正気を取り戻し、事無きを得たが──

「〈秩序守護者ピースメイカー〉相手ならばパシフィカの特性が効きくのかもしれないけれど。でも通常の──人間の手で行われる洗脳や催さい眠みん暗あん示じならばどうかは分からないでしょう。魔ま導どう式しきを使えば人間を短時間で洗脳するのも不可能ではないのよ」

「そういうものなの？」

「簡単ではないけれどね」

　とラクウェル。

「だから予あらかじめその洗脳対たい策さくを頭の中に仕込んでおこうかな──と思ったのよ」

「洗脳対策……？」

「んごっ……？」

　再び揃って首を傾げるパシフィカとシャノンにラクウェルは微笑ほほえみながら頷いた。

「一種の魔導式による対洗脳防ぼう壁へきね」

「よ──よく分からないけどそんな事して大丈夫なの？」

　パシフィカはシャノンやラクウェルと違って全く魔導士としての才能は無い。

　だからこそ彼女にしてみれば『頭の中に対策を仕込む』とか言われても具体的な想そう像ぞうが組み立てられない──くらいならまだ良いのだが、笑いながらシャノンの頭を切開してトラバサミをぐいぐい脳のうみそに埋うめ込んでいるラクウェルの姿が脳のう裏りを過よぎったりする。

「普段は機能している訳じゃないし、シャノンの意い識しき容量は私よりも広いから」

　事も無げにラクウェルは言う。

　恐おそらく実際には宮きゆう廷てい魔導士でも戸と惑まどう様な複ふく雑ざつ怪かい奇きな魔法理論を背はい景けいにしているのであろうが──ラクウェルの口調は、まるでちょっとした御お菓か子しの作り方を語っているかの様に屈くつ託たくが無い。

「まあ、具体的には、もし洗脳的処しよ置ちが行われそうになったら、本来の意識は精せい神しんの奥おく底そこに圧あつ縮しゆくして沈しずめて、代わりに疑似人格ダミーが表ひよう層そう意識に出てくる様にするって方法なんだけど」

「…………ええと？」

　表情を引きつらせる妹に気づいているのかいないのか──ラクウェルはぺらぺらと何ど処こか得意げな調子で解説を続ける。

「洗脳者は、その疑似人格ダミーをシャノンの意識だと思って洗脳する訳だけど、それは言ってみれば洗脳者を騙だますための偽にせ物もので。一定時間がくれば、その偽物は自動消しよう滅めつして、圧あつ縮しゆくされていた意識が復ふつ活かつするの」

「……ごめん、ラクウェル姉。もうほとんど理り解かい不ふ能のうなんだけど」

「そう？」

　残念そうにラクウェルが言った。

「とにかく──このスーピイくんみたいなシャノン兄の行動は、シャノン兄の中にラクウェル姉が造つくったものが原げん因いんなのね？」

「──んご？」

　指差されてシャノンがまた首を傾かしげる。

「理解してるじゃない」

「自然にこんなもの発生する訳ないでしょうが！」

　嬉うれしそうに言うラクウェルにパシフィカは喚いた。

「とにかく──その疑似人格ダミー用の魔導式を組んでいたのだけれど、全く零ゼロから組むのは手間がかかりすぎるの。だからスーピイくんの仮か想そう精せい霊れいをとりあえず流用したのね」

　仮想精霊というのは自じ律りつ型攻こう性せい魔ま法ほう等が、魔導士の意い志しから半ば独どく立りつして活動する為ための魔法回路の事だ。その程てい度どは様々だが、腕うでの良い魔導士が記き述じゆつ開発した仮想精霊は動物や人間そっくりの──本物の生物の様な動きを示しめしたりもする。

　特にラクウェルの用いるスーピイくん用の仮装精霊書式は恐おそろしく複雑怪奇で軍用攻性魔法に使われるものと比くらべても更さらに高度なものらしい。恐らくは凝こり性しようのラクウェルが趣しゆ味みに走りまくった結果なのだろう。

　だが──

「……それで、失敗した？」

　半はん眼がんで問うパシフィカに──ラクウェルはふらりと身をよろめかせて言った。

「ああ。パシフィカ──そんな思いやりも容よう赦しやもない言葉で断だんじなくても…………」

「これが成功の訳ないでしょが！」

　パシフィカは立ち上がって隣となりに座すわっているシャノンの髪かみをぐしゃぐしゃとかき回した。

「んごっ？　んごお……んごっごっ……」

『やめてよう』と言わんばかりの声こわ音ねでシャノンがんごんご言う。

　──要するに。

　今のシャノンはその対洗せん脳のう用疑似人格ダミーに乗っ取られている状じよう態たいなのだ。この仮装精霊が用も無いのにいきなり自じ己こ解かい凍とう──代わりにシャノン本来の人格を圧縮保ほ存ぞんして居い座すわってしまったのである。

　言ってしまえば『安全処置の暴ぼう走そう事じ故こ』だ。

　今の処、肉体に影えい響きようは出ていない様だし、ラクウェルの理り屈くつからすればシャノンの意識も言ってみれば眠ねむらされているだけで──消しよう滅めつしたり変へん質しつしたり欠けつ損そんしたりといった損害も出ていない様だが、だからといって常つね日ひ頃ごろから、こんないつ暴ぼう発はつするとも分からない魔ま導どう式しきを頭の中に抱かかえていてはシャノンもパシフィカもたまったものではない。

　刺し客かくと斬きり結んでいる最中にシャノンがいきなり『スーピイくん化』したりしたら一体どうなる事か……！

「成功したと思ったのだけれど……」

　自分の額ひたいに人差し指をあてながらラクウェルが言う。

「何処で間違ったのかしらねえ……？」

「というか──そもそもシャノン兄はその実験に賛さん成せいしてたの？」

「…………」

　微笑んだまま沈ちん黙もくするラクウェル。

　三人の間を微び妙みように冷たい風が緩ゆるやかに流れていった。

「ラクウェル姉…………」

「でもねでもね、自信はあったのよ？　安全対たい策さくは何重にも施ほどこしてあるし──」

　慌あわてて──それでも普ふ通つうの人間に比べるとやはりのんびりした口調なのだが──言い繕つくろう姉を、パシフィカは異い世せ界かいの怪かい物ぶつを眺ながめる様な眼めで見つめた。





　そんなこんなで──

「どーしろっちゅーのよ」

　小川のほとりに座りながらパシフィカはぼんやりとシャノンを眺めていた。

　シャノンはというと……まるで初めて川を見た子こ供どもの様に、怖こわ々ごわといった様子で流れる水を見つめている。それでも興きよう味みは在あるのか、彼は川かわ縁べりにしゃがみ込んでそっとその手を伸のばした。

「んごお？」

　指先に触ふれる水の冷たさに驚おどろいたのか──何処か素すっ頓とん狂きような声を上げるシャノン。

「んご。んごんごお。んご」

「いや……分からないってば」

　何やら小川を指差してんごんご主しゆ張ちようしてくるシャノンにパシフィカは苦く笑しようして言った。

「んご。んーご。んごんご」

「だから分からんっつーに」

　伝わっているのかいないのか、シャノンは首を傾げて不思議そうにパシフィカを見つめていたが……やがて再ふたたび小川に興味を移うつした。驚きはしたものの怖いものではないと分かったらしく、今度は割わりと大だい胆たんに手首まで水に浸つけてその冷たさを味わっていたりする。

「うーん……」

　パシフィカは困こん惑わくの表情で唸うなった。

『とりあえず昨日組んだ式の中身を再さい検けん討とうするから、ちょっとその間、シャノンの様子を見ていてくれる？』

　そう言われてパシフィカはシャノンを見張っているのだ。

　まあ頭の中身がスーピイくんである以上、そうそうシャノンが無茶な行動に出たりはしないと思われるが──そもそもこの状じよう況きようが失敗の産物である事を思えば油ゆ断だんは禁きん物もつである。ラクウェルも予想だにしなかった奇怪な行動にシャノンが出てしまう場合も考えられる。

　だが……『ちょっとその間』とは何い時つまでの事か。

　そもそもラクウェルの再検討がいつまで掛かかるのか分からない。更に再検討した上でシャノンを元に戻もどす方法を組み立てるのに、どれ位の時間が掛かるのかも分からない。

　元に戻す方法が無い──そんな可か能のう性せいも無いではなかったが、そこまで悲観するともう考えても詮せん無ない話になってくるので、考えない事にしている。まあラクウェルの事だから時間は掛かっても必ず方法は見つけるだろう──そんな楽観もパシフィカの中に在るのは事実であるが。

「んごっ!!」

　ばしゃばしゃと水の中に手を出したり入れたりして喜んでいるシャノン。

「んごんごっ！　んごーっ!!」

『ほらほら見て見て』と言わんばかりに、はしゃぐ様な仕草で水を撥はね飛ばしながらこちらに笑いかけるシャノン。

　ラクウェルによるとスーピイくんの制せい御ぎよ用に使われている仮か想そう精せい霊れい──要するに魔導式によって組み上げられた疑ぎ似じ意い識しき──は本物の生物に備そなわっている『心』とは異ことなるのだそうだ。本物の生物の意識に比くらべると遥はるかに単たん純じゆんで柔じゆう軟なん性せいも無いらしい。

　ラクウェルは何やら色々と改良していじくつてそれなりに高度化している様なのだが……それでもあくまでそれは、人間の行動を真ま似ねて『人間の様に振ふる舞まう』だけの擬似的な人格に過すぎないのだという。

　そこに自じ我がや自意識がある訳ではない。あくまでそれは『疑似』であり『仮想』でしかない。絡から繰くり細工で踊おどる人形などと原理的には大差ない──という話であった。

「そうは見えないんだけどねえ」

「んごんごんごー」

　パシフィカはんごんご言いながら遂ついに小川に踏み込み始めたシャノンを眺めて呟つぶやく。

「んごお！」

　何やら嬉しそうにシャノンは膝ひざの辺りまで水に浸つかりながら、ばしゃんばしゃんと遊んでいる。魚ぎよ影えいでも見つけたのかきょろきょろと水の中に視し線せんを彷徨さまよわせたり、意味も無く水を蹴けり上げたりと、よくもまあ、ただの小川でこれだけ楽しめるものね──と見ているパシフィカが呆あきれる程ほどにシャノンは水遊びに熱中している。

　完全に幼よう児じ化かしている様だった。

　シャノンは夢む中ちゆうの様子でその足で水を蹴け立たて、手で掬すくっては撒まき、そして──

「んごっ!?」

　──滑すべったらしい。

　その長身痩そう躯くが派は手でな水飛沫しぶきを振ふり撒きながら小川の中に倒たおれ込んだ。

「あーもう……何やってんの」

　苦く笑しようするパシフィカ。

　魚か何かを追っている最中に気ばかりが焦あせって──水の抵てい抗こうに足を取られ平衡バランスを崩くずしたのだろう。パシフィカにも経けい験けんが在る。まあ幼児の頃だが。

　しばしパシフィカは苦笑を浮かべたままシャノンを見つめていた。

　だが──

「…………？」

　シャノンが起きあがってこない。

　俯うつぶせに川の中に倒れ込んだまま身じろぎすらしないのだ。まるで水死体の様にぷかりと浮かんだ状じよう態たいでゆるゆると川の中を流れていく──

「シャノン兄っ!?」

　パシフィカの顔色が変わった。

　慌あわてて自分も小川に入ると、彼女は水を蹴立ててシャノンの側そばに駆かけ寄よった。

　そういえば昔──父が言っていた。

　人間はひょんな事から身体からだの自由が利きかなくなる事もあるのだと。

　そしてそういう場合──わずか足首程ほどの深さの水でも溺でき死ししてしまう事があるのだとも。

「シャノン兄！　シャノン兄!?」

　特に今のシャノンは彼本来の『中身』が身体を動かしている訳ではない。

　何かの拍ひよう子しに身体と意識の噛かみ合わせに齟そ齬ごが生じる可能性もある。いや──むしろ何らかの不都合が出て当然なのである。そしてその場合……あっさり半身不ふ随ずいになってこの浅あさ瀬せでも溺おぼれ死んでしまうという事があり得うる訳だ。

「シャノン兄っ!!」

　必死でパシフィカはシャノンの身体を掴つかんで引っ張る。

　岸に向けて歩くも──水を吸すった服のせいかシャノンの身体はひどく重く感じた。

　溺れる者を救うのはひどく難むずかしいと言われるが、その意味が実感として今分かった様な気がする。同時に気き絶ぜつした人間や死体はそうでない者に比べてひどく重く感じるのだという事の意味も。

（──死体？）

　その単語にぎくりとしてパシフィカは焦あせる。

　実際にはそう時間は掛かっていなかっただろう。元々小さな川なのだ。だがパシフィカはシャノンを岸に引き上げるまで随分と時間を費ついやしてしまった様に感じられた。

「ちょっと、ちょっと大だい丈じよう夫ぶっ!?」

　尋たずねてみるものの、返事はない。

　焦ってその口元に手を翳かざしてみると──

「うわっ……」

　息の感かん触しよくがなかった。

「ど……ど……どうしよっ……！」

　まずい。このままでは本当に死んでしまう。

　パシフィカは記き憶おくの中を必死に探さぐる。

　確かこれも父から聞いた話だった筈はずだが……人間の呼こ吸きゆうが停止した場合、最初の三分ミニミ間以内に適てき切せつな蘇そ生せい処しよ置ちがとれるかどうかで、生せい存ぞん率りつが大きく変わるとか何とか。そして十分を経けい過かするとほぼ絶望的だとも。

　ラクウェルを呼びに行っている時間はない。

　一いつ瞬しゆんでも遅おくれればそれだけシャノンの生せい還かん率が下がる。

「ええと、ええと──応おう急きゆう処置、応急処置は──」

　これも父に習った覚えがある。

「そう、まず──まず気道の確かく保ほ、だっけ」

　口をこじ開け、舌したがのどに落ち込んでいないのを確かく認にんの後のち、頭を持ち上げ、後ろにそらすような形に。

　教わった当時はどうしてこんな事を執しつ拗ように教えるのかと首を傾げたものだった。まさか本当に自分が溺れた者の応急処置をする事になるとは──しかもその対象が兄だとは想そう像ぞうだにしなかった。

「それからなんだっけ……なんだっけ……ああもうなんだっけ!!」

　何度も教わった筈なのに咄とつ嗟さに出てこない。

　反はん復ぷく練習をさぼっていた事を心の中で亡なき父に詫わびながら、パシフィカはたどたどしい手つきで応急処置を行っていく。

「あ……そうだ。ええと。それから親指と人差し指で鼻をつまんで……」

　次の作業を思い出し──思わずパシフィカは硬こう直ちよくした。

『深く息を吸ってから、自分の口を大きく開けて相手の口を覆おおう』

　つまりそれは。

　外形的には世間で言うところの口づけに酷こく似じした行こう為いだったりする訳で。

「い、いくらなんでもそれは──」

　表ひよう情じようを引きつらせて呟つぶやくパシフィカ。

　一いち応おうこれでも乙女おとめである。接吻初体験フアースト・キスにはそれなりの思い入れとかがあったりする訳で。

　とはいえ……こうして躊躇ためらっている間にもシャノンが死し亡ぼうする確率は確実に跳はね上がっていくのだ。たとえ助かっても酸さん欠けつで脳のうに障しよう害がいが残り、半身不随になる事も在るという。

　自分が人工呼吸を躊ちゆう躇ちよしていたせいでシャノンが死んでしまったり、一生寝ねたきりになったりしたら、パシフィカはいくら後こう悔かいしてもしきれないだろう。

　だから。

（これはスーピイくんよ、スーピイくん。そう、シャノン兄じゃなくてこれはスーピイくんなのっ!!）



    

  
    
      　スーピイくんならいいのか──という自分自身への突っ込みはとりあえず忘わすれ、速攻で無む理り矢や理りそう思い込むと、パシフィカは大きく息を吸い込み──

「──んご？」

　シャノンと眼めがあった。

「んにゃっ!?」

「んごっごっ──んごおっ」

　咳せき込んでいる（今ひとつ咳せきに聞こえないが）。

　どうやら自力で勝手に息を吹ふき返したらしい。

　んごんごと咳き込みながら俯うつぶせになって水を吐はくシャノン。

　その様子を見ながら──

「は──あはは。良かった──」

　パシフィカは緊きん張ちようの糸が切れて、思わずその場にへたり込んでしまった。

　どうやら最悪の事じ態たいは免まぬかれたらしい。

「んごお」

　シャノンは哀かなしそうにそう言うと身を起こして震ふるえている。

「ああ、はいはい、怖こわかったね──」

　その様子があまりに幼く見えて──パシフィカは苦く笑しようしながらシャノンを抱だきしめて、背せ中なかを撫なでてやる。不思議と羞しゆう恥ち心しんの類たぐいは感じなかった。何だかずぶ濡ぬれの子犬を抱きかかえてやっている様な気持ちだ。

「んごお」

「はいはい。もう怖くないから」

「んごんごんご」

「うんうん。次からは気をつけようねー」

「んごお──」

　通じているのかいないのかよく分からないが……どうやらシャノンも落ち着いたらしい。

「……確かにこれはこれで可愛かわいいわよね」

　苦笑しながらパシフィカはそんな事を呟いていた。





『それ』にとって存そん在ざいは驚おどろきだった。

　自分自身が存在する事。

　世界が存在する事。

　そして自分の側に『彼女』らが存在するという事。

　今まで存在しなかった『それ』にとって、存在する事は全すべてが驚きであり、そして喜びでもあった。

　自分は此こ処こに在る。

　此処に居いる。此処に居る事を自覚している。

　この世界に存在する事を許ゆるされている──喜び。

　恐おそらく……かつてこの世界に生まれたものの中で、『それ』ほど素す直なおに己おのれを愛し、世界を愛し、万ばん物ぶつを愛したものはなかったろう。『それ』にとって世界は素す晴ばらしい奇き跡せきに満ちていた。

　降ふり注ぐ日差しの白さも。木々や草花の醸かもし出す新緑の匂においも。流れる水の鮮せん烈れつな冷たさも。けたたましい目の前の少女も。べたべたと身体からだにまとわりつく濡ぬれた衣服さえ。

　何もかもが愛いとおしい。

　何もかもが喜ばしい。

　世界は絶たえず『それ』の五感を刺し激げきして新鮮な驚きを与あたえ続けてくれる。

　その意識がたとえひどく原始的で、そして元々が偶ぐう然ぜんの産物であったとしても──その事で『それ』の驚きや喜びの意味や価か値ちはいささかも損そこなわれる事はない。むしろそれは限かぎりない純じゆん粋すいさで、触れて感じる全てに喜びと感かん謝しやを、慈いつくしみと愛情を捧ささげていた。

『それ』は幸せだった。

　この世界に生まれてきて『それ』はとてもとても幸せなのだった。

　だが。

『それ』と世界の蜜みつ月げつは元よりそう長くは続かない定めであった。





　残り時間──あと十分。

「──え？」

　パシフィカは思わず眼めを瞬しばたたかせて聞き返した。

「ど……どういう事？」

「だから」

　ラクウェルはいつもののんびりした口調で言った。

「あと数分──長くても十分程ほどでシャノン本来の人じん格かくは回かい復ふくするわ」

「…………」

　パシフィカは傍かたわらに立つシャノンを振ふり返った。

　シャノンはきょとんとした表ひよう情じようのままこちらを眺ながめている。

「──んご？」

　シャノン本来の人格が回復する。

　それはつまり──

「じゃあ……このシャノン兄の中のスーピイくんは？」

「……消しよう滅めつするわね」

　ラクウェルは言った。

　考えてみれば改めて驚く様な事ではない。

　今朝ラクウェルが言ったように、元々そうなる様に──時間が来れば自じ壊かいする様にこの魔ま導どう式しきは設せつ計けいされていたのだ。洗せん脳のうされた際さいの悪影えい響きようもろともに消滅して、本来の人格を守るために、この仮か想そう精せい霊れいは造つくられたのだから。

　しかし──

「でも──でもそれって──」

　戸と惑まどいを隠かくしきれず、表情を曇くもらせてパシフィカはシャノンを見る。

「んご？　んご？」

　何度も何度もシャノンは不思議そうな表情で首を傾かしげている。

　相変わらずその表情は幼よう児じの様に屈くつ託たくが無い。

　パシフィカとラクウェルの会話内ない容ようも理り解かいしているとは思えなかった。

「でも……」

　確たしかにこのシャノンは変だ。本来の兄が帰ってくるのは喜ばしい事でもある。

　だが──ならばこのシャノンはどうなるのか。

　今確かに此処に在るシャノンの意識は消滅してしまうのだろうか。ならばそれは……やはり一つの『死』ではないのだろうか。

　その事を思えばパシフィカは素す直なおにシャノンの意識回復を喜べない。

「言いたいことは分かるけれど」

　ラクウェルは静かな口調で言った。

「元々スーピイくんの仮想精霊は、私やシャノンの脳のうで動いているだけの魔導式で──生きているように振ふる舞まってはいるけど、実際に生きている訳じゃないのよ？」

「でも──」

　大まかにだがそれは分かる。

　それこそ専せん門もん家かのラクウェルが言う事だから間ま違ちがいないのだろう。これは人間らしく振る舞う様に造つくられた人形──いやそれどころか、実体が無い魔導式の記き述じゆつである事を思えば単なる芝しば居いの『脚きやく本ほん』と大差無い。

　しかし──

「…………」

　パシフィカはシャノンをもう一度振り返る。

「んごー」

　シャノン──その中のスーピイくんは、自分の『寿じゆ命みよう』があと数分であるという事も知らずに、のんびりと曇りも濁にごりも無い純じゆん真しんな眼でパシフィカを見つめている。

「どうにも……できないの？」

「パシフィカ……」

「なんかそれって……辛つらいよ」

　パシフィカは言ってシャノンの頬ほおに触れる。

　シャノンの姿すがたをしたスーピイくんは『んご？』と瞬まばたきしながら自分の頬に当てられたパシフィカの手に自分の手を重ねてきた。

　シャノンの頬は、掌てのひらは、暖かかった。

　それはシャノンの体温であって彼の中に居るスーピイくんのものではないとは頭では理解できるのだが──確かに生きてそこに在る『生命』をパシフィカに感じさせる。

「実を言うと──」

　ラクウェルも少し表情を曇らせて言った。

「この仮装精霊……私の予想よりもずっと動きが細かくて人間に近いのよ」

「どういう事？」

「こんなに複ふく雑ざつな表情や動きをする様に設せつ定ていした覚えが無いの。だからこれは多分──起動する際にシャノンの一部を取り込んでいるんだと思うの」

「シャノン兄の──一部？」

「知性とか、本能とか──あるいは『魂たましい』とか」

「魂…………」

「便べん宜ぎ的な言葉だけども」

　そう言ってラクウェルは溜ため息をつく。

「このスーピイくんとシャノンは、それらを共有してるのよ」

「共有って──」

　つまりそれは。

「今言った心の『部品』がないとシャノンに戻らない。かといってこの仮想精霊からそれを外してしまうと、もう今までの様な形では機き能のうしなくなると思うわ」

　このスーピイくんを諦あきらめない限りシャノンは目覚めないという事か。そしてまた……シャノンを諦めない限りこのスーピイくんを生かしておく方法も無いという事なのか。

　しかも──

「それに自壊用の魔導式は、安全対策としてかなり基き礎そ部分に組み込んであるから、ちょっとやそっとでは外せないのよ。それなりの手間と時間をかければ可能かもしれないけれど、そもそもあと数分しか時間はないし。結局──シャノンを取り戻したければ、この仮か想そう精せい霊れいには消えて貰もらうしかないの」

「…………」

　二者択たく一いつですらない──選択の余よ地ちなど無いのだ。

　だから──

「でも……でも」

　パシフィカ達は何をする訳でもない。

　これはもう最初から決まっていた事であってどうしようも無い事なのだ。

　だからただ見守るだけだ。

　この──新たに生まれた存在の消しよう滅めつを。

　だがそれでもパシフィカは自分達がひどく残ざん酷こくな事をしようとしている様な気持ちになった。たとえそれが元から予定されていた事であり、兄を取り戻すには仕方のない事であったとしても──

「パシフィカ──」

「分かってる。分かってるけど……」

「……んご」

　パシフィカの沈しずんだ表ひよう情じようを見て何を思ったのか、シャノンは小さく首を傾かしげて彼女を見つめ──

「──え？」「──え？」

　パシフィカとラクウェルは思わず揃そろって驚おどろきの声を上げた。

　シャノンがしゃがみ込んで──人差し指で地面に何かを書き始めたのだ。

　ひどく汚きたなく拙つたないがそれが文字であるという事にパシフィカ達はすぐ気付いた。

　呆ぼう然ぜんと見守る姉し妹まいの足あし下もとにシャノンの指先はたどたどしく──しかしそれでも明確な意い志しを感じさせる動きで地面を浅く抉えぐって文字を刻きざみつけてゆく。

「ラクウェル姉、これって──」

　思わず口元を押おさえながらパシフィカが呻うめく様な声を上げる。

『喜き悦えつ』『誕たん生じよう』『世界』『存そん在ざい』

　…………

　幾いくつもの単語をたどたどしい手つきでシャノンは地面に書いてゆく。

　それらは文章にすらなっていない単なる言葉の羅ら列れつではあった。恐おそらくはシャノンの知識の中から適てき当とうと思われる単語を拾って並ならべているだけで、その正確な使い方は理解できていないのだろう。

　だが──しかしパシフィカ達にはその行こう為いの意味が分かった。言葉の並ならびの奥おくにある意図が分かった。

　分かってしまった。

　これはシャノンの中のスーピイくんからの言葉メツセージだ。彼が自分の中に在るものをそこに書き示しめそうとしているのだ。自分が感じた事。自分が思った事。そういったものを彼は言葉に託たくしてパシフィカ達の前に並べている。

　そして──

『ありがとう』

『さようなら』

「まさか──」

　さすがのラクウェルも驚いたのか、眼を丸くしてその文字を見ている。

「今の話を──聞いて理解していたの？」

「…………！」

　息を呑のむパシフィカ。

『んごんご』と言うばかりで意思の疎そ通つうが上う手まくいかなかった為ため、彼女達はそもそもスーピイくんは人間の言葉を理解できないのだと思いこんでいた。そこまでの知性は彼には無いのだと勝手に決めつけていたのだ。

　だがとんでもない。

　彼はきちんと分かっていたのだ──自分の前で交かわされていた会話の意味を。

　だとしたらパシフィカ達はなんと残ざん酷こくな事を『彼』の前で口にしていたのだろうか。

「ラクウェル姉──」

　パシフィカは潤うるんだ瞳ひとみで地面を見つめた。

　これは感かん謝しやと別れの言葉だ。

　生きていないものが死を理り解かいできるとは思えない。

　心の無いものが喜びを理解できるとも思えない。

　このスーピイくんは普通の意味での生命とは違ちがうかもしれない。

　だが──それでも。

「ラクウェル姉──やっぱりこの子はこの子で、生きてるんだよ」

　生きているものは必ず死ぬ。

　在あるものは必ずなくなる。

　それはどうあっても曲げようのない絶ぜつ対たいの摂せつ理りだ。その程てい度どの事はパシフィカにもよく分かっている。

　まして生まれたばかりで消えてゆく命など、枚まい挙きよにいとまがない。そこで死んだのなら、それがその生命の寿じゆ命みようなのだ。他と比くらべて長いだの短いだの、喜んだり悲しんだりするのは人間の悪い癖くせだ。

　しかしそれでも。

「折せつ角かく──」

　たとえ偶ぐう然ぜんであれ何であれ、折角この世に生まれてきたのに。折角生きて今此こ処こに在るのに。その事を喜んでいるのに。

　仕方がない──その一言で片かた付づける事はできない。したくない。

「どうにかできないの？」

「…………」

　パシフィカに言われるまでもなく方法を模も索さくしてはいるのだろう。ラクウェルは珍めずらしく表情を曇くもらせて何事か考え込んでいる。

　時間はあまりない。

　もうすぐ仮か想そう精せい霊れいの魔ま導どう式しきは自じ壊かいを始めるだろう。いくらラクウェルが天才的な魔導士だといっても万ばん能のうという訳ではない。まして時間制せい限げんまで付くとなれば出来ない事の方が多いのだ。

　祈いのる様に縋すがる様に姉を見つめるパシフィカ。

　やがて……ラクウェルは小さく溜ため息をついて言った。

「ごめんなさい、パシフィカ。『彼』をそのまま存そん在ざいさせるのは無理よ」





　──ふと。

　シャノンは馬車の車輪にもたれる様にして座すわっている自分に気付いた。

「…………ん？」

　眠ねむってしまっていたのだろうか。

　だが──恥はずかしい話だが──こんな処ところに腰こしを下ろした覚えも無ければ、何い時つ寝ね入いってしまったのかさえ覚えていない。ラクウェルでもあるまいし、自覚も無くこんな処で眠り込んでしまう程ほど、疲つかれが溜たまっていたとも思えないのだが。

「なんだってんだ……？」

　首を傾かしげながらも立ち上がるシャノン。

　そもそも確か一番最後の記き憶おくはテントの中で寝ね袋ぶくろに入った辺りなのだが──夢む遊ゆう病の類たぐいでも発はつ症しようしてしまったのだろうか。まさかどれだけ寝ね相ぞうが悪くてもここまで違う場所に転がってきたりはすまい。

「あ…………」

　シャノンの立ち上がる気配に気付いたらしい。すぐ側に居いたパシフィカが振り返る。

「シャノン兄──起きたんだ」

「ああ──なんか眠っちまったみたいだが」

　頭を掻かきながらシャノンは言う。

　ひょっとしたらパシフィカなら自分がどうしてこんな処で寝ていたのか理由を知っているかもしれない。そんな事を考えながら妹を見たシャノンは──そこでふと気づいた。

「──どうした、パシフィカ？」

「え？　な──何？」

「えらく眼めが赤いぞ？」

「ああ──なんでもないよ。なんでも」

　はにかむように笑って、肩かたを竦すくめるパシフィカ。

「なんでもないって──お前」

　そこでシャノンは言葉に詰つまる。

　パシフィカの眼が泣き腫はらした様に見えるのは……彼の気のせいだろうか？

「シャノン兄」

　パシフィカはシャノンの前に歩いてくると、そっと彼の胸むねに手を当てた。

　鼓こ動どうを確かめる様に。温ぬくもりを確かめる様に。

　そこに息いき衝づく生命いのちを感じ取ろうとするかの様に──ひどく真しん摯しな表情で。

「な──なんだ？」

　パシフィカの行こう為いの意味が分からずに戸と惑まどうシャノン。

　そして──

「…………」

　パシフィカはシャノンの胸に掌てのひらを当てながらラクウェルの言葉を脳のう裏りに反はん芻すうしていた。

　あの仮想精霊はシャノンから分ぶん離りできない。

　分離してしまえばもうあの仮想精霊の自じ我がは失われてしまうだろう。それは『彼』の死に等しい。かといってあのまま仮想精霊をシャノンの身体からだの中で存在させておくのにも無理があった。

　だから──

『うまくいくかどうか分からないけど』

　そう言ってラクウェルは通信系けい魔法でシャノンの意い識しきに潜もぐり込こみ、仮想精霊の魔導式部分を自壊寸すん前ぜんで強きよう制せい的に機き能のう凍とう結けつさせた。

　言ってみれば──仮か死し状じよう態たいにして眠らせたのだ。

　決して万ばん事じ問題無しの解決方法ではない。あの仮想精霊はただ『死んでいない』というだけで『生きている』とも言えない状態だ。だがシャノンの意識を取り戻すのと、あの仮想精霊の式の自壊を止めるのとを両立させるにはその方法しかなかったらしい。

『彼』は今シャノンの中で眠っている。

　それは二度と醒さめない、夢ゆめさえ見ない眠りではあるのかもしれない。ある意味でそれはやはり『死』にも等しいだろう。

　また機能凍結がどういう影響をあの式に与あたえるのかも分からない。

　元々が偶然が重なって機能した代しろ物もので、ラクウェルでさえその概がい要ようを完全に理解しきっていた訳ではないからだ。たとえ機能凍結を解といたとしても、『彼』が復ふつ活かつしてくる事はないかもしれない。あるいは復活しても別の何かになっているかもしれない。

　しかしそれでも。

「いつか……また会えるかもしれないよね」

　パシフィカは呟つぶやく。

　形を変えて。

　あるいはシャノンの一部として。

『彼』はまたパシフィカ達の前に出てくるかもしれない。

　それは残される者の単なる自じ己こ満足、自己欺ぎ瞞まんでしかなかったかもしれないが──そこにある種の希望は残る。

　だから……

「──んご」

「──え？」

　眼めを瞬しばたたかせてパシフィカはシャノンを見上げる。

　そこに居るのはいつものシャノンだ。物もの憂うげな表情をして若わかい癖くせに何ど処こか年寄りじみた雰ふん囲い気きを放散している彼女の兄が居るばかりだ。

「シャノン兄──今、何か言った？」

「ん？　いや、別に。何か聞こえたのか？」

　シャノンに自覚はないらしい。

　あるいはパシフィカの空耳か。

　きっとそうだろう。

　けれど──

「──ううん。なんでもない」

　微び笑しようしてパシフィカはそう言った。



    

  
    
      

　私は『眼め』だった。

『眼』である事は私にとって職しよく務むであると同時に、私という存そん在ざいの最も根本的な部分に関する性せい質しつとも言うべきものだった。宿命であり呪じゆ縛ばくであると言っても良いかもしれない。

　見るもの。その為ためだけのもの。ただそれだけにしか役に立たない──それ以上でもそれ以下でもないもの。

　それが私だった。

　私自身に関しては、残念ながら他に語るべき事はそう多くない。

　リーテ・トリジコン。女性。二は十た歳ち。

　ラインヴァン王国軍諜ちよう報ほう部ぶ所しよ属ぞくの魔ま導どう士し。

　特とく徴ちようたる部分はこれだけだ。残る全すべての項こう目もくに『平へい凡ぼん』と記せば私に関する調書は過か不ふ足そく無く完成するだろう。至いたって凡ぼん庸ような人間だ。

　魔導士という部分を以もつて私を『特別』と評ひようする者も居いるけれど──軍という大規き模ぼ組そ織しきの中に在あっては、それすらも『特別』と呼よべる様な希少性は無い。

　軍に入って初めて魔導士としての才を見み出いだされ──程ほどなくしてその才の限げん界かいを思い知らされた私としては、その事を誇ほこる様な気持ちには到とう底ていなれなかった。

　一口に魔導士と言っても実態は様々だ。

　軍属の魔導士というと一いつ般ぱん人じんは現代戦の花形の様に思うかもしれないが……それは戦せん闘とう部隊に所属して攻こう性せい魔法を使いこなす『戦闘型』の魔導士に限かぎっての事。

　軍内部において私の魔導士としての実力は底辺に近い。攻性魔法などとてもではないが使いこなせない。大きな『力』を操あやつるにはそれを御ぎよするだけの精せい緻ちかつ頑がん強きような魔導式と、それを描えがき出す為ための意い識しき容よう量りようが必要となるが……私の意識容量は常じよう人じんに比べればわずかに大きいという程度でしかないのだ。下へ手たに殺さつ傷しよう力りよくの在る攻性魔法など起動させようものなら自分自身が大怪け我がをしかねない。

　だから私に派は手でな仕事が回ってくる事はまず無かった。

　私の主な任にん務むは対象の監かん視しだ。

　無む論ろん──対象に私の存在を気け取どられてはならない。私から接せつ触しよくする事は決して無い。たとえ接触しても対象を制せい圧あつできるだけの戦闘力は──実じつ効こう的制圧力の在る魔法を行使するだけの意識容量は私には無い。ただ私は対象を視み続けてその動向を情じよう報ほう部ぶへ報告するだけの事。

　私に相応ふさわしい任務だとも言える。

　この仕事に就ついて五年になるが、上司にはそれなりの評ひよう価かをもらっている。ある種の諦てい観かんを抱かかえている私は──まあつまり醒さめているという事だ──あまり自己の主観や感情を差し挟はさまず第三者的な視線に徹てつする事に長たけている様なのだ。

　憤いきどおらず。嘲あざけらず。蔑さげすまず。悲しまず。

　ただ事実を淡たん々たんと『視』続ける──それだけの者。

　確かにその意味で私は最適の人材ではあったろう。

　現在──私の監視対象は三名一組の移い動どう集しゆう団だん。

　ただしその内二名は、実のところ本命とも言うべき監視対象の付属でしかない。私が何よりも優ゆう先せんして『視』続けなければならないのは、ただ一人だけ。

　その人物の名はパシフィカ・カスール。

　俗ぞくに──〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉と呼よばれる少女だった。





「シャノン兄──引いてる引いてる！」

　甲かん高だかい声が叫さけぶ。

　水みな面もを指差して叫んでいる声の主は、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女である。

　恐おそらく大多数の者は彼女の容よう姿しを評するのに『可愛かわいい』という言葉を用いるだろう。



    

  
    
      　年ねん齢れいは十代半ば。資し料りようでは確か十五歳さいとなっていた筈はずだ。明めい朗ろう快かい活かつを絵に描かいた様な姿で──何ど処こか生意気というか、ふてぶてしいというか、そういう印象が付ふ随ずいする。一言で言えば『猫ねこの様な』少女であった。

　彼女がパシフィカ・カスールである。

　一見すればごくごく普ふ通つうの少女にしか見えない。だが彼女はかつて〈聖せいグレンデルの託たく宣せん〉にて『世界を滅ほろぼす』と預よ言げんされた姫ひめ君ぎみである。

　預言の実じつ現げんを恐れた国王とその重臣達によって、彼女はそもそも『この世には生まれなかった』事になり、彼女自身は秘ひ密みつ裏りに王国騎き士し団だんによって抹まつ殺さつされた──筈だった。

　その死んだ筈の〈廃棄王女〉が生きていると分かったのがおよそ一年前の事である。

　王国は何度か職しよく業ぎよう的てき殺人者──つまりは在ざい野やの暗殺者だ──を送り込んだが全すべて暗殺に失敗。直ちよく接せつ軍を動かさなかったのは、組そ織しきとして人員を動かした場合、どうしても外部への情報漏ろう洩えいが発生するからだ。

　だが……それら職業的殺人者の行動は全て失敗。

　見ての通り今以もつて〈廃棄王女〉は存命中だ。

　そしてその事実にそろそろ王国側は焦じれてきている。

〈廃棄王女〉の存そん在ざいは、王国のみならず国教たるマウゼル教にとっても禁忌タブーであり恥はじでもある。そんな少女が生きている事実を野放しに出来る程、国王やその取り巻まき達は鷹おう揚ようでも不信心でもなかったという事だろう。

　かくして彼女を抹殺する最適な戦力を計上し、可か能のうな限り内密に彼女を抹殺する為、私が派は遣けんされてきたのだ。

「ほら引いてるってば！」

「うるさいなお前は。魚が逃にげる」

　いかにも面めん倒どう臭くさそうな口調で釣つり竿ざおの主がパシフィカに応おうじる。

　こちらは二は十た歳ち過すぎの青年で、パシフィカの護ご衛えい役やくを務つとめる剣けん術じゆつ使つかいである。

　長身痩そう躯くを折り曲げて川かわ瀬せの岩に腰こし掛かけ、のんびりと釣り糸を垂たれる姿すがたは妙みように年寄り臭く……一見隙すきだらけにも見える。後ろから無む造ぞう作さに蹴けりの一つも入れれば、そのままどぼんと川に落ちてしまいそうな感じだ。

　だが見た目にだまされてはいけない。

　この人物は双ふた子ごの姉と共に何名もの敵てきを、それも殺人を職業とする連中を退しりぞけてきた猛も者さだ。

　名はシャノン・カスール。

　パシフィカの兄という立場に居るが、黒くろ髪かみと黒こく瞳どうやその顔の造ぞう作さくを視みていれば分かる通り、彼女との間に血の繋つながりは無い。パシフィカは王女としてではなく彼の両親の養子として、その出自を隠かくされたまま十五年間育てられてきたのだ。

　だからこそ──なのだろう。

　パシフィカとシャノンの間には王族と庶しよ民みんの間に横たわるべき隔へだたりが感じられない。こうして眺めている限りでは何処にでも居そうな兄と妹にしか見えなかった。

「針にかかった魚が逃げる訳わけないでしょ。さっさと引き上げなさいよ！　魚一匹ぴき釣るのにもいちいち無む駄だな時間費ついやすんだから。頭の中身が年寄り臭いのはしょうがないけど、こういう時位は、もうちょっと若わか者ものらしくしゃきしゃき動けないの？」

「やかましい。こういうのは呼こ吸きゆうが大事なんだよ」

　言いながら、ひょいとシャノンが手首をひねると竿は大きくしなる。

　次の瞬間、反り返った竿の先せん端たんに弾はじかれたかの様に、水面下から勢いきおいよく魚が飛び出してきた。陽光を撥はね返して鮮あざやかに輝かがやく水飛沫しぶき──

「わおっ！」

　パシフィカは感かん嘆たんの声を上げながら放物線を描いて落下してきた魚を受け止める。

　ぴちぴちと暴あばれる魚から針を外して魚び籠くの中へ放ほうり込こみながら、彼女は言った。

「さすがシャノン兄。こういうじ～～～っとひたすらもっさり待ち続ける爺じじむさい作業はシャノン兄に限るわね」

「落ち着きの無い小動物に何を言われてもさして気にならんな」

　とシャノン。

　余よ裕ゆうを示しめして適てき当とうにあしらっている様に見えるが──いちいち憎にくまれ口を叩たたいて突つっかかってくる妹を完全に無む視し出来ないのが、この青年の性せい格かくをよく示していると言える。というか、面倒臭そうな表情を浮かべている割わりには、むしろ敏びん感かんに反はん応のうしている処ところが妙に律りち儀ぎで、ある意味で微笑ほほえましい。

（…………『微笑ましい』？）

　一瞬違い和わ感の様なものを感じて私は自問自答した。

　誰だれが『微笑む』のか。

　私は微笑まない。私は観察対象に対してある種の印象を覚える事は在っても、何ら積極的な感情を抱いだきはしない。しない筈はずだ。

　ただ見つめるだけの者──それが私なのだから。

「誰が落ち着きの無い小動物よ!?」

「自覚が無いと改善もされんから困こまったもんだよな」

「シャノン兄こそ脳のうが呆ぼけてて思考が自覚に追い付かない癖くせにっ」

　延えん々えんと口くち喧げん嘩かをしつつも二人は釣りを続けている。

　私には何というか……それがひどく奇き妙みような光景に見えた。

　彼等に問えば即そく座ざに否ひ定ていするかもしれないのだが、私には二人が罵ば詈り雑ぞう言ごんの投げ合いを楽しんでいる様に思える。

　彼等を視ていると妙な気分になる。

　何がどう妙なのか──と問われれば明確に答えられないのは、彼等を監かん視しし報ほう告こくをまとめる職しよく務むを負う者としては問題があるのかもしれない。

　私は気が付くと長い溜ため息をついていた。





　私が軍に入ったのは十三の時だ。

　孤こ児じだった私は早々に自立する事を求められた。私の育った孤児院は常つねに私と同様の者達で溢あふれかえっていたし……予算はいつもぎりぎりだった。働ける様な年齢の子こ供どもを何い時つまでも置いておく余裕は何ど処こにも無かったのだ。

　これは後のちに知った事だが──その孤児院は政治的配はい慮りよや予算消化その他の兼かね合いで造られた施し設せつであった。そもそも職しよく員いん達も員数合わせの為ために配置された一種の官かん吏りで──福ふく祉し関連の仕事に従じゆう事じする事を彼等自身が望んでいた訳ではない。そんな職員達に職務や孤児達に対する情熱や愛情を期待するのは無理というものだろう。まして予算まで最低限となれば現場が荒すさむのは当然だ。

　彼等にとって孤児院の子供達は家か畜ちく程ほどの意味も無く、私達は常に与あたえられた番号で呼ばれていた。職員達が名前を覚える努力をせずに済すむ様に、私達は番号を左手の甲こうに焼き印で刻きざみつけられていた。そういう発案にだけは熱心な連中だった。

　とはいえ……私は彼等を恨うらんでいない。

　彼等はただ、徹てつ頭とう徹てつ尾び私達に関心が無かっただけの事だ。職員達は冷れい酷こくではあったが別に残ざん忍にんではなかった。

　そしてそれは彼等のみならず──私達孤児同士も同じ事だった。

　人数分丁ちよう度どの毛もう布ふとぎりぎりの食事。他人に関心を払はらっている余よ裕ゆうは誰も無かった。自分を守るだけで精せい一いつ杯ぱいで他人にちょっかいを出す余裕など無かったのだ。良くも悪くも職員達は杓しやく子し定じよう規ぎで──迂う闊かつに他の子の毛布や食事を奪うばおうものなら、職員達の『指し導どう』がきっちりと規き定ていに従したがって行われ、その孤児は全身に付けられた青あお痣あざをさすりながら二度と他人には構かまうまいと思うのだった。

　だから十三になった時──つまり孤児院が『働ける年ねん齢れい』と判はん断だんする歳としになった際さい、孤児院から出る事に関しては何の感かん慨がいも無かった。子供達は職員達の決めた先に割わり振ふられて行き──私はたまたま軍に入る事になった。

　まあ幸運だったと私は思う。

　軍が特に私に合っているとは思えないが、問題を起こさない限りは解かい雇こされる事も無いし、衣食住はそれなりに保ほ証しようしてくれる。私は女だった事、格かく闘とう等に関する肉体的な才さい能のうが無かった事などから、情じよう報ほう部ぶの事じ務む職しよくに回され──その後の試験で魔ま法ほうの才を見み出いだされて監かん視し任にん務む専せん門もんの実働要員としての教育を一年余あまり受けた。

　そう──私は『眼め』だ。

　分かっている。私は何もしない。何も為なしていない。してこなかった。軍へ入る事にすら私の意い志しは介かい在ざいしていない。

　全すべてを孤児院の職員達のせいにする積もりは無いが、あそこでの生活は今の私を形成する一いち因いんにはなっているのだろう。

　何もしない。誰に対しても一いつ切さい働き掛かけない。ただ視るだけの者である事が、あの貧ひん相そうな場所で最も効こう率りつ的に生きていく事だったのだから。

　毛布を奪えば殴なぐられる。かといって奪われた子に毛布を貸かし与えれば自分が凍とう死しの危き険けんを負おう。それどころか次からは他の子供達にタカられる。

　だから自分は自分としてただそこに在るのが最も適切な生き方だった。

　凍こごえる子供には手を差し伸のべる事も無く、ただ『ああはなるまい』と自分を慰なぐさめるのが最も安心できる生き方だったのだ。

　そうして私は徹底的に『視る者』になった。

　ただ視る事だけが私の全てだ。私は何もしない。何も出来ない。視て脳のうたる者に情報を送るだけ。考えて実行するのは脳や手や足の役目だ。

　これは懺ざん悔げではない。ただの回かい顧こだ。

　私は私のこの生き方に満足している。後こう悔かいも反省もしていない。他に望みようが無かったのは明らかだから。

　嗚あ呼あ。

　でも──





「困こまったわねえ」

　黒くろ髪かみの美しい娘むすめが首を傾かしげる。

　ラクウェル・カスールというのが彼女の名前だ。姓せいから分かる様に──そして顔立ちや黒髪と黒こく瞳どうから分かる様にシャノンの双ふた子ごの姉である。

　また同時に──シャノンが剣けん士しとして尋じん常じようならざる技ぎ量りようを父親から叩き込まれ〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉の護まもり手として教育されてきたのと同じく、この娘は魔導士としての才と基き礎そ知ち識しきを宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だん〈ジェイド・サーキット〉に所しよ属ぞくしていた母親から受け継ついでいる。

　その意い識しき容よう量りようの大きさや、魔法戦せん闘とうにおける勘かんの冴さえ等は天才の名に相応ふさわしいだろう。私などは無む論ろん、足あし下もとにも及およぶものではないし、私が出会った中では間違いなく最強の魔法戦技ぎ能のう保有者と言っていい。ラインヴァン全軍を探さがしても彼女に匹ひつ敵てきする魔導士が果たして何人居るだろうか……

　シャノンとラクウェル──この二人を私は報告書の中で〈守護者ガーデイアン〉と名付けた。

　これはそのまま二人を示す暗号として情報部では使われている。我われながら単たん純じゆんな命名だとは思っているが、まるで〈廃棄王女〉を守しゆ護ごする為ためだけに生み出され育て上げられてきたかの様な二人に対して私は他の呼こ称しようを思い付かなかった。

（……彼等は自分の生き方に満足しているのだろうか……？）

　血の繋つながっていない『妹』の為に戦闘技能を仕込まれる人生。

　それに疑ぎ問もんを抱いだく時は無いのだろうか。

　私と同じく他に選び様が無かったのかもしれない。今いま更さら生き方を変える事が出来ないだけなのかもしれない。単に『教育』が徹てつ底ていしていて疑問など感じる自主性が無いだけなのかもしれない。

　赤の他人の為に身体からだを張はってまで行動するという感覚が私には分からない。

　何が彼等をそこまでさせるのだろうか……？

「塩が切れてて……」

「うーん。それはちっと辛つらいかも」

　姉の言葉にパシフィカは腕うでを組む。

　どうやら調味料の備び蓄ちくが底をついているのを忘れていたらしい。そのまま食べれば良いのだろうが、確かに何の調味料も無しに川魚を食べるのは大たい層そう味気ないだろう。

「塩分を何かで代用出来ればいいんだろうけどな」

　包丁で魚をさばいて内ない臓ぞうを取り出しながらシャノンが言った。彼の側そばに置いてある桶おけにはラクウェルが採とってきた山菜が小さな山を成していた。

「塩分が確かく保ほ出来ればいいのよね」

　首を傾かしげながらラクウェルが言った。

「なに？　ラクウェル姉、なんか名案とかあんの？　魔法で塩出す呪じゆ文もんとか」

「んなもんあったら最初から塩が切れたりはせんだろ」

　と突っ込むシャノン。

「ええとね。シャノン。魚の血は残してる？」

「まあ棄すてるつもりだったけどな。何かに使うのか？」

　シャノンが血ち抜ぬきをした際に受け皿として使った木もく製せいのコップを差し出した。

「念のために言うけど、血の味のする料理とか嫌いやよ？」

「いくらなんでもそんな事はしないわよ」

　と妹に笑顔で応こたえるラクウェル。

「亀かめの血をお酒で割わって飲んだりもするし、鳩はとの血をゼラチンでそのまま固めたりする料理とかもあるけれど」

「うげ……本マ当ジ？」

　パシフィカが顔をしかめる。

「まあそれは俺も聞いたことはあるけどな」

　とシャノン。

　ラクウェルは渡されたコップを少し傾かたむけて凝ぎよう固こ具合などを見ている。どうやら血から塩分を取り出す事を考えているらしい。確かに血には塩分が含まれているが、しかし一体どうやって──

「遠心分ぶん離りって知ってる？」

「はあ？」

　唐とう突とつな言葉にシャノンとパシフィカは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ほら。血って塩しお辛からいじゃない」

「まあそらそうだが。……っておい？」

　シャノンは何かに気付いたらしい。

「血には色々成分が混まじってるけど、密みつ閉ぺいした器うつわに入れて物もの凄すごい速さでしばらく振り回したら、比ひ重じゆうの重いものから外側に偏かたよって、綺き麗れいに成分が分離していくのよ」

「……？」

　さすがにパシフィカにはよく分からないらしい。

「とにかく。ぐるぐると勢いきおいよく回したら血けつ液えきの成分をそれぞれ分ける事が出来るの。その中で塩辛い部分だけ取り出したら、それを調味料に使えないかなあって。生なま臭ぐささも、血液そのものを使うよりは少ないと思うのよ？」

「…………」

　シャノンとパシフィカが顔を見合わせる。

　まあ理り屈くつは私にも分かる。

　細かい組成は動物の種類によって異ことなるけれど、確たしか血液には無機塩類や糖とう質しつ、脂し質しつも含ふくまれている筈はずだから、まあ理屈としてはやれない事は無いだろう。

　もっとも通常はこの遠心分離、専せん門もんの研究所に在ある遠心分離器を秒間数十回転という高速回転させて行うものだ。回転の動力は歯車を介かいして牛馬の力を利用したり、魔ま法ほうそのものが使われたりするが──一体こんな野外で器具も無しにどうする積もりなのか。

「……故ゆえにこそ・我われは汝なんじを召しよう喚かんす・雷らい神じんの子・剛ごう力りきの化け身しん・今此こ処こに顕あらわれよ！」

　ラクウェルの呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

　虚こ空くうに青白い誘ゆう導どう線せんが走り針はり金がね細工の様に一つの形を成していく。それが完成すると同時に虚空から抽ちゆう出しゆつされた立体が幾いくつもはめ込こまれていき、やがてそこには一体の巨きよ人じんが出現していた。

　人間の三倍近い大きさをしたその巨人は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる偉い丈じよう夫ふで、わずかな腰こし布ぬのと暑苦しい程ほどの量の筋きん肉にくを纏まとっている。存そん在ざい感はやたらに在るが──その身はまるで幻まぼろしであるかの様に一部透すき通っていた。

　攻性魔法の一つも満足に使えない半はん端ぱな魔ま導どう士しの私ではあるが、それが何なのかはすぐに判はん別べつがついた。軍用魔法の一つ──〈力マ天グ神ニ〉である。もっともかなり外がい装そうにはラクウェルなりの仕ア様レ変ン更ジが入っている様であったが。

「こんなムサいの出して何をする積もりだ」

　胡う散さん臭くさそうに魔法の巨人を見つめるシャノン。

　ラクウェルは微び笑しようしながら魚の血を細長い金きん属ぞく製せいのコップに入れて上から蓋ふたをし、紐ひもで縛しばると〈力マ天グ神ニ〉に渡わたす。

　半はん裸らの巨人は妙みように晴れやかな笑えみを浮うかべながらコップを受け取ると、それを持ちつつ円えん盤ばん投なげでもするかの様にその場で回転し始めた。

「………………」

　顔をしかめてその〈力天神〉を眺ながめるシャノンとパシフィカ。

　三人の見守る中〈力天神〉は次し第だいに勢いきおいを上げていく。

　回転が加速。

　速く。速く。

　更さらに速く──

　どこまでもどこまでも際さい限げんなく加速してゆく〈力天神〉。巨体の恒こう常じよう的な旋せん回かい行こう為いに攪かく拌はんされる空気が、低い轟ごう音おんを響ひびかせ始めるまでに、さして時間は掛かからなかった。

　おまけにその足あし下もとでは土つち煙けむりが発生していたりもする。

　しかも──

「…………おい？」

　シャノンが眉み間けんに皺しわを刻きざんで言った。

「沈しずんでないか？」

　そう。

　シャノンの言う通り……〈力マ天グ神ニ〉の頭部位置は次第に低くなりつつあった。

　別に〈力天神〉が縮んでいる訳ではない。ましてやしゃがんでいる訳でもない。

　立ち位置が沈んでいるのだ。

　つまり──踊り子も真まっ青さおな速さで回転し続ける爪つま先さきが地面を抉えぐり続け、その結果出来た穴あなに〈力天神〉自身が沈んでいくのである。その証しよう拠こに周囲へ大量の土ど砂しやが撒まき散らされ……それらが幾いく重えにも層そうを成している。

「…………あら？」

　ラクウェルが眼めを瞬しばたたかせて首を傾かしげた時には、既すでに半裸の巨人は腰まで地面に沈み込んでいた。

　だが〈力天神〉は停とまらない。

　巨体は更に大量の土砂を撒き散らし続け──

「…………」



    

  
    
      　呆ぼう然ぜんとするシャノン達の前から地面の下へと〈力マ天グ神ニ〉は消えていった。

　思わず穴を覗のぞき込むパシフィカ。

　さすがに私の位置からでは穴の中を視みる事は出来ないが──不ふ可か能のうではないが、あまり光を屈くつ折せつさせすぎると制せい御ぎよがしにくくなる──何やら巨人は地下深くに潜せん行こうしつつあるのは彼女の表ひよう情じようから想そう像ぞうがついた。

「……………………ええと」

　ラクウェルはのんびりと微笑しながら言った。いつもと変わらない呑のん気きそのものの表情だが──その額ひたいに一粒つぶの汗あせが浮うかんでいるのを私は見み逃のがさなかった。

「ベーコンがあるから。それを一いつ緒しよに炒いためれば多少は味が付くかも」

『最初からそうしろ！』

　弟と妹が悲鳴じみた声でそう突っ込んだ。





　紆う余よ曲折は在あったが夕食作りは問題なく終わった様だった。

　私はといえば一人侘わびしく携けい帯たい食料を齧かじりながらぼんやりと彼等の姿すがたを眺ながめていた。

　さすがに監かん視しといっても私一人で行っているので、四六時中彼等の一挙手一投足に集中できる訳ではないし、その必要も無い。

　私が彼等の監視役として張り付いているのは、第一に彼等の現げん在ざい位置の把は握あくの為ためであり、第二に、生活習慣や癖くせの様なものを記録する為である。情じよう報ほう部ぶでは私の報告を基もとに確かく実じつな〈守護者ガーデイアン〉攻こう略りやく法──ひいては〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉抹まつ殺さつの方法を模も索さくしている筈はずだ。実働部隊としては幾いくつか在る部隊の中でも特に実じつ績せきの高い者達──つまりはルーク・スターム少佐が率ひきいる特とく務む処しよ理り班はん〈ブラック・ホーク〉が派は遣けんされてくるだろう。

　とはいえ……その辺りの判断は『眼』の仕事ではない。眼はあくまで脳のうに視た情報を送るだけだ。

「…………」

　密ひそやかに溜ため息をつく私。

　どうにもここ数日溜め息の回数が増ふえている。原げん因いんに心当たりが無いではないのだが、あまりそれは認みとめたくないものだった。

　双そう眼がん鏡きようの向こうではシャノン、ラクウェル、そしてパシフィカの三人が馬車の側に焚たいた火を囲んで話をしている。パシフィカは懲こりもせずに兄に何やら突っかかっている様で、これに面めん倒どう臭くさそうに──面倒臭い表情を装よそおいながらシャノンが律りち儀ぎに応おうじている。その隣となりではラクウェルが相変わらずの喧けん嘩かを始める弟と妹を微び笑しようして眺めていた。

　さすがに常じよう時じ〈智女神スノトラ〉を起動し、更さらに音声解かい析せき用の追加術じゆつ式しきを起動させていると、疲ひ労ろうが激はげしすぎるので、彼等の監視には双眼鏡も併へい用ようしている。

　今が丁ちよう度どその状じよう態たいで──当然ながら音は聞こえない。

　だが私が彼等を追い始めてもう三ヶ月になる。

　私は『眼』としての機き能のうを最大限に活いかす為、読どく唇しん術の──声は聞こえなくても唇くちびるの動きから会話の内ない容ようを把は握あくする技術の訓練を受けているし、そんなものを使わなくても彼等がどういう会話をしているのかは大まかに想像がつく様になっていた。

　何度も何度も口喧嘩を仕掛ける妹。

　面倒そうにだがそれにきっちり応じる兄。

　傍かたわらからそんな二人を微笑しつつ見守る姉。

　家族というものを知らない私には、その姿はひどく新しん鮮せんに見えた。無論、今までの任にん務むでも対象を監視する過か程ていで家族を視る機会は何度もあった。だが、いずれも個こ人じんを監視する間に垣かい間ま見みる程度だった。家族そのものをずっと観察してきたのは初めてだ。

　しかも──

　視し界かいの中で、シャノンが自分の食事に添そえられているゆで卵たまごをごく自然にパシフィカに分けてやっている。いや──実じつ際さいにはパシフィカが彼の皿からゆで卵を奪うばっているのだが、本気で掛かればいくらでも妹の略りやく奪だつを阻そ止しできる筈はずのシャノンはそれをせず、形ばかりの抵てい抗こうを示しめすだけだ。しかも注意して視ていれば、わざわざ妹が手を伸のばし易やすい位置にゆで卵を動かしてさえいる。本人が意い識しきしての行動かどうかは分からないが、彼は最初から妹に卵を分けてやる積もりだったのだろう。

（──彼等は本物の家族じゃないのに）

　これは今日に限かぎった話ではない。

　殊こと更さらに彼等自身は意識していない様だが、彼等は日々の生活の中で互たがいにこうした事を繰くり返している。

（ただ側そばに居るだけの他人なのに……）

　分け合う事。与え合う事。護まもり合う事。

　だがその一方で遠えん慮りよの無い罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げ合ったりもするし、手が出る場合すらある。ただの他人なら関係に亀き裂れつが入ってしまう様な行為を彼等は平然と繰り返している。

　シャノン。パシフィカ。ラクウェル。

　彼等を結び付けているものは何なのか。

　彼等は血が繋つながっていない。そして彼等自身がそれを知っている。つまりは本物の家族ではなく、しかもそれを彼等自身がはっきりと認にん識しきしているのだ。彼等は家族を演えんじているだけの他人でしかない事を自他共に認みとめている。事実としてはただ同じ家に住んでいたというだけだ。

　では何な故ぜ彼等はあんな風に寄り添そう事が出来るのだろう？

　同じ場所で暮くらした──その日々があんな絆きずなを生むのだろうか。

　生活空間を共有するという事はこんなにも他人を強く結び付けるものなのか。

　でも。

　それならばどうして私はあの孤こ児じ院いんで家族を得る事が出来なかったのだろう。

　私達と彼等の間に在ある差は何なのか。

　家族でないものを家族とする程ほどに結び付けるものは──絆とは何なのか。血の繋がりではないのだとしたら、ただ単に同じ家に住んだという仲間意識でもないのなら、一体何が彼等をあんなにも寄り添わせているのだろうか。

　もしあの寒く汚きたない孤児院で──私も誰かに寄り添い互いを暖め合う事が在ったならば、また違ちがう人生が待っていたのだろうか。『視る』以外の何かの方法で他人と繋がる事が出来る自分が居いたのだろうか。

　あるいは──

（もしあの場に居たのがパシフィカではなく私であったなら……）

　私はあんな風に彼等と家族を演じ続ける事が出来ただろうか？

　苦しい時に頼たより合い。時には罵詈雑言を投げ合い。しかしその底には決して揺ゆるがぬ信しん頼らいを持ちながら──

「…………」

　私は苦く笑しようを取り繕つくろって、自分の中の少女じみた妄もう想そうを傍らに押し退のけた。

　夢む想そうしても詮せん無ない事である。

　私は傍ぼう観かん者しやだ。演技者には向いていない。

　双眼鏡を降おろすと私は私の食事に専せん念ねんする事にした。





　監視を続けて三ヶ月半。

　いつしか永えい遠えんに続くかの様に錯さつ覚かくし始めていた私の任務に変化が訪おとずれた。

　情じよう報ほう部ぶから人員が派は遣けんされてきたのである。

　当然これは予定の内だ。

　先にも述のべたが、私の任務はいつか実行される対〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉作戦の為の情報収集が目的である。充じゆう分ぶんに対たい策さくを立てた上で王室からの実行命令が下れば実働要員が派遣されてくるのは当たり前だ。

　しかし──

「御ご苦労だったな。トリジコン」

　私にそう言ったのは、私が予想していた人物では──〈ブラック・ホーク〉のスターム少佐ではなかった。

　バリソン・アルダモンド少しよう尉い。

　情報部の中でも少々特とく殊しゆな立場の男である。

　ネズミを連想させる貧ひん相そうな体たい格かくと容よう貌ぼうのせいか、狡こすっ辛からい表情がよく似に合あう。

　極言を覚かく悟ごで表現するのならば──彼は『自じ意い識しき過か剰じようの馬ば鹿か』だ。

　彼は自じ尊そん心しんが不自然な位に高い。

　だが当然ながら実力不ふ相そう応おうな彼の自じ己こ評ひよう価かと、周囲の評価が合がつ致ちする事は決して無い。大抵の人間はそこで自分の自惚うぬぼれに気付くものだが──彼は自尊心と周囲の評判が釣つり合わない原げん因いんを自己の力不足ではなく周囲の無む理り解かいに求めてしまう。

　天才である自分が認められないのは周囲が馬鹿だからだ。あるいは自分の才能に嫉しつ妬とした凡ぼん才さい共が邪じや魔まをしているからだ。一いつ片ぺんの疑ぎ問もんも無く本気でそんな風に思えてしまう──バリソン・アルダモンドとはそういう男だった。

　これは推すい測そくでも何でもない。

　本人の口からもしばしば語られる事だ──『俺おれの周りは見る目の無い奴やつ等らばかりだ』『本物の天才を誰だれも分かっちゃいない』『情報部はもっと個々人の評価に公正な制せい度どを導入すべきだ。さもないと私の様に不当な扱あつかいを受ける者が出たり、馬鹿が天才よりも高い評価を受ける様な事態が起きてしまう』──等々。

　こんな台詞せりふを口にしていては周囲から敵てき意いと嘲ちよう笑しようを浴びるだけなのだが、そんな事すらこの男は分からないらしい。あるいは分かっていても傲ごう慢まんな物言いを堪こらえる事が出来ないのかもしれないが。

　ただ……このバリソンという男は、山よりも高い矜持プライドを満たす為ための作さ業ぎようにはやたらと熱心で、特に偏へん執しつ的で陰いん険けんな裏うら工作は得意中の得意だ。

　その事を見み抜ぬいたペータシュタール将しよう軍ぐんはしばしば情報操そう作さ等──つまりは流言飛語や噂うわさの類たぐいを流したりして大たい衆しゆう心理を操あやつる──の実行要員にバリソンを使っている。だがバリソン本人はそれを少し不満に思っているらしい。適てき材ざい適所だとは私も思うのだが、自分は次期情報部責せき任にん者しやになる人物で、その為にはもっと華はな々ばなしい活かつ躍やくをしなければ、と勝手に思いこんでいる節が在った。

　ちなみに現在……この人物が最も敵てき視ししているのはスターム少佐だ。ペータシュタール将軍の信任が厚あついからだろう。

「私の〈キングコブラ〉が奴等を制せい圧あつする」

　言うバリソンの背はい後ごには二十名程ほどの男達が立っていた。

〈キングコブラ〉。

　この集しゆう団だんは元々バリソンの私し兵へい組そ織しき的な意味合いが強い。

　軍の内外からバリソンが集めてきた連中で、先さき程ほどの情報操作や簡かん単たんな破は壊かい工作等に使われているのだが、これはバリソンの権けん限げん内で行われているだけの事で──実は情報部内部で正式に認可された部隊ではない。

　バリソンはこの〈キングコブラ〉を〈ブラック・ホーク〉と並ならぶ特とく務む処しよ理り班はんとして情報部の中に取り込みたい様だった。

　だが情報部所属の人間はバリソンだけで、書類上は街のチンピラ集団と大差無い。そしてその実態も書類以上のものではない〈キングコブラ〉が正式に情報部に所属する日は永えい遠えんに来ないだろう。元軍人や魔ま導どう士しも何人か混まじってはいるのだが、大たい抵ていは何らかの問題を起こしてそれまでの職しよくを追われた連中で──元より協調性は低く練度も低い。

　だが……

「貴き様さまは一部始終を観察して報告せよ」

　バリソンが尊そん大だいな口調で命じてくる。

「…………了りよう解かい」

　私は素す直なおに頷うなずいた。

　私は『眼め』だ。そして軍人だ。

　手足のやる事にいちいち介かい入にゆうはしない。階級的に上の人物の命令とあれば多少は疑問を抱いだいていても従したがわざるを得ないし、個こ人じん的な好き嫌きらいを仕事に持ち込む訳わけにもいかない。

　だが──どうも表情には何か不満そうなものが滲にじんでいたのだろう。

　バリソンは顔をしかめて私に言った。

「何か言いたい事でもあるのかね？」

「いえ」

　言ってから──どうしてそんな、バリソンの機き嫌げんを損そこねると分かり切っている様な、余よ計けいな事を言う気になったのかはよく分からないのだが──私は付け加えた。

「てっきり〈ブラック・ホーク〉が派は遣けんされてくるものだと思っておりましたので」

「はっ──」

　芝しば居いがかった仕草でバリソンは大きく肩かたを竦すくめて見せた。情報部の人間の癖くせにこの男はいちいち装そう飾しよく過多な印象が在る。

「〈ブラック・ホーク〉の手を煩わずらわせる必要など無い。彼等だけが特務処理班ではないのだからな」

　皮肉っぽい口調で言う。

　私はその瞬しゆん間かんに確信した。これは恐おそらくバリソンの独どく断だんだ。

　本来なら〈ブラック・ホーク〉が立てるべき手て柄がらを自分のものにしようと、スターム少佐達が動き出す前に、慌あわててこちらに駆かけ付けてきたのだろう。

　私は思わず溜ため息をつきそうになった。

　バリソンは今年で三十五歳になる筈はずだが──これでは堪こらえ性しようの無い子こ供どもだ。いくらペータシュタール将軍の遠とお縁えんに当たるからと言っても、こんな奴を情報部に入れた事自体がそもそもの間違いだと言わざるを得ない。

「何かね？」

「──いえ」

　私は首を振ふって敬けい礼れいした。

　他人の思おも惑わくなど私自身に影えい響きようが無ければどうでも良い事ではある。

　繰くり返すが私は『眼め』だ。私は視みる以外には何もしない。できない。傍ぼう観かん者しやとはただ視るだけの──それ以上でもそれ以下でもない存そん在ざいなのだから。





　パシフィカ達は身に迫せまる危き機きを知らずにのんびりと川かわ瀬せで釣つりを続けていた。

　どうもこの川はよく魚が釣れる様で、シャノンの提てい案あんで保ほ存ぞん食しよく用の干ひ物ものを作り溜だめしておこうという事になったらしい。ラクウェルも川の水を使ってたまっていた洗せん濯たくをしている様だった。パシフィカはといえば二人の間で細々とした雑ざつ用ようをしている。

「シャノン兄。これってどうやって干物にすんの？」

「やめとけやめとけ。どうせ自分の指切るだけだろが」

　面めん倒どう臭くさそうな口調でシャノンが言う。

「何よ。妹が折せつ角かく兄の労働を手伝ってやろうとか思ってんのに、その思いやりの無い言い方は。人間として兄として自分には重大な欠けつ陥かんがあるってシャノン兄、自覚してる？」

「無いものが自覚できるか」

「馬ば鹿かは馬鹿だって自覚しないから馬鹿なのよね。真理真理」

「やかましい。単に干し台造づくりに飽あきただけだろが」

「息いき抜ぬきは必要よね」

「語るに落ちてるぞ。何が労働の手伝いだ」

「うっ──揚あげ足取りとは卑ひ怯きような」

「パシフィカ。今すぐ『卑怯』の意味を百人に聞いて統とう計けい採とってこい」

「ラクウェル姉。シャノン兄が虐いじめる」

「はいはい。二人とも仲いいわね」

「ラクウェル姉。事実誤ご認にんも甚はなはだしいわよ」

「そうなの？」

「そうよ。なんで私がこの先天的老化完かん遂すい済ずみ動物と仲良くしなくちゃならないのよ。妹として忠ちゆう告こくするけど、私がこれと仲良くしてるなんて妄もう想そうは精せい神しんの健康にはあまり良くないから即そつ刻こく削さく除じよした方がいいわよ」

「全くだ。俺がこの超ちよう特とく殊しゆ自じ爆ばく型がた希き少しよう生せい物ぶつと仲良くしているなどという証しよう拠こが何ど処こにあるのか示しめしてくれ」

「まあすっかり息が合って」

「…………」

「…………」

　とまあ──この兄姉妹きようだいにとってはごくごく平へい凡ぼんな情景だ。

　だが私は知っている。

　バリソン率ひきいる〈キングコブラ〉の二十名が遠とお巻まきに彼等を狙ねらっている事を。

　私の報ほう告こく書しよは無む論ろん彼も読んでいるので、シャノンが気配を読む事に長たけているのは知っている筈だ。その為、最初は殺気を察知されないだけの距きよ離りを置いて大きく陣じんをしき、一気にそれを詰つめる作戦であるらしい。何のひねりも無い単たん純じゆん極きわまりない作戦だが、その分、綿めん密みつな打ち合わせが無くても実行し易やすい。

　そして。

　青空に遠えん雷らいの様な音が響ひびき渡わたる。

　作戦開始の合図だ。

　私は静かに前進を始める。作戦そのものには私は関かん与よしないが、監かん視し者しやとしては一部始終を視て記録し報告する必要が在る。詳しよう細さいな記録の為には、他の者達に混じってある程てい度どシャノン達の側に近づく必要が在った。

「──なんだ？」

　怪け訝げんそうにシャノンが空を振り仰あおぐ。

「青天の霹へき靂れきって訳わけでもなさそうだが」

「遠くてよく分からないけれど……」

　首を傾かしげて言うラクウェル。

「音の響き方からしたら、攻こう性せい魔ま法ほうの音に似にてはいるような……」

「……ふむ」

　シャノンは立ち上がると近くの岩に立て掛かけてあった刀かたなを手に取る。

「ラクウェル──〈楽園アスガルド〉」

「昨日の晩から起動してるわ。今ようやく探たん知ち範はん囲いに入ってきたわね。……全部で二十一人。全部が全部、敵かどうかは分からないけど、包囲を狭せばめながら近付いてくるわ」

　眼を閉じながら言うラクウェル。

　その二十一人の中には私も含まれている筈だ。

〈楽園〉では殺気の在ある無しまでは探知しきれない。脈みやく拍はくや体温から戦せん闘とう状じよう態たいに在るかどうかは把は握あくする事も出来るが……二十一名分の情報を一気に分ぶん析せき処しよ理りするだけの意い識しき容よう量りようはさすがのラクウェルにも無いだろう。

「…………」

　彼等カスール兄姉妹きようだいの姿すがたに変化はない。

　だが今この瞬しゆん間かんから決定的に何かが変わっていた。

　見み慣なれた家族の情景が消える。

　其そ処こに在るのは〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉とその〈守護者ガーデイアン〉達の姿だった。

　そして──

（…………ああ……）

　その事を残念に思う自分に私は気付いていた。

　まるで──大切な自分の居い場所を奪うばわれたかの様に。

　そう。

　正直に告白しよう。

　私は──彼等を観察し続ける内に、いつしか幼よう稚ちな妄想癖へきがついてしまっていた。

　彼等を眺ながめている内に、その家族の情景に自分が居る場面を想像して楽しむ様な……そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい行こう為いを繰くり返す様になっていた。

　パシフィカ。ラクウェル。シャノン。

　そして──私。

　旅をしながら四人が暮くらす日々。

　見えるようでいて見えない絆きずなに結ばれた四人。罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げ合いながらも心の奥おく底そこでは互たがいを気き遣づかう者達。分け合い。与あたえ合い。そして護まもり合う──他人同士。

　そう。

　彼等がしているのは家族の真ま似ね事ごとだ。

　シャノン達が元々他人同士であるのならば……それならば私が彼等の中に入ってはならない道理など無いではないか。

　……いや。分かっている。

　こんなものはただの精せい神しん的な自じ慰い行為だ。

　私は傍ぼう観かん者しやだ。単なる『眼め』だ。

　何もしない者に舞ぶ台たいに上がる権けん利りは無い。

　嗚あ呼あ。

　でも──それでも。

「パシフィカ。馬車の中に入ってろ」

　シャノンが言うとパシフィカは素す直なおに頷うなずいて馬車の中に入る。

　ラクウェルは機を計りながら呪じゆ文もんをゆっくりと事前詠唱プレキヤスト──敵てきの襲しゆう撃げきの瞬しゆん間かんに魔法を解とき放てる様にと身み構がまえている。

「気配は俺にも分かるようになったな。そう凄すごい使い手が居る様には見えないが──」

「人数が多いのが問題ね」

「そうだな……」

　頷くシャノン。

　今から命いのち懸がけの戦いをしようというのにその表情には何の躊ちゆう躇ちよも後こう悔かいも無い。自分のやるべき事を信念を支ささえに実行する者の──心地ここち良い頑がん固こさが彼の立ち姿すがたには在った。

（……嗚呼……）

　私は──ある種の感情で胸むねが一いつ杯ぱいになるのを感じていた。

　血の繋つながらない妹を護る兄と姉。

　彼等は自分達が家族のまがい物だと知っている。知った上でそれを演えんじ続けている。家族であり続ける事を当然の事として享きよう受じゆするのではなく──それぞれがそれぞれの立場から家族であろうとしている。

　例えば……パシフィカのシャノンに対する罵ば詈り雑ぞう言ごん。

　あれがある種の確かく認にん行こう為いである事に私は気付いていた。

　他人であれば赦ゆるしてくれない様な言葉を投げる事で──家族であれば赦してくれる筈はずの言葉を投げる事で、パシフィカは自分達が未いまだ家族である事を確認している。そしてそれを分かっているからこそ、シャノンは律りち儀ぎにそれに応おうじる。『私は貴方あなたの妹でいていいんですね？』と罵詈雑言の裏うらから尋たずね甘あまえてくる少女に対して、彼は同じ場所に立って正面から頷いてやっているのだ。

　なんと馬鹿馬鹿しい行為か。

　なんと面めん倒どうでもどかしい行為か。

　でも──それでも。

　それだからこそ。

　私は彼等が羨うらやましかった。

　彼等の中に混まざりたかった。

　彼等は自分達が家族である事に意味と誇ほこりを持っている。家族である事を何よりも自分達で選んで望んでいる。

　だから彼等は自分達が家族たる事に払はらう努力を惜おしまないのだ。

　さもなければ──どうして血の繋がらない妹などの為ために、故こ郷きようを捨すて、安定した生活を捨て、命懸けで戦たたかったりするのか。

（……私は……）

　分かっている。

　私に彼等の中に混ざる資し格かくなど無い。

　何もしない事で──ただ視みるだけの存在に徹てつする事で何もしてこなかった私に、自ら何かを選ぶ事さえしなかった私に、彼等と同じ場所に立つ資格など有りはしない。

　しかし……





　攻こう撃げきの口火は弓きゆう兵へいが切った。

　魔法による攻撃はどうしても呪文詠えい唱しようの時間を食う上に、基き準じゆん平面設せつ定ていの関係で、高低差の在る場所では使いにくい。この為、まずは弓兵の連続射しや撃げきでシャノン達の迎げい撃げき態たい勢せいをある程てい度ど崩くずしておいてから、攻撃力で優まさる攻性魔法を撃うち込こむ積もりなのだろう。

　やはりひねりは無いが基本に忠ちゆう実じつな戦術だ。

　四方から何本もの矢がシャノン達に向けて飛んでくる。

　シャノンは刀を手に見事な動きでそれらを叩たたき落としているが、さすがに全く方向の違うそれらを全すべて迎むかえ撃つ訳にはいかない様だ。シャノンが漏もらした半分はラクウェルが起動させた半透とう明めいの巨きよ人じん──〈海王神エーギル〉がその身を挺ていして受け止めていた。

　だが。

　私は内心で舌した打うちしていた。

　明らかにシャノン達は戦術を誤あやまった。

　一見、何の問題も無い様に見えるが、圧あつ倒とう的物量で包囲してくる敵に対して採とるべきなのは一点突とつ破ぱ戦法だ。

　たとえ相手が二流の使い手でも押し包まれてしまっては勝ち目は無いのだ。一瞬でも早く敵の用意した舞ぶ台たいから逃にげてしまわなければ、いつかは罠わなが閉とじる。

　ラクウェルは水場を必要とする〈海王神エーギル〉ではなく〈力マ天グ神ニ〉を起動させるべきだったし、シャノン達はさっさと馬車を動かして移い動どうするべきだった。彼等がそうしなかったのは、河原かわらという足場の不安定な地形で、脱だつ輪りんしてしまう事を恐おそれてであったろうが──場合によっては馬車を捨すててでも包囲の一いつ角かくを突き崩くずすのが彼等の採るべき道だった。

「死ねッ！」

　何ど処こからか魔導士が叫さけぶ。

　攻性魔法〈炎杖レーヴアテイン〉が発生。

　強烈な爆ばく発はつは、砂じや利りや小石を含ふくむ大量の土ど砂しやを四方八方に散らせる。それらは礫つぶてとなってシャノン達に襲おそい掛かかった。

　無む論ろん、〈炎杖レーヴアテイン〉そのものはさておき、飛んでくる土砂に一撃必殺の威い力りよくは無い。だが無害と無視できる様なものでもない。まともに浴びれば身動きがとれなくなるだろう。

「ラクウェル。俺が包囲を切り崩す。その間に馬車を動かす準じゆん備びを」

　そう告げるシャノンの頬ほおにはうっすらと血の筋すじが付いていた。飛んできた砂利に抉えぐられたのだろう。いくら凄すご腕うでの剣けん士しでも、何百何千という礫を──『面』で押し寄せてくる攻撃をさばききる事は出来ない。

「……分かったわ」

　表情を引き締しめながら頷うなずくラクウェル。

　シャノンは矢の様に飛び出し、同時にラクウェルは御ぎよ者しや台だいに飛び乗ってその上から〈海王神〉の半透明の巨体を馬車に覆おおい被かぶらせる。

　防ぼう御ぎよとして基本的な〈塞壁ミズガルズ〉を選せん択たくしなかったのは、攻撃にも転用できる様にとの配はい慮りよからだろう。剣けんや槍やりを携たずさえた白兵戦担たん当とうの連中はもう間近に迫せまっていた。

「どけっ!!」

　シャノンが叫びながら斬ざん撃げき。

　勢いの乗った一撃に、相手は姿し勢せいを崩すが──

「──っ！」

　次の瞬間、シャノンの身体からだが横に吹っ飛んだ。

　至し近きん距きよ離りで発生した魔法の暴ぼう風ふうが彼を襲ったのだ。

　咄とつ嗟さに受け身はとった様だが、凹おう凸とつの多い河原上の事──落下の衝しよう撃げきはある程度吸収できても、痛いたみの全すべては誤ご魔ま化かす事が出来まい。

　表情を歪ゆがめつつも立ち上がるシャノン。

　その足あし下もとに間かん髪はつ入れず矢が突つき刺ささる。

　彼は跳ちよう躍やくして後こう退たい。そこへ再ふたたび〈炎杖レーヴアテイン〉が炸さく裂れつし、彼は大きく姿勢を崩した。

　すかさず剣を持った〈キングコブラ〉要員が斬きりかかる。何とかこれは刀で受け止めたものの、不自然な体勢のシャノンはこれを撥はね返す事も受け流す事も出来ない。

「くっ──」

　実力においては明らかに下の連中を相手に、しかしシャノンは苦戦していた。

　決してシャノンもラクウェルも弱い訳ではない。

　だが、単なる一いつ騎き打うちや、正面からの衝突はさばけても、こうした策を弄ろうした上での戦闘ではやはり未いまだ経けい験けんが足りない。無む論ろんわずか一年前まではただの民間人だったのだから、軍隊の様な戦い方について未み熟じゆくなのは当然ではあるのだが。

　技量で勝まさる相手を制せいするには物量──基本中の基本である。

　ただ……

　基礎に忠実である──ありすぎるが故ゆえに応用性の低い作戦は、時に、そうしたものを全く知らない素人しろうとの突飛な行動によっていとも容易たやすく破やぶられる事がある。

　例えば──

「な──っ!?」

　驚きよう愕がくの叫びを発したのが誰かは分からない。〈キングコブラ〉の一人であろう事は間違いが無いが。事によるとバリソンであったかもしれないが、それはどうでもいい。

　私も愕がく然ぜんと眼を見開いた。

　馬車が空中に浮かんでいる。

　いつの間にか四頭の馬と馬車を繋つないでいた金具が外され、馬車のみが空中に持ち上げられているのである。

　何に？

　それは当然──〈海王神エーギル〉にだ。

　馬達は突然の解かい放ほうに戸と惑まどっているのか、その場にうろうろするばかりである。

　そして──

「馬ば鹿かが！　それで逃にげようとでもいうのか!?」

　誰かが叫ぶ。

　その通りだ。〈海王神〉は水場から遠くへは離はなれられない。まして包囲を突破しようにも動きの遅おそい〈海王神〉はその戦術には全く適てきしていない。同じ〈海王神〉を使える魔導士が居いれば簡かん単たんに阻そ止しされてしまう可か能のう性せいも高い。

　だからこれはやはり失敗だ。

　そう──思った。私さえも。

　だが。

「ちょっとラクウェル姉、止やめ──」

「しっかり掴つかまっててね？」

　悲鳴じみた声を上げるパシフィカにのんびりと、むしろ楽しげに言うラクウェル。

　そして〈海王神エーギル〉は高々と馬車を持ち上げ──

（──まさか）

　私が馬鹿な想そう像ぞうを苦く笑しようで打ち消した瞬しゆん間かん、それは現げん実じつのものとなっていた。

　ぶん投げたのだ。

〈海王神〉が。

　馬車を。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　高々と響ひびくパシフィカの悲鳴。

　馬車は空中をやたらに大きな放物線を描えがきつつ──ついでに言うとバケツとかスコップとか、幾いくつかのものを撒まき散らしながらくるくると回転して飛んでいく。

　さすがの〈キングコブラ〉の面々もこれには唖あ然ぜんとして攻こう撃げきの手を止めてしまった。

　正気の沙さ汰たではない。

　少なくとも誰もがその瞬間にそう思ったろう。だがラクウェルは明らかに全すべて計算の上でこれを実行していた。

　投とう擲てきと同時に〈海王神〉を形成していた力場が消しよう滅めつ。

　肉にく薄はくしていた白兵戦担たん当とうの〈キングコブラ〉要員達は、押し寄せる大量の水に吹っ飛ばされ、悲鳴を上げつつ流されていった。

（真まっ直すぐ投げなかったのは──）

　私は理り解かいして走り出していた。

　わざわざ放物線を描く様にして投げたのは滞たい空くう時間を──つまりは次の呪じゆ文もん詠えい唱しようの時間を稼かせぐ為だろう。

　その証しよう拠こに……落下する馬車は地面に激げき突とつする前に出現した巨きよ人じんの腕うでによって柔やわらかく受け止められていた。

「……んな馬鹿な」

〈キングコブラ〉の一人が呟つぶやく。

「俺おれもそう思う」

　言いつつ──呆ぼう然ぜんとしていた相手をシャノンは峰みね打うちで叩たたき伏ふせた。さすがに双ふた子ごの弟、姉のやる無茶には多少の耐たい性せいが出来ているらしい。

　素す早ばやく馬の背に飛び乗ると、シャノンはその腹はらを蹴けった。馬の頭が良いのか、シャノン達の躾しつけが行き届とどいているのか、シャノンを乗せた馬は馬車を追って走り出し、残りの三頭も先の一頭を追って駆かけ出した。

〈キングコブラ〉要員達は半数近くが川に流されて戦線を離り脱だつ。他の数名もシャノン達を追い切れず、呆然と立ち竦すくんでいる。

　個こ々この技ぎ量りようはそこそこ優すぐれていても、正せい規きの戦せん闘とう訓練も積んでいない様な連中なので、予想外の事態への対たい応おうには極きよく端たんに弱いのだろう。

　しかし──





　最後の最後で運命はその性しよう悪わるさを露ろ呈ていした。

「うう……酷ひどい目にあった……」

〈力マ天グ神ニ〉が降ろした馬車の中から、頭を振ふりつつパシフィカが這はい出てくる。

　自分で選せん択たく実行した事とはいえ、ラクウェルも乱暴な空中散歩はかなり怖こわかったのか、胸むねの辺りを押さえながら苦笑した。

「まあ包囲から抜け出られた訳だし……〈海王神エーギル〉の解かい除じよで半数は川に押し流せたと思うし。それでも追ってくる相手はシャノンが個別に倒たおしてくれると思うわ」

　ラクウェルはパシフィカと共に馬車から降りると呼こ吸きゆうを整えた。

　多人数とは言ってもその足の速さには差が出る。

　その結果──多対一とはいえ一度包囲を抜けた相手に追い縋すがる場合、どうしても足の速い者順に個別の戦いを強しいられる事になるのだ。そして私の目から見ても一対一で闘たたかえば〈キングコブラ〉の連中は誰一人シャノンには敵かなうまい。ラクウェルの読みは全く正しい。

　しかし。

　彼女の予想を上回る偶ぐう然ぜんがそこには一つ残っていた。

「くっ……」

　少し馬車から離はなれた茂しげみの中。

　そこに歯は軋ぎしりしながらも小型の弓に矢をつがえている人間が居いるとはラクウェルも気付いていない様だった。

　バリソンである。

　彼は全体の指し揮きを執とる為に少し離れた処ところに居て、戦闘には参加していなかった。

　そしてバリソンが居る方向に、たまたまラクウェルは馬車を投げさせてしまったのだ。

　彼はじっとりと憎ぞう悪おに濡ぬれた眼めでパシフィカを睨にらんでいる。魔法を使って光を曲折させ視みている私にさえ、その恨うらみのこもった息いき遣づかいが感じられそうな位、彼の顔には暗い感情が溢あふれていた。

　無意味に矜持プライドの高い人間は、物事が自分の思い通りにならないとすぐに憤ふん怒ぬや憎悪を他人にぶつける。要するに八つ当たりだ。そしてバリソンはまさしくそういう類たぐいの人間であった。

　バリソンは矢の先端をパシフィカに向ける。

　彼の技量でも外す距離ではないだろう。シャノンが此こ処こに居ればすぐに殺気を感じ取ったであろうが、生憎あいにくと、ラクウェルもパシフィカもそうした技ぎ能のうを備そなえてはいない。

　私はその様子を視ていた。

　ラクウェル。パシフィカ。バリソン。

　この登場人物だけではもう舞ぶ台たいの結末を変える事は出来ない。今すぐにでもバリソンの矢は放たれ、パシフィカの胸を貫つらぬくだろう。

　終わる。

　家族ごっこが。

　彼等の頑がん張ばって築いてきたものが無に帰する。

　それが──

「パシフィカ……！」

　それが私にはどうにも我が慢まんがならなかった。

　笑ってくれていい。

　嘲あざけってくれていい。

　錯さく乱らんした女の戯ざれ言ごとに等しいとは思う。気が狂くるったのかと思われても仕方ない。私と彼等には何の繋つながりもない。絆きずななど無い。私が一方的に彼等を観察していただけ。

　ただの──本当にただの他人だ。

　だがどうしてか私はその時そう思ったのだ。疑うたがいようの無い気持ちが私の中には在あった。

『妹』を──護まもりたいと。





「パシフィカ……！」

　突とつ如じよ響いた叫さけびと共に、茂みの中から一人の娘むすめが飛び出してくる。

「──え？」

　名を呼ばれ思わず振り返るパシフィカ。

　もしその娘の手に短たん剣けんでも握にぎられていたならば、パシフィカの命はその瞬間に終わっていただろう。側に居たラクウェルさえも咄とつ嗟さに反はん応のうする事が出来ないまま、娘はパシフィカの処に達し──

　そして思いっきり彼女を突き飛ばす。

　同時にその娘の喉のどへ──別の茂みから飛んできた矢が突き刺さった。

「──ッ!?」

　声にならない驚きよう愕がくの叫びが三つ。

　ラクウェルとパシフィカと──そして茂みの中に居る者と。

「炎ほのおの民たみよ・踊おどれッ!!」

　素す早ばやくラクウェルが振り返りつつ呪文詠唱。

　連動式起動呪文バツチスペルが能のう動どう防ぼう御ぎよの魔法を顕けん現げんさせ、茂みの真ん中を横切る様に炸さく裂れつ。閃ひらめく炎ほのおと舞い上がる木の葉の向こうで小こ柄がらな人ひと影かげが吹っ飛ばされる。

「──げっ!?」

　茂みの中から呻うめき声と共に転がり出る中年男。

　短い悲鳴を上げながら男は地面を右に左にと転がって背せ中なかに付いた火を消した。

「くっ──くそっ！」

　痛いたみと屈くつ辱じよくに表情を大きく歪ゆがめながら、男は取り落とした小型弓を拾う。

　だが先の魔法の威い力りよくをもろに受けたのか……弓は弦つるが切れ、本体部分にも亀き裂れつが入っていた。これではもう使い物にならない。腰こし帯おびには短剣が吊つってあるが──特とく務む戦せん技ぎ兵へい級の腕前でもない限かぎり、一定以上の相対距離で魔導士と戦うのには無理が在る。相手が連動式起動呪文バツチスペルを使うのなら尚なお更さらだ。

「くそっ──」

　当然の選択として男は踵きびすを返して逃にげようとする。

　運良くラクウェル達からは遠ざかる方向に吹っ飛ばされたので、全力疾しつ走そうすれば何とか逃げ切る事が出来る──と男は考えたのだろう。

　そこに──

「何ど処こへ行く？」

　男の目の前には──刀を担かついだシャノンが冷ややかな眼めをして立っていた。





「……パシフィカ」

　シャノンが声を掛けると──妹は潤うるんだ眼で振り返った。

　パシフィカは一人の娘を抱だき起こしていた。

　喉に深々と矢が突き刺さり、反対側にまで抜けている。至し近きん距きよ離りで矢を受けたのだろう。殆ほとんど即そく死しだった筈だ。出血はあまり無いが──その娘が既すでに事切れているのは誰の眼にも明らかだった。

　何にしても見覚えの無い娘だ。

　あまり特とく徴ちようの無い平へい凡ぼんな容よう貌ぼうだが……一度でも会って言葉を交かわした事が在れば大雑ざつ把ぱな印象だけでも記き憶おくに残っている筈はずだ。簡かん単たんな旅装しよう束ぞくを身に纏まとっている事からすれば、付近の村なり町なりの住人が偶ぐう然ぜんこの場に居合わせただけという訳でも無さそうだが、少なくともシャノン達にとっては『知り合い』と呼べる様な相手ではない。

　となると──

（通りすがりの他人を巻き込んでしまったか……？）

　慚ざん愧きの念がシャノンの胸にわだかまる。

　ただ……

「助けてくれたの……」

　呆ぼう然ぜんと──何処か虚きよ脱だつした様な口調でパシフィカは言う。

「誰かも知らないのに……会った事も無いのに……助けてくれたの……理由も分からないのに……私を……庇かばって……」

「…………」

　シャノンとラクウェルは顔を見合わせる。

　改めて見ても──やはり知らない娘だ。

　だが確かにこの娘はパシフィカを救ってくれた。パシフィカを庇って代わりに死んだ。

　その理由は分からない。

　どうしてこの娘がそんな事をしたのか……彼女が何を思って自分の命を投げ出してまでパシフィカを救ったのかは分からない。咄嗟の事で後先考えずについ身体からだが動いてしまったのか。それとも他に何か理由が在るのか。真実はもう永えい遠えんに分からない。

　だが──

「……どうしよう……私どうしよう……？」

　パシフィカがすがる様な眼でシャノン達を見つめる。

「ねえシャノン兄……ラクウェル姉……どうしよう……？私どうしよう……？……私……この人に助けて貰もらったのに……御お礼れいも言えない……この人は私を庇って死んだのに……どうして助けてくれたのかも分からない……私……」

　慚愧の念というのならば、助けられた当のパシフィカの抱いだくそれは、シャノンやラクウェルのものとは比くらべものになるまい。自分が殺したも同然──そう思って自分を責せめてしまうのだ……この優やさしい〈世界を滅ほろぼす猛もう毒どく〉は。

　シャノンは痛いたましげな表情で、しばし妹と彼女の抱く亡なき骸がらを見つめていたが──

「いいんだよ」

　やがて彼はぽつりと呟つぶやく様に言った。

「──え？」

「いいんだよ」

　眼を瞬しばたたかせる妹に彼は繰くり返す。

　しかしパシフィカは悲鳴じみた声で言った。

「いいって……何が。何がいいのよ!?」

「いいんだ。そいつにとってはお前が生き残った事で充じゆう分ぶんなんだよ。それをそいつは望んだから助けてくれたんだ。それ以上でもそれ以下でもない」

「でも──そんな。でも」

　パシフィカの苦く悩のうはシャノンにも分かる。



    

  
    
      　彼女は悩なやんでいるのだ──自分にそんな価か値ちがあるのだろうかと。

　他人の命と引き替かえに生き延のびる様な事をしてもいいのか。他人に自分の命を投げ出してまで庇って貰える様な価値があるのか。自分は──本当にこの名も知らぬ娘にとってそんな存在足り得たのか。会った事も無い自分が、この娘の未来を途と切ぎれさせてしまって本当に良かったのか。

　今更問うても詮せん無ない事だ。

　誰にもそれは答えられない問いだ。

　まして答えが得られたとしても死んでしまった者は還かえって来ない。父や母と同じく。

　だから残された者達は納なつ得とくするしかない。

　彼等の生と死が意味在るものであったのだと。

　だから胸を張って自分は生きていて良いのだと。

　そうでなければ──彼等は本当に無む駄だ死じにだ。

　けれど。

　それでも──それだからこそ証あかしが欲ほしいと思うのが人間の性さがではある。

「いいんだよ」

　シャノンは念を押す様にもう一度繰り返した。

　ある種の確かく信しんが──名も知らぬその娘に対する、共感めいた確信が彼の中には在った。

「なんで……そんな事……！」

「そいつは──笑ってるだろ」

「…………」

　呆然として娘を振り返るパシフィカ。

　名も知らぬ命の恩おん人じん。

　彼女はきっと満足して逝いったのだろう。

　何な故ぜなら……娘は自分が救った少女の腕の中で、とても満足そうな微び笑しようを浮うかべて事切れていたから。



    

  
    
      

　ラインヴァン王国軍第五特とく殊しゆ部隊──通つう称しよう〈オブスティネート・アロウ〉。

　一説には王国最強とまで評ひようされるこの特殊部隊は、かつてドロモス・バイラッハ男だん爵しやくの指し導どうの元で実行された『高こう品ひん質しつ兵士量産計画』の産物である。

　この特殊部隊の構こう成せい員いん達は物心ついた時より徹てつ底ていした管理と教育が施ほどこされ、更さらには人じん為い的に淘とう汰た圧あつを高めた環かん境きよう下かで選別されてきた者達だ。

　その意味でラインヴァン全軍から精せい鋭えいを引き抜ぬいて構成されている第一から第三の特殊部隊と比ひ較かくすると、成立過か程ていからして極きわめて異い質しつな存そん在ざいと言えた。

『共食い部隊カニバリスツ』

『殺戮人形キリング・ドールズ』

『吸血小僧団ブラツドサツカー・キツズ』

『人狩り猟犬マン・ハウンド』

　…………

　いずれも〈オブスティネート・アロウ〉に対して付けられた通称だ。

　まだ成長しきらぬ十代半ばの身でありながら、大人をも凌りよう駕がする戦せん闘とう能のう力りよくを備そなえ、国家と任にん務むに対する忠ちゆう誠せい心しんを徹底して叩たたき込こまれた少年少女達。幼おさなささえ残る容よう姿しにもかかわらず、彼等は歴戦の兵士でさえ思わず尻しり込ごみする様な作戦にも平然と──あるいは嬉き々きとして身を投じる。

　まさしく『犬』の如ごとく。

　当然だ。その様に彼等は育てられてきたのだから。

　彼等は己おのれの存在価か値ちをただその『兵士としての性せい能のう』に関してのみ求める。

　そしてその事に何ら疑ぎ問もんを覚えない。

　彼等にとって任務とは自己の存在理由を再さい確かく認にんする作業に他ほかならず、彼等が彼等として存在する為ためには必要不ふ可か欠けつなものであった。

　故ゆえに彼等は任務を与あたえられて喜びこそすれ、それを厭いといはしない。拒こばむなどもっての他だ。任務無くしては彼等は単に『いびつな育てられ方をした子こ供ども』というだけなのだから。

　それを誰だれよりもまず彼等自身が自覚している。

　だが──

「できません」

　クリストファ・アーマライト──今は便べん宜ぎ的にバイラッハ姓せいを名乗っている──は、はっきりとそう断だん言げんした。

　彼は栗くり色いろの髪かみをした美しい少年である。

　外見だけを見れば彼が件くだんの計画が創つくり出した存在の一人であるとは思えないだろう。その端たん整せいで気品在ある顔立ちを見れば、過か酷こくな任務をこなす兵士というよりも、どこぞの貴き族ぞくの子し弟ていと言われた方が納なつ得とくし易やすい。事実その外見を買われた彼は、便宜的に貴族の立場を与えられて、現げん在ざい、王宮内でとある調ちよう査さ任務に従じゆう事じしている。

「クリス──」

「無理です。できません」

　相手の反はん論ろんを押おさえ込む様にしてクリストファは言った。

　此こ処こは〈オブスティネート・アロウ〉現司令官アイリス・バイラッハ──通称〈バロネス〉の住むバイラッハ邸ていの食堂である。

　現在クリストファはバイラッハ男爵夫人の養子という建前でこの屋や敷しきに住んでいる。

　食堂には主たる〈バロネス〉や、同じ養子という立場のジルヴェステ、それに給きゆう仕じ役やくを務つとめるメイドの姿すがたも在った。

「クリス……任務なのよ？」

　夕食の前菜として出されたサーモンのパテをガーリックトーストに丁てい寧ねいに塗ぬり付けながら、〈バロネス〉は殊こと更さらに強調する様な声で繰くり返した。

「出来ません。やりたくありません」

　だがクリストファも頑かたくなとも言うべき強こわ張ばった口調でそう繰り返した。

　特とく務む戦せん技ぎ兵へいとして……それは有り得ざる回かい答とうであった。

　彼等はただ優すぐれた兵士たる事にのみその存在理由を持つ──少なくともその様に教育されてきた。たとえ如い何かに不可能と思える任務とても、一度上官が命じれば淡たん々たんとそれをこなす……その犬にも等しい忠ちゆう義ぎ心しんは、絶ぜつ大だいな戦闘力と共にまずドロモス・バイラッハが求めた資し質しつであった。

「クリス──君に拒きよ否ひする権けん利りは無いのよ」

〈バロネス〉はゆっくりと言った。

　殊更恫どう喝かつするような口調ではないが、さりとて優やさしい口調でもない。任務を命じる冷れい徹てつ非ひ情じような指し揮き官かんの声。必要なら相手に『死ね』と命じる事の出来る者の声だ。そこには部下であるならば──ましてや特務戦技兵であれば問答無用で服従せざるを得ない様な、静かな圧力が込められていた。

「絶対に嫌いやです」

　しかしクリストファは表ひよう情じようを強張らせたまま頑がん固こにそう言い張った。

「拒否すればどうなるか──分かっているわね？　それでも君は拒むと？」

〈バロネス〉は形ばかりの微び笑しようを浮うかべながら──眼鏡めがねの奥おくの双そう眸ぼうは全く笑っていない──ゆっくりと駄だ々だっ子に噛かんで含ふくめるかの様に言った。

「くっ……」

　クリストファの表情が微び妙みように引きつる。

　だがそれでも彼は首を縦たてに振ふらない。激はげしく彼の中で懊おう悩のうが渦うず巻まいているのは傍はた目めにも明らかであるのだが……それでも尚なお、彼にとってこの任務は受け入れ得ざるものらしい。

　食堂の中に静せい寂じやくが落ちる。

　しばしの間、痛いたい程ほどの緊きん張ちようを孕はらんだ沈ちん黙もくがクリストファと〈バロネス〉の間に横たわっていたが──

「仕方ないわね」

　そう言って〈バロネス〉は短く嘆たん息そくした。

「ジル。例の書しよ簡かんを部隊内に回かい覧らんして頂ちよう戴だい」

〈バロネス〉の言葉に頷うなずくと、クリストファの隣となりに座すわっていた少女──ジルヴェステは素す早ばやく立ち上がった。

「はい御お母かあ様さま。至急手配いたします」

　長い黒髪を全すべて後ろに流して額ひたいを広く晒さらした髪型が、彼女の容よう姿しに知的で穏おだやかな印象を与あたえている。目鼻立ちは上品に整っていて、積せつ極きよく的に人目を引く派は手でさは無いが──どちらかと言えば美人の部類に入るだろう。

　ただ白く卵たまご形がたの整った顔は、常つねに揺ゆるがぬ微笑の形──あまりに型通りな『笑え顔がお』の形なのでむしろ何ど処こか仮か面めんの様に見える不自然さが漂ただよっている──を刻きざんでいた。

　ジルヴェステ・バイラッハ。

　建前上はクリストファの姉という事になっているが──この少女もクリストファと同じ特務戦技兵である。ただし所しよ属ぞく部隊が違ちがう。彼女が属するのは〈オブスティネート・アロウ〉ではなく第四特とく殊しゆ部隊〈クリムゾン・ソード〉の方だ。

〈クリムゾン・ソード〉は〈オブスティネート・アロウ〉とは別の方向から『兵士』というものを追求した結果生まれた特殊部隊である。

　特定条じよう件けん下かにおいては〈クリムゾン・ソード〉の兵士が〈オブスティネート・アロウ〉の兵士を凌りよう駕がする場合すら在るとも言われている。ただし『個こ性せい重じゆう視し』の教育方ほう針しんにより結果的に『癖くせの強い』兵士ばかりが出来上がってしまった為ため、その使い道が非ひ常じように限げん定ていされてしまう事にもなった。この為──彼等があまり実戦に顔を出す事は無い。

　それはさておき……

「ファファル──手伝ってくれる？」

「ええもう喜んで！　大至急！」

　ジルヴェステの言葉に応おうじてメイドの少女がさっと前に出た。

　ファファル・アーマライトというのが彼女の名だ。

　枯かれ葉は色いろの髪かみをしたこの痩やせた少女も、メイドの格かつ好こうこそしていたが──実のところクリストファと同じく〈オブスティネート・アロウ〉の特とく務む戦せん技ぎ兵へいである。

〈バロネス〉の身辺警けい護ご任にん務むとして、持ち回りで〈オブスティネート・アロウ〉の隊員が屋や敷しきに詰つめている事は別に珍めずらしくないのだが……この少女は何を考えているのか、わざわざいつもメイドの格好でこの『当番』をこなしている。

　他の隊員に比くらべても決して戦せん闘とう技ぎ能のうがずば抜ぬけている訳わけではないのだが、どうにもクリストファはこのファファルという少女が苦手だった。嫌けん悪お感が在あるという訳ではないのだが……彼女の掌てのひらの上で踊おどらされている様な錯さつ覚かくを覚えてしまうのだ。

「〈バロネス〉の許きよ可かがいただければ皆みなで朗ろう読どく致いたしましょう！」

　名案とばかりにとんでもない事を言い出すファファルもファファルだが──

「よろしい。許可します」

　などと言う〈バロネス〉も〈バロネス〉である。

「──分かった、分かりました！」

　結局──クリストファが折れてそう叫さけんだのは次の瞬しゆん間かんであった。

「やればいいんでしょう、やれば……」

　うんざりした表ひよう情じようで彼はそう付け加えた。

「素直な息子むすこを持てて私は幸せよ」

〈バロネス〉は微笑ほほえんだ。

「君ならきっと立りつ派ぱに成し遂とげてくれると信じているわ」

「…………」

　クリストファは恨うらめしげな表情を浮かべて〈バロネス〉やジルヴェステ、ファファルを順に眺ながめるが、女達は平然とした表情で彼の視し線せんを撥はね飛ばした。

「では改めてクリストファ・バイラッハ特務戦技兵──任務を命じます」

　口調を事じ務む的なものに改めて〈バロネス〉が言う。

「明日一日──ネレイディア・プレッシン嬢じようとお付き合いデートしてきなさい。彼女に恥はじをかかせないようにね？」

「…………了りよう解かい」

　呻うめくような声でクリストファは言った。





　事の起こりは昨日の夕方の事である。

　クリストファがたまたま王おう城じように出で掛かけている間に、ネレイディア・プレッシン──王国の有力貴き族ぞくプレッシン伯はく爵しやくの妹──から手紙が届とどいたのだ。

　まあその事実そのものは珍しくない。

　何をどう気に入ったのか、今までもネレイディアはクリストファにしばしば手紙の類たぐいを送ってきたりはしていたのだ。

　ただ今回は少々その内ない容ようが違った。

　色々と貴族社会独どく特とくの回りくどい挨あい拶さつや装そう飾しよく過か剰じようの言い回しは付ふ随ずいしていたが、その手紙の内容は要するに──

『もし御ご予よ定ていに不都合がなければ、明後日、観かん劇げきにお付き合いいただけませんか』

　──という内容のものであった。

　ここまではいい。

　大おお騒さわぎする様な問題でもない。

　普ふ段だんのクリストファならば丁てい重ちようにお断ことわりの文章を書いて──自分一人ではさすがに手紙の作法が分からないので、フォルシス辺りに書き方を聞いて──返事をしていた事だろう。

　だが……

　それを最初に受け取ったのは、ファファルであった。

　あろうことか彼女は、勝手に中身を開いて読み、それどころかクリストファに見せる前に『はい。喜んで』という趣しゆ旨しの手紙を即そく時じ作成、そのまま先の誘さそいの手紙を持ってきたプレッシン家の使用人に渡わたしてしまったのである。

　クリストファがその経けい緯いと顛てん末まつを聞いたのは、王城から帰ってきた後──時間的に見れば既すでに手紙がプレッシン家に届けられた後の事であった。

「勝手な事を！」

　とクリストファは怒おこったものの、何を思ったかジルヴェステや〈バロネス〉まで彼女の擁よう護ごに回り、挙げ句くには〈バロネス〉はそのお付き合いを任務扱あつかいにしてしまう始末。

　でもって結局。

　クリストファは、彼宛あてに届いた文通相手ウイニア・チェスタからの手紙の写し──部隊内では〈ウイニア書しよ簡かん〉とか呼よばれているらしいが──の公開を盾たてに取られて押おし切られてしまった形になった。ちなみに〈オブスティネート・アロウ〉の隊員達に届く郵ゆう便びん物ぶつに関しては機き密みつ保ほ持じその他の観点からその内容は記録を取られるのが常つねだ。

　そういう訳わけで──

「第一回『クリスの初めてのお付き合いを成功させよう』作戦──」

　ジルヴェステが笑え顔がおのまま宣せん言げんしファファルが面おも白しろそうに手を叩たたく。

「おお～」

　食堂での会話からおよそ一時間後。

　ファファルとジルヴェステはクリストファの部屋に押しかけてきたかと思うと、本人そっちのけで何やら盛もり上がっている。

「まずは着ていくものから」

「はい！　クリ坊ぼうの衣い装しように関してはボクに起死回生の案があります！」

「事が始まる前から起死回生してたらまずいよーな気はしますが。はい、ファファル君」

「デートである場合、相手にまず印象づける事が第一です」

「そうですね」

「なので──」

　ごそごそと部屋に持ち込んだ箱の中からファファルは何やら白い布ぬのを取り出した。

「今回は思い切ってこのワンピースとリボンなどを！　このレース編あみのフリルがポイントです！」

「下着は？」

「無論同じくレース柄がらの勝負下着を揃そろえてあるであります！」

「よろしい。許可します」

「──待て」

　クリストファはベッドに横になって少女二人のやりとりに背せを向けていたが、さすがに黙だまっていられなくなって口を開いた。

「なに？　ミニスカートの方が良かった？」

　ファファルが振ふり返って聞いてくる。

「いきなり女じよ装そうしてどうするんだよ」

「インパクトが──」

「ありすぎ。却きやつ下か」

　呻うめく様にクリストファは言う。

「服は適てき当とうに自分で選んでいくから」

「えー？」

　見るからに不満そうに顔を見合わせるファファルとジルヴェステ。

「折せつ角かく、可愛かわいい弟の初デートに陰かげながら尽じん力りよくしようと思ったのに……」

　服の袖そでを噛かみ、はらはらと涙なみだを流しながらジルヴェステが言うが、いつもの通りに表ひよう情じようは笑顔のままなのであまり説得力が無い──というか微び妙みように気味が悪い。

「んーと。じゃあそうね。気の利きいた台詞せりふを練習しようか」

　とファファル。

「気の利いた台詞？」

　眉まゆを顰ひそめてクリストファが呟つぶやく。

　どうにもファファルやジルヴェステの感覚は信用ならない処ところが在あるが、クリストファが洒落しやれた会話に疎うといのも事実である。実じつ際さい、フォルシスと会話していても自分の台詞が面白味に欠けているらしい──と実感する場面がしばしばある。

　まあ今回の『作戦』が成功しようと失敗しようとクリストファに言わせれば知った事ではないが、今後、宮きゆう廷てい内ないで調ちよう査さ活動をする上でも『気の利いた台詞』『洒落た会話』を覚えておいても損そんにはなるまい。

「まあ……いいけど」

「んじゃ私がネレイディア様って事で」

　言いながらファファルがクリストファの側に椅い子すを引いてきて、座すわる。

「まずは基き本ほんから。『綺き麗れいだよ』」

「ああっファファル、ずるいわ、自分だけ」

　何ど処こか恨うらめしそうに──というか羨うらやましそうに言うジルヴェステ。それでもやっぱり笑顔のままだが。

「まあまあ。後で交代してあげるから。ささ──言ってみて、クリ坊」

「……綺麗だよ」

　うんざりしながらもそう言うクリストファ。

　実際にファファルの容よう姿しは悪くないのでクリストファとしてはこうした台詞を口にするのに抵てい抗こうは無い。事実を事実として告知しているだけだ。

　しかし……

「んー。良いですね良いですね」

　まるで自分が言われたかの様に──まあ形としては実際にそうなのだが──うっとりとした表情を浮うかべるファファル。どうもこの会話には単なる練習以上の効果が生じているらしい。今一つクリストファには理り解かいしきれていないのだが。

「次はね……『君の瞳ひとみに乾かん杯ぱい』」

「き、君の瞳に──乾杯……？」

　戸と惑まどいつつもその台詞を口にするクリストファ。

　ファファルは満足げに頷うなずき──

「んー。いいわあ。では更さらに。『ふふっ。こんなにして。はしたない子だね』」

「──とおっ」

「むわっ!?」

　容よう赦しやなく繰り出したクリストファの手刀チヨツプを、咄とつ嗟さに自分の脳のう天てんに到とう達たつする寸すん前ぜんで受け止め──ファファルは言った。

「何するのよ？」

「それの何処が気の利いた台詞だよ」

「ちょっと途と中ちゆうはしょりすぎたかなあ」

「そういう問題か」

　クリストファは溜ため息いきをついた。

「全く──任にん務むは僕ぼくが受けたものなんだから、細かい事は僕が自分で考えるよ。大体なんで何の関係も無い筈はずの君等がそんなに楽しそうなんだか──」

「任務だもの。楽しんだ方が得よ？」

　ファファルは当然といった表情でそう言ってくる。ジルヴェステも隣となりでうんうんと頷いていた。

「こんなの特とく務む戦せん技ぎ兵へいの任務じゃないだろ」

「『護ご衛えい』も立りつ派ぱな任務よ」

　ジルヴェステが諭さとす様に言う。

「書類上の名目は──だろ。なんでまた〈バロネス〉もこんな事をさせたがるんだか」

「それは無む論ろん──君に他ほかの特務戦技兵の将しよう来らいがかかってるからでしょ」

「──は？」

　ファファルの意外な言葉にクリストファは眼めを瞬しばたたかせた。

「何の話？」

「さあね──」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべてファファルは首を傾かしげて見せた。

「細かい事は自分で考えるんでしょ？　自分で考えてみなさい」

「何だよ。もったいぶるような事？」

「まあね。でもまあ──クリスが泣きながら『教えてよう』とか叫さけんで床ゆかをごろごろ転がったら教えてあげない事もないけど？」

「ああ。それ素す敵てき」

　何が素敵なんだかよく分からないが、ジルヴェステが言う。

「……遠えん慮りよしておく」

　そう言ってクリストファは嘆たん息そくした。





　翌よく日じつ──『絶ぜつ対たいに女じよ性せいを待たせては駄だ目め』という〈バロネス〉の忠ちゆう告こくに従したがいクリストファは時間よりもやや早めにプレッシン伯はく爵しやく邸ていに出向いた。

　ファファルが勝手に返した手紙──丁てい寧ねいにもきちんと同じ内ない容ようの写しが用意されていた──にはクリストファが迎むかえに上がると記き載さいされていたからだ。

「…………」

　クリストファは馬車から降おりると、しばしプレッシン邸の威い容ようを眺ながめ──何しろ有力貴き族ぞくの屋や敷しきだ、王都用の仮かり住ずまいとはいえ相当に大きい──それから眉み間けんに皺しわを寄よせて御ぎよ者しや台だいを振り返った。

「ファファル」

「何でございましょう、若わか様さま」

　御者台で手た綱づなを握にぎっている少女は平然とそう応おうじてきた。

　ちなみに今はさすがにメイドの格かつ好こうではないのだが、何を考えているのか、黒の燕えん尾び服ふくなど着き込こんでいる。まあ確たしかに御者っぽい格好ではあるのだが──それを十代の娘むすめが着ているのにはかなり違い和わ感があった。

「いくらなんでも君が御者ってのは無理がないか？」

「細かい事はお気になさらず、若様」

『若様』の部分にやけに力を入れてファファルが言う。

「存ぞん分ぶんに青春真っ盛さかりで逢あい引きをお楽しみくださいまし」

「気き色しよく悪いから揉もみ手するな」

　クリストファは短く溜ため息いきをつくと、プレッシン邸の門に歩み寄り、大きな鋼こう鉄てつ製せいの呼び金ノツカーを使って門を叩たたいた。

　かちりと音がして門もん柱ちゆう脇わきの覗のぞき窓まどが開く。

「どなた？」

「クリストファ・バイラッハです。ネレイディア嬢じようをお迎えに上がりました」

「お待ち申し上げておりました」

　名前を告げると下男らしき男が通用口から出てきて、丁寧に一礼する。

「ささ。どうぞ中へ──」

　頷いてクリストファは馬車に戻もどると促うながされるままに屋敷の正面玄げん関かんに乗り付けた。

　そして待つ事しばし──

「バイラッハ様！」

　ネレイディアは現あらわれた。

　少しぽっちゃりした──しかしそれがそのまま愛あい嬌きようになっているかの様な可愛かわいらしい少女である。

　美人という程ほどの器き量りようではないのだが、優やさしく穏おだやかな物もの腰ごしは自身は意い識しきせずとも周囲の者達の微笑ほほえみを誘さそう。愛され慈いつくしまれて大切に育てられてきたのが一目で分かる──そんな少女であった。

　もっともクリストファの眼めから見れば、それだけに……脆もろそうでもあるのだが。

「──あっ」

　かなり慌あわてていたのだろう。ネレイディアはクリストファの側そばに達する直前で姿し勢せいを崩くずした。玄げん関かんの段だん差さを踏ふみ外したらしい。

　少女が転んでその衣い装しようを汚よごす──その直前に手を差し伸のべて受け止めるのは、クリストファにとっては至し極ごく簡かん単たんな事だった。

「──え？」

　自分がどういう状じよう態たいなのか咄とつ嗟さに理り解かい出来なかったに違ちがいない。クリストファと見つめ合う様な状態で何ど処こか間の抜ぬけた声を漏もらすネレイディア。

　だがそれも一いつ瞬しゆんの事だった。



    

  
    
      「──あっ、あっ、あの、あの──えとあのその──」

　状じよう況きようを理解して動転したのだろう──クリストファの腕うでに抱だかれたまま、思わず意味のない言葉の切れ端はしを口走るネレイディア。まさか抱き留とめて貰もらえるとは思っていなかったらしい。実じつ際さい、普ふ通つうの人間では無理だったろうが。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ネレイディアを立たせながらクリストファが尋たずねる。

「あ、あ、は──はいっ！」

　恥はずかしそうに、しかしそれにも増まして嬉うれしそうにネレイディアが声を上げる。

「あの。ありがとうございます！」

「別に大たい層そうな事はしておりませんが」

「いえ。これ母から譲ゆずってもらった大事なドレスなんです。万が一破やぶけたりなんかしたら私、後こう悔かいで三日は眠ねむれないところでした！」

「はあ……」

　妙みように気合いを入れて力説するネレイディアにクリストファは曖あい昧まいに頷うなずく。

「こんにちは、バイラッハ様」

　ネレイディアは改めて優ゆう雅がに一礼した。

　貴き族ぞくらしい仕草が実によく似に合あう。この辺りは育った環かん境きようの問題なのだろう。たとえ同じ服を着せて同じ動作をさせてみてもファファルやジルヴェステではこう自然に『決まる』まい。

　そんな事をクリストファが考えていると──

「そしてごめんなさい……お待たせしてしまって……」

　何ど処こか恥ずかしげにネレイディアは言った。

「いや、どうかお気になさらず。待ったという程の時間でもありませんし、僕は貴族といっても田舎いなか育ちの不作法者──礼れい儀ぎ云うん々ぬんを論ろんじる資し格かくなどありませんので」

　まるで親の御ご機き嫌げんを伺うかがう子こ供どもの様に、上うわ目め遣づかいに自分を見つめてくる貴族令れい嬢じように対し、微び苦く笑しようしてクリストファは応おうじる。こういう時折見せる幼おさない処ところもこのネレイディアの特とく徴ちようと言えば特徴だろうか。

「今日はお誘さそいいただき、ありがとうございます。光栄の極きわみです」

〈バロネス〉に教わった挨あい拶さつを言って一礼するクリストファ。

「あ──いえ、そんな──」

　ネレイディアはやや視し線せんを俯うつむき気味に逸そらして言った。

「あの──すいません、はしたない真ま似ねを」

「は？　何がですか……？」

　眼を瞬しばたたかせてクリストファは言う。

「女の方からお誘いを……あ、いえ、そのお気になさらず」

　慌てて繕つくろうようにしてネレイディアは言った。どうやらこういった事は女の方から誘うと『恥ずかしいこと』らしい。

（うーん）

　クリストファは決して気が短い方ではないが、この何というか──全体的に礼儀まみれのまどろっこしいやりとりは少々疲つかれる。

　相手を叩たたき伏ふせれば──あるいは永えい久きゆうに黙だまらせれば──いいだけの通つう常じよう任にん務むの方が遥はるかに状況判はん断だんがし易やすい。

（……何となく先が思いやられるな）

　ネレイディアに向ける微笑は維い持じしたまま、内心でクリストファは溜ため息いきをついた。





「──どう？」

　義ぎ母ぼの問いにジルヴェステは瞼まぶたを開いた。

　場所はバイラッハ邸ていの居い間ま。

〈バロネス〉とジルヴェステは応おう接せつ用のソファに向かい合って座すわっていた。

「……相変わらずです」

　そう言ってジルヴェステは今まで脳のう裏りに浮うかんでいた映えい像ぞうを検けん証しようして報ほう告こくする。

　ネレイディアと顔を合わせるクリストファ。

　揃そろって観かん劇げきに出で掛かける二人。

　その後で食事をと予あらかじめ〈バロネス〉が教えておいた店に入り──

「前回の予知と大きな相そう違い点てんは在ありません」

「そう。まずは順調ね」

〈バロネス〉は満足げに頷うなずいた。

　ジルヴェステ・バイラッハ──彼女はクリストファ達と異ことなり、汎はん用よう性せいを追求して完成された兵士ではない。

　同じ『特とく務む戦せん技ぎ兵へい』の名を冠かんされてはいるものの、彼女の所しよ属ぞくする〈クリムゾン・ソード〉の面子メンツはある意味でクリストファ達よりも遥はるかに『特とく殊しゆ』であった。

　彼女等は訓練で獲かく得とくできる様な一いつ般ぱん的てき能のう力りよくではなく、一身専せん属ぞく的な文字通りの特殊能力を保ほ有ゆうする者達──〈魔まの落とし子〉または〈異い能のう者しや〉などと通つう称しようされる存そん在ざいである。

　ドロモス・バイラッハは彼等の特殊性に眼めを付け、〈オブスティネート・アロウ〉とは全く逆ぎやくの、汎用性を棄すてて掛かる代わりにその能力を徹てつ底ていして磨みがき上げるという方法で彼女等を特殊兵器として完成させたのだ。

　無む論ろん、生来の特殊能力故ゆえに、その種類や質しつにはどうしても差が出る。

　ジルヴェステの場合その特殊能力は『未来予知』であった。

　彼女は〈クリムゾン・ソード〉に所属する二十名余あまりの予知能力者の中でも、最高の成せい績せきを残している。

　先の事になればなる程ほどにその確かく度どは下がってしまうが、一時間以内の未来であるのならば、それなりに高い確率でその時『起こり得る出来事』を彼女は観みる事が出来る。

　無論──可か能のうな限かぎりに確実性を求められる戦せん闘とうにおいて彼女の出番はそう多くないが、極きわめて特殊な局面においては状況を覆くつがえす程の有用な能力でもあった。

「さて、クリストファが上う手まくあの御お嬢じよう様さまのお守もりを出来ればいいのだけれど──まあファファルも随ずい行こうさせているから問題ないでしょう」

「はい」

「引き続き事前監かん視しを」

「わかりました」

　ジルヴェステは頷いて再ふたたび眼を閉とじた。





　劇はさっぱり意味不明だった。

　元々クリストファは演えん劇げきの類たぐいに興きよう味みは無いが、更さらに古典劇ともなるともう理り解かい不能の代しろ物ものだ。言こと葉ば遣づかいが古語独どく特とくの言い回しになっていて難なん解かいな上に、動きもかなり記号化された大おお袈げ裟さなもので、わかりにくい。

　要するに、『当然見る前に知っておくべき基き礎そ教養』──もっとぶっちゃけた言い方をすれば『お約束』が観客の頭の中に在るのが前ぜん提ていになっている為ため、そうした知ち識しきに乏とぼしいクリストファにはさっぱり何が起こっているのか分からない。貴き族ぞく達たちはこれを有り難がたがって見ているらしいのだが──

「素す敵てきでしたね」

　ネレイディアが眼を輝かがやかせて言う。

「は、はあ──」

「特に恋こいする二人が抱だき合う場面なんかは感動してしまいました」

「……そうですか」

　ひょっとして主役らしい人物と脇わき役やくの一人が最後に一いつ緒しよになって演じていた場面であろうか。てっきりクリストファは互たがいに関かん節せつ技わざか絞しめ技でも仕し掛かけている場面なのだと思っていたのだが。

　しかしこれが『貴族の基礎教養』なのだと言われればクリストファも『知らない』では済すまされまい。王子フォルシスと一緒に行動する事も最近は増ふえているし、形だけとはいえ貴族の子し弟ていとして振ふる舞まっているのだから、あまりに無知なのは問題があるだろう。

（しかしあの難解な劇はともかく──こうした貴族社会の『お約束』をこれから覚えないといけないんだろうか？）

　そう思うと気が重い。

　劇場を出てクリストファ達はファファルの待つ馬車へ乗り込むと、そのまま、やや早めの食事へと向かった。

　だが──

「あの。バイラッハ様」

「あ──はい」

　呼よばれてクリストファは客室で向かい合っているネレイディアに意い識しきを戻もどした。

「ひょっとして──御ご迷めい惑わくでしたか？」

「は？　何がですか」

「だって──」

　ネレイディアは眼を伏ふせて言った。

「ずっと顔をしかめてらっしゃって──」

　ネレイディアが言うには、クリストファは彼女を迎むかえに来た時から、何度かしかめっ面つらをしていたのだという。そして──この馬車に乗ってから特にそれが多いのだそうだ。

　彼自身は特に自覚が無かったのだが、どうも内心の苦く悩のうが時折、顔に出ていたらしい。それをネレイディアは『嫌いや々いや自分に付き合っている』という風に受け取った様だった。

「いや、お恥はずかしい話ですが──」

　正直、ネレイディアの思い込こみに多少は呆あきれながらもクリストファは言った。

「何度も申し上げている通り、私はしばらく前までは自分が貴族の血を引いている事も知らなかったものですから。ああいった雅みやびなものはさっぱりで──」

「あ……ごめんなさい」

　慌あわてた様子でネレイディアが言う。

「私……自分が見たいからって勝手に見る演目まで決めてしまって……」

「いや、別に貴女あなたを責せめている訳わけでは──」

　勝手にしょげかえるネレイディアを見てクリストファは更さらに胸きよう中ちゆうで溜ため息いきを一つついた。

　扱あつかいにくい事おびただしい。

　ただし……不ふ快かいな感じはしなかった。

（こういうのを『可愛かわいい』というのかな？）

　彼女は彼女なりに、クリストファと楽しい時間を過すごそうとしているのが分かる。気配りが足らないのは、まあ御お嬢じよう様さまである事を想おもえば仕方在あるまい。

　むしろクリストファの場合、周りに居いるのが他人の都合など斟しん酌しやくしない様な女じよ性せいばかりなので、こういう反はん応のうをしてくる少女は新しん鮮せんではある。

　いや……

（彼女もそんな感じかな）

　ふと遠くタウルスの街に住む一人の少女の事を思い出す。

　そんな時──

「──若わか様さま」

　御ぎよ者しや台だいからファファルが声を掛けてくる。

「──なんだ？」

「ちょっとお耳に入れたい事が」

「分かった。失礼──」

　ネレイディアにそう断ことわってからクリストファは御者台に通じる小こ窓まどに顔を寄よせた。

「──クリス。気付いてる？」

「なにが？」

「……しっかりしてよ。御嬢様の護ご衛えいの気配が消えたわよ」

「……！」

　クリストファは思わず顔をしかめて──そしてまたネレイディアが心配するのではないかと思い至いたって表ひよう情じようを緩ゆるめて──気配を探さぐってみた。

　確たしかに護衛役の気配が消えている。

　少し物思いにふけっていた為ために気付かなかったらしい。特とく務む戦せん技ぎ兵へいとしては大だい失しつ態たいである。

　ネレイディアに『護衛役』がついているのは、最初から知っていた。

　はっきりとその姿すがたまでは確かく認にんしていないが、ずっと気配が二つほど、クリストファ達の後をついてくる。殺気の類たぐいは無く、つかず離はなれず一定の距きよ離りを保たもっている事などから、クリストファ達はそれがネレイディアの護衛役の気配だと気付いたのだ。

　大物貴き族ぞくともなれば、その家族一人につき二名から三名程てい度どの護衛役がつくのは珍めずらしい事ではない。

　政せい敵てきの放った暗殺者から身みの代しろ金きん目当ての誘ゆう拐かい犯はんまで、彼等貴族の身み柄がらを狙ねらう者は跡あとを絶たたない。特とつ権けんと引き替かえに彼等は──彼等の家族ですらも──そうした『公人』としての立場が何ど処こまでもついて回る。

　だからこその護衛役だ。

　何処かに出で掛かける場合だけではない。屋や敷しきの中で風ふ呂ろや手て洗あらいに入っている時でさえ、彼等護衛役は、その護衛対象の貴族にまるで影かげの如ごとく寄より添そってその身辺を警けい護ごする。

　優ゆう秀しゆうな護衛役は護衛対象者に対してまるでその存そん在ざい感を感じさせないという。ネレイディアの護衛役もそういう者であったろう。少なくとも彼女自身は自分に護衛役がついている事さえ気付いていない様子だった。

　しかし──

「殺されたか遠ざけられたか、あるいは他の何らかの事情で職しよく務むを放ほう棄きしたかね」

「何にしても──」

　あまり楽観できる状じよう態たいではなかろう。

「ネレイディアさん──」

　クリストファは少女を振ふり返る。

「はい！　なんでしょう？」

　無む論ろん、クリストファ自身、自覚は無かったが──恐おそらく彼に初めて名前を呼よばれたからだろう、ネレイディアはきらきらと眼めを輝かがやかせて応おうじた。

「あ──ええと」

　思わずクリストファは言葉に詰つまる。

　ネレイディアの表情を見ていると『今日は食事を中止して帰りましょう』とはとても言えない。元よりクリストファが嫌いや々いや付き合っているのではないかと心配していたのだ──ここでデートの中ちゆう断だんを言いだそうものなら、どれだけこの少女の表情が曇くもるか。

（うーん……）

　クリストファは頭を抱かかえたい気分だった。

（僕ぼくってこんなに軟なん弱じやくだったか？）

　どうも例の〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉一行やウイニアと出会ってからというもの、やけに自分の中の『冷れい徹てつな特務戦技兵』という部分が揺ゆらぐ。いや、そもそも以前は自分が冷徹である事さえ意い識しきする事もなかったのだが。

「あ、いや、ええと、もうすぐ店には着きますので──」

「はい！　楽しみです──バイラッハ男だん爵しやく夫人のお勧すすめと聞いて、とってもとっても期待していたんです、私」

「どうしたの、クリス？」

　思わず引きつりそうになる笑え顔がおを何とか維い持じしているクリストファに、ファファルが声を潜ひそめて呼よびかける。

「ああ、いや……なんとかこのまま予定消化しきるまで、続行出来ないかな……」

「クリス──」

　ファファルは眼を丸くして絶ぜつ句く。

　彼女はしばし硬こう直ちよくしたかの様に沈ちん黙もくしていたが──

「分かった、頑がん張ばろうね！」

　やけに力強くそう言ってくる。

「あ、ああ──」

「でも意外──クリスがそこまであの御お嬢じよう様さまに入れ込んでたなんて。でもいいよ、他ほかならぬクリスがそう言うのなら、ボクも全力でクリスの初めてのお付き合いを支し援えんするよ」

「いや、あのね？」

「えーと。で──予定ではどこまでするんだっけ？　接キ吻ス？　それとも押おし倒たおすとこまで？　きゃーっ！」



    

  
    
      「あの、ファファル──」

「ねね。押し倒すんならさ、後学の為ために覗のぞいてていい？　邪じや魔まはしないからさ」

「いや、あのね──僕の話を──」

「そうと決まればさっさと店に行くね」

　言うや否いなやファファルは馬車馬に鞭むちを入れる。

「ちょっとファファル──」

「早く店に着かないかなっ。着かないかなっ。本当にもうクリ坊ぼうの濡ぬれ場が見れるなんてボク──ああもうボクどうしようっ!!　ほら速く速く！　走れ馬車よ雲よりも速く！」

「…………」

　妙みような形に盛もり上がっているファファルを眺ながめながらクリストファは溜ため息をつく。

　馬車はファファルの鞭に従したがい更さらに速度を上げた。

　無論、街中ではあまり速度を出していると貴き族ぞくといえども処しよ罰ばつを受ける事があるので、乗っている者が危き険けんを感じる程ほどの速度でもないが──

「どうなさったんですか？」

　ネレイディアも馬車の速度が上がったのに気付いたのだろう。不思議そうな顔をして聞いてくる。

「え──いえ。何というか。そうですね、実は少々空くう腹ふくが辛つらくなってきましてね。早く店に着くようにと──」

「まあ──」

　子こ供どもっぽい理由がむしろ愛あい嬌きようにでも感じられたのだろう。ネレイディアは楽しそうに笑った。





　男達は何気ない風を装よそおって目標の入った店に接せつ近きんを開始した。

　ネレイディア・プレッシンの護ご衛えい役やくは別べつ動どう班はんが引きつけて遠ざけている筈はずだ。

　何やら別の貴族の子し弟ていらしき少年が同行している様だが、場合によってはその少年ごと誘ゆう拐かいしてしまってもいい。

　彼等はプレッシン伯はく爵しやくの政せい敵てきに雇やとわれた仕事屋達だった。

　どうやらプレッシン伯の政敵は、彼の妹を人ひと質じちに取って幾いくつかの交こう渉しようを有利に進めようという腹はら積づもりらしい。政治的な意味ではどうしようもなく強ごう引いんで野や蛮ばんな方法だが、それだけに分かり易やすくて効こう果かが高く、しばしば用いられる手ではある。

　そしてだからこそ彼等の様な商売が成り立つのだ。

「行くぞ」

　男達は視し線せんを合わす事もなく、短く言葉だけを交かわして店の中に侵しん入にゆうしていった。





　店は予約通りに、一番上等な個こ室しつを用意してくれていた。

　クリストファ自身は個室であろうとなかろうとこだわりはしないが──やはり食事だけでなくそれに付ふ随ずいする会話も楽しもうというのなら、個室は良い選せん択たくと言える。少なくとも周囲の目や耳を気にする必要が無い分、会話の内ない容ようも弾はずみ易い。

　部屋の内ない装そうは白を基き調ちようにした簡かん素そなもので、家具の類たぐいも少なく、何ど処こか地味な印象すら在あったが──壁かべ紙がみや隅すみに置かれた花か瓶びん等、細かい処ところに惜おしげもなく金が掛かけられているのはクリストファにも分かった。そうした品々は何処か独どく特とくの風ふう格かくというか気配を醸かもし出すものだ。

　もっともクリストファが一番気に入ったのは、よけいな家具がごちゃごちゃと置かれていないという一点であったが。奇き襲しゆうを企たくらむ曲くせ者ものが隠かくれる様な場所も無く、いざ何か事が起こって避ひ難なんする場合でも動き易い。

「……それで兄様が慌あわてちゃって──」

　運ばれてきた食事を堪たん能のうしつつネレイディアは色々な事を話した。

　プレッシン家の事。父の事。母の事。兄の事。趣しゆ味みの事。最近凝こっている観かん劇げきの事。意外にも戦チ戯エ盤スが好きでよく兄と打つ事。飼かっている鳥の事──

　彼女の話そのものは楽しかった。

　それにも増ましてくるくるとよく動く彼女の表ひよう情じようを見ているのは楽しかった。

　この少女が大事に大事に育てられてきたのがよく分かる。貴族の娘むすめであるという以上に、家族にも周りの知人友人達にも愛されて育ってきたのだろう。そうでなくてはこの眩まぶしい程の屈くつ託たくの無さは、育はぐくまれ様がない。

　しかし──

「バイラッハ様──」

　一息つくかの様に話を中ちゆう断だんし、ネレイディアは言った。

「貴方あなた様のお話も聞かせてくださいませ」

「僕──ですか？」

　言われてクリストファは困こん惑わくした。

　この少女に語って聞かせられる様な話は彼の周囲には無い。人間の殺し方なら百通りでも列挙できるが、彼は普ふ通つうの人間が聞いて楽しい様な話題など何一つ持っていない。

「僕は……僕には、貴女あなたにお聞かせできる様な面おも白しろい話はありませんよ」

「あ……でも……」

　言ってからネレイディアは頬ほおを赤らめて眼めを伏ふせた。

「あの私……ク……クリストファさんの事が……知りたいです。どんな些さ細さいな事でも」

「…………」

　彼女が勇を鼓こして彼の事を名前で呼よんだ事の意味位は、クリストファにも分かった。

　だが──

「だから──あの。その──」

　もじもじとテーブルの下で自分のドレスの生き地じをつまみ始めるネレイディア。

　分かり易くて愛らしい少女だ。

　本当にそう思う。

　だがそれだからこそ──

「僕は多分、貴女が考えている様な人間ではないですよ」

　クリストファは言った。

「──え？」

　手先の動きを止め、軽い驚おどろきの表情を浮うかべてネレイディアはクリストファの顔を見る。

　恐おそらく彼の声の奥おくに潜ひそんでいるものに気付いたのだろう。

　禍まが々まがしい人殺しの本ほん性しようが奏かなでる地じ獄ごくの調べを。

『共食い部隊カニバリスツ』

『殺戮人形キリング・ドールズ』

『吸血小僧団ブラツドサツカー・キツズ』

『人狩り猟犬マン・ハウンド』

　…………

　そう。その通りだ。

　いずれの渾名あだなも自分には相応ふさわしいとクリストファは思う。

　彼は殺人者だ。殺した人間の数は一人や二人ではない。

　もしその事実を知れば、この無む邪じや気きな貴き族ぞく令れい嬢じようはどんな顔をするのだろうか。

　苦労知らずのお嬢さんの笑えみが、情なさけ容よう赦しや無い現げん実じつを前にしてどんな風にひび割われていくのか──そんな黒い興きよう味みが、無いと言えば嘘うそになる。

「貴女が好意を寄よせてくださるのは純じゆん粋すいに嬉うれしいです。可愛かわいい人だとも思う。優やさしい人である事も分かります」

「あ──」

「でも多分──貴女は僕を理り解かいしていない。僕の表ひよう層そう的な部分しか見ていない。全部ひっくるめて見れば、僕はきっと貴女が思っている様な上品な人間ではないですよ」

「あ、あの──」

　理解できない、といった様子でネレイディアが眼を白黒させている。

　無理も無かろう。クリストファの言い方はあまりにも唐とう突とつではあった。

「それってどういう──」

「こういう事です」

　言いながらクリスは立ち上がってネレイディアの側そばに歩み寄ると、いきなり彼女の座すわっている椅い子すを蹴け飛とばした。

「──!?」

　そう力を入れた様にも見えず、しかしあっさりと椅子は脚あしの一本を折られて傾かたむく。クリストファは体たい勢せいを崩くずしたネレイディアをそのまま引っ張ぱって、床ゆかの上に押し倒たおした。

　一いつ瞬しゆんの早はや業わざだ。

「クリストファ──」

　彼女の言葉を押し潰つぶすかの様にそのままクリストファは彼女の上に覆おおい被かぶさる。

　ネレイディアの顔に在あるのはただただ驚きの色ばかりだ。

　それがどう変わっていくのか。

　興味は在ったが──

　……異い音おん。

　一いつ瞬しゆん前までネレイディアが占しめていた空間が激はげしい音を立てた。

「──え？」

　同時に、部屋に飾かざられていた花か瓶びんの一つが、不意にがたがたと揺ゆれたかと思うと──床に落下して砕くだけ散る。

（魔ま法ほう──か）

　ぱらぱらと降ふりかかる花瓶の破は片へんを背せ中なかで受けてネレイディアを庇かばいつつ──クリストファは瞬時にそう判はん断だんした。

　恐らく、壁かべ越ごしに、絞しぼり込こんだ振しん動どう波はか何かを送り込んで相手を気き絶ぜつさせる為ための魔法なのだろう。

　特に殺気は無かった。

　ただ、壁越しにある種の気配がネレイディアを捉とらえたので、咄とつ嗟さに床へ引きずり倒したのだが──判断は間ま違ちがってはいなかった様だった。

「このまま動かない様に」

　クリストファはそうネレイディアに言い置くと、素す早ばやく身を翻ひるがえして個こ室しつを出た。

「なかなか鮮あざやかな引きだな」

　呟つぶやくクリストファ。

　既すでに相手の気配は脱だつ兎との如ごとく遠ざかりつつある。

　恐らく相手は玄プ人ロだ。

　ネレイディアの護ご衛えい役やくを騒さわぎにする事も無く排はい除じよし得た事実からしても、相当な場数を踏ふんでいる連中だろうと分かるが──この引き際ぎわの鮮やかさは素人しろうとには無理だろう。

　そもそも暗殺作戦や誘ゆう拐かい作戦において最悪の事じ態たいとは作戦目的が達成されない事ではない。作戦遂すい行こう者しやが敵てき側がわに捕ほ縛ばくされ、背はい後ご関係を全すべて自白させられる事だ。

　故ゆえに作戦遂行に不都合が生じた場合は、下へ手たに任にん務む完遂に拘こう泥でいせず、現げん場ば離り脱だつを優ゆう先せんする──それが正せい解かいである。

　しかし──

「──ぎゃっ!?」

　裏うら口ぐちの方から短い悲鳴が聞こえてきた。

　何事かと怪け訝げんそうな表ひよう情じようでこちらに視し線せんを投げてくる店主に曖あい昧まいな微び笑しようで応おうじ、クリストファは素早く裏口から店の外に出た。

　そこには──

「あ、クリ坊ぼう」

　既すでに三人程ほどを倒して、余よ裕ゆうさえ見せているファファルと、脂あぶら汗あせを垂たらしながら身み構がまえている中年男の二人組が居いた。

　そして更さらに──

「別べつ動どう班はんはもう片かた付づけたよ」

　ファファルは特に武ぶ器きを手にするでもなく、にこやかに手を振ふってくる。

「御ご苦く労ろうさん」

　顔をしかめながらクリストファが言う。

「しかしこれはどういう事？」

　その場に居たのはファファルだけではなかった。

　他に三名──見知った顔の者が居る。二人は同じ〈オブスティネート・アロウ〉の特とく務む戦せん技ぎ兵へいであり、最後の一人はジルヴェステだった。

　応おう援えんそのものは有り難がたい。

　だが──ファファルから連れん絡らくを受けたにしては、あまりにも動きが早すぎる。

「き、貴き様さまらは──」

　男は表ひよう情じようを引きつらせながらクリストファ達を見回す。無理も無かろう。見た目は何ど処こにでも居そうな単なる十代の少年少女に過ぎない連中に、自分の仲間があっという間に制せい圧あつされてしまったのだから。

　相手は確たしかに玄プ人ロの様だが──相手が悪わる過すぎる。そもそもクリストファ達特務戦技兵はその玄人を狩かる為ための兵器として造つくられた存そん在ざいだ。どれだけ猫ねこや鼬いたちが鼠ねずみを狩るのに優すぐれていても狩しゆ猟りよう犬けんに牙きばを剥むいて勝てる筈はずが無い。

「貴様等は一体、何者──」

「さてね」

　わざわざ名乗る必要もあるまい。

　クリストファは素早く踏ふみ込むと素す手での拳こぶしを相手に放つ。

　だが──

「盾たてよ在あれ！」

　男の連動式起動呪文バツチスペル。瞬しゆん間かん的に発生した防ぼう御ぎよ力場にクリストファの一いち撃げきは弾はじかれた。

「──おや」

　眼めを瞬しばたたかせるクリストファ。

　どうやらこの男は魔ま導どう士しであったらしい。

「へっ──」

　男はにやりと獰どう猛もうな笑えみを浮うかべて次の呪じゆ文もん詠えい唱しようを開始。

　勝てると思ったのだろう。確かに攻こう性せい魔法を普ふ通つうの人間が防ふせぐのは不ふ可か能のうに近い。奥おくの手としては平へい凡ぼんだが──それはつまり使い易やすく効こう果かも高い手だという事でもある。

「火か炎えんよ──」

　──しかし。

「遅おそいよ」

　詠唱が終わった瞬間には、既すでにクリストファは相手の斜ななめ後方にまで身体からだを滑すべり込ませている。次の魔法を発動させようと男が防御魔法を解かい除じよしたわずかな一瞬に、クリストファの貫ぬき手ては男の腹ふつ筋きんに突つき刺ささった。

「ぐあっ!?」

　男は短く悲鳴を上げて悶もん絶ぜつした。

　無む論ろん、本気で突けば皮ひ膚ふを突き破やぶりその向こうから内ない臓ぞうを掴つかみ出す事さえ出来るが、今回は手て加か減げんしておく。今回の仕事はあくまでネレイディアの『護ご衛えい』であって襲撃者の抹まつ殺さつが目的ではない。

「ぐ……かあ……あ……」

　地面に倒たおれてのたうつ男を冷たく見み据すえながら、クリストファは言った。

「悪いけど、苦しいのはこれからさ」

　男には背はい後ご関係を吐はいて貰もらわねばならない。

　そう簡かん単たんに口を開きはしないかもしれないが──男が強ごう情じようを張はれば張る程、彼に加えられる暴ぼう力りよくも比例して苛か烈れつになってゆくだろう。特務戦技兵はラインヴァン王国屈くつ指しの暴力専せん門もん家かだ。指の爪つめを全すべて剥はがされ、焼けた針はりを舌したや眼に刺されても沈ちん黙もくを守れる豪ごう傑けつなどさすがのクリストファ達も寡か聞ぶんにして聞いた事が無い。

「貴様……」

　恨うらみがましい眼でクリストファを睨にらみ上げ──そして男は気き絶ぜつした。

「お疲つかれ様」

　ジルヴェステがクリストファの側そばに歩み寄よって来てそう言う。

「…………」

　クリストファが横目で睨にらんでも、相変わらずジルの笑顔は小こ揺ゆるぎもしなかった。

「……後で説明して貰もらうよ」

　言ってクリストファは店の方を振ふり返る。

「クリストファ──」

　そこには──驚おどろいた表情のネレイディアが立ち尽つくしていた。

　驚きよう愕がくに見開かれた少女の瞳ひとみが男を、ジルヴェステやファファル、特とく務む戦せん技ぎ兵へい達を、そしてクリストファを見つめている。クリストファ達にとっては荒あら事ごとという程ほどの事も無いやりとりであったが──温室育ちのお嬢じよう様さまには今の立ち回りを目もく撃げきするだけでも少々きつい刺し激げきであったろう。

「まあそういう訳わけで」

　クリストファは自じ嘲ちよう的に笑うと肩かたを竦すくめて見せた。

「僕ぼくは本当はこういう人間です。貴女あなたの様な人には多分──似に合あわない」

「クリストファ、私──」

　ほころびつつある何かを懸けん命めいに繕つくろおうとするかの様に、ネレイディアは口を開くが──肝かん心じんの言葉が出てこない。

　無理もない話だ。

　だが──

「ジル姉さん。頼たのむ。ネレイディア様をお送りして。まだ敵てきが残っている可か能のう性せいもあるから最低二名以上で」

「……了りよう解かい」

　何か言ってくるかと思ったが、意外にジルヴェステは笑顔のままあっさりと頷うなずいた。

　茶ちや番ばん劇げきの終わりは虚むなしい。それが自ら望んだものではないにしても。

　そして──

「じゃあ、僕はこれで」

　クリストファはネレイディアに背せを向けて歩き出した。





「つまり──僕を利用した訳か」

　歩きながらファファルから事の次し第だいを聞いたクリストファは、呻うめく様に言った。

　要するに。

〈バロネス〉は最初からネレイディアの誘拐計画を察知していたらしいのだ。

　警けい護ごの手て薄うすになった瞬しゆん間かんを誘拐犯は狙ねらってくると考えた彼女は、ネレイディアからクリストファに送られたデートの誘さそいを利用する事を思い付いたのである。

　実は元々〈バロネス〉とプレッシン伯はく爵しやくはあまり友ゆう好こうな関係には無い。むしろ──どちらかといえばそれぞれ対立する派は閥ばつに属ぞくしている。ただ明めい確かくに互たがいを『敵てき』と認みとめる程にその対立は苛烈ではない。

　微び妙みような関係だ。

　その〈バロネス〉がわざわざ今回、ネレイディア誘拐計画を阻そ止しする方向に動いたのは、これでプレッシン伯爵に一定の『貸かし』を作れるからである。後々、この『貸し』は何かの取引材料として使用されるのだろう。

　結局、誘拐犯の雇やとい主も〈バロネス〉も考える事に大差はない。そしてこの身も蓋ふたもない殺さつ伐ばつとした世界こそクリストファの本来属している世界なのだ。

　それはともかく──

「ならば僕にも事前に知らせてくれても」

　クリストファには、この誘拐計画の事は一いつ切さい知らされていなかったのだ。

「何となく──不ふ愉ゆ快かいだね。僕はともかく、ネレイディア・プレッシンが可哀かわい相そうだよ」

「…………」

　ファファルはふと──時折見せる、何ど処こか姉ぶった余よ裕ゆうのある笑え顔がおでクリスを見つめた。

「そういう事を言える君だからこそ──よ」

「…………ん？」

　意味が分からず首を傾かしげるクリストファ。

　そんな彼を何処か優やさしげな眼めで見つめながら──ファファルは言った。

「誘拐計画阻止とは別にね、〈バロネス〉はクリ坊ぼうに、純じゆん粋すいにデートを楽しんで欲ほしかったのよ」

「……なんでまた」

　眉み間けんに皺しわを刻きざんで尋たずねるクリストファ。

　彼がネレイディアとの時間を楽しもうと楽しむまいと状じよう況きように大差は無い。

　戦せん術じゆつ的にも戦せん略りやく的にも全く意味は無い。

　だが──

「君はボクらの希望だから」

「……希望？」

「特とく務む戦せん技ぎ兵へいってさ。最強の兵隊とか言われてるけど、実じつ際さいの処ところ、偏かたよった教育によって造られた社会不ふ適てき合ごう者しやなのよね」

　言ってファファルは大きく伸のびをした。

「…………」

　クリストファは言葉に詰つまる。

　これは事実だ。特務戦技兵は戦せん闘とう能のう力りよくの向上を至し上じよう目的とする教育を、その多感な幼よう少しよう時じに施ほどこされている。この結果──彼等の多くはその精せい神しん性せいにかなりいびつなものを抱かかえているのだ。

　彼等は街に馴な染じめない。

　普ふ通つうの人々と同じ通りを行き、同じ風を受け、同じ陽光を浴びてはいても、特務戦技兵達は決して街の平和な生活にはとけ込こめない。彼等にはまるでそれらが泡沫うたかたの夢ゆめの如ごとくあやふやで手て応ごたえの無い様なものに見えてしまうのだ。

　無理もない。

　彼等は人間の死というこの世で最も確かつ固こたる──そして覆くつがえし様のない現げん実じつに触ふれ続けてきたのだ。平へい凡ぼんな市民の生活など子供の遊戯ままごとにしか見えないのも当然だ。

　しかし──司令官である〈バロネス〉はそんな彼等の現状を快こころよく思っていない節が見える。これはクリストファも最近になってようやく気づいた事ではあるが。

「〈バロネス〉はそんな私達になんとか社会復ふつ帰きさせたいみたいだけど──まずは君から、って思ったんじゃないかな？」

「──僕を？」

「君はジョシュアと並ならんで最強を誇ほこった特務戦技兵だもの。ある意味で君こそが最も特務戦技兵らしい特務戦技兵なのよ。そんなクリストファ・アーマライトが普通の少年の様な恋れん愛あいとか、そういうものを経けい験けんしてゆくのは、貴き重ちような前例になれるんじゃないかな」

「…………」

　クリストファは視し線せんを自分の両手に落とす。

　自分の両手は既すでに血まみれだ。

　それを『汚よごれている』とは今まで考えたこともなかった。ましてそんな自分が『決して誇れるものではない』と自覚しだしたのは、つい最近の事だ。

　思えば、一年前の彼なら、たとえ同じ時間を過すごしたとて、命令さえあればネレイディアを平然と絞しめ殺す事もできたろう。

　しかし。

（……今はきっと無理だろうな……）

　それが良い事なのか悪い事なのかは分からない。

　特務戦技兵としては明らかに能力低下と見られても仕方がない。

　ただ……

「ま──ゆっくり考えなさいな」

　そう言ってファファルは片かた目めをつぶってみせた。





　ゆらゆらと水の底の魚達の様に──長くきらびやかな衣い装しようを揺ゆらして歩き回る男女。

　シャンデリアから降ふり注ぐ光はほんの小さな角度の違ちがいで七色に変化し、幻げん想そうの様な光景を広々とした室内に浮うかび上がらせる。

　美しい。だがそれは実体の無い儚はかなさを伴ともなう美しさだ。

「…………」

　給きゆう仕じから手て渡わたされたグラスを片手にクリストファは小さく溜ため息をついた。

　誘ゆう拐かい計画阻そ止しから一週間後。

　クリストファはさる貴き族ぞくの屋や敷しきで開かれたパーティに〈バロネス〉と共に出席していた。

　主しゆ催さい者しやの見み栄えの為ためだけに開かれた様な催もよおしではあるのだが、それだけに、断ことわれば角が立つ事も多い。特に今のクリストファは書類上、貴族の子し弟ていである。特とつ権けん階級社会の外交と無む縁えんでは居られない。

　そういう訳わけでクリストファは気が進まないながらもこの場に居る訳だが──

「もうちょっとしゃきっとしなさい」

「してますよ」

　隣となりの〈バロネス〉と小声でそんなやりとりをしながら……クリストファは内心で改めて溜め息をついた。

　あれからネレイディアとは音信不通だ。

　これで良かったとも思う反面、彼女の失望を思えば気が重い。

　だが──

「──失礼。バイラッハ男だん爵しやくですな」

　不意に声を掛かけられ、クリストファは顔を上げた。

　そこには小こ綺ぎ麗れいな身なりをした金きん髪ぱつの偉い丈じよう夫ふが悠ゆう然ぜんと立っている。

　歳としは恐おそらく三十前後。クリストファは咄とつ嗟さに記き憶おくの中からその顔を検けん索さくしたが──

「おや。プレッシン伯はく。御ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　先に〈バロネス〉がそう言った。

　同時に──プレッシン伯爵の背はい後ごから、こちらの様子をうかがう様にしてネレイディアが顔を出しているのを見て、クリストファは更さらに気が重くなった。

　どうやら彼が噂うわさの『兄様』らしい。

「君がクリストファ・バイラッハか」

　じろりとプレッシン伯爵はクリストファに睨にらみ据すえるような視し線せんを送ってくる。

　プレッシン伯爵の妹に対する溺でき愛あいぶりはクリストファも聞き及およんでいる。

　妹を危き険けんな目に遭あわせたと文もん句くを言いに来たのか。あるいは単に暴漢共から彼女を守った事に対して建前だけでも礼を言いに来たのか。まあ何にしても──眼の前の人物からはあまり友好的な雰ふん囲い気きは伝わって来ない。

「……はい」

　頷うなずくクリストファの両りよう肩かたを──プレッシン伯爵の両手ががしっと掴つかんだ。

「責せき任にんは、とってもらうぞ」

「──は？」

　意味が分からず眼を瞬しばたたかせるクリストファ。

　しかし、そのまましかめっ面で手を放すと、困こん惑わくするクリストファを放置してプレッシン伯爵はすたすたと歩いていってしまった。

　そして──

「あの。その──」

　……後にはネレイディアが残った。

「ネレイディア……様？」

　疑ぎ問もんの表ひよう情じようを浮うかべて彼女を見つめるクリストファに──プレッシン伯爵の妹は頬ほおを赤らめ、少し恥はずかしそうに言った。

「兄に『バイラッハ様に押おし倒たおされた』って言ったら『俺おれが話をつけてやる』って……」

「……はい？」

　クリストファは思わず間の抜ぬけた声を漏もらした。

　確たしかにあの店で彼女を押し倒したのは事実ではある。

　事実ではあるのだが──

（あの後の出来事が何なのか分かってなかったのか？　それともまさか──）

「多分、貴女あなたは誤ご解かいしていると──」

　予想外の成り行きに困惑し──クリストファは咄とつ嗟さにそう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　しかし──

「はい。そうかもしれません」

　ネレイディアは微笑ほほえみながら言った。

　そこに怯おびえや迷まよいの色は無い。

　彼女はむしろ何かを吹ふっ切ったかの様な朗ほがらかさで言葉を続けた。

「だから貴方あなたの事、色々と教えてください。クリストファ様」

「…………」

　クリストファはしばし沈ちん黙もく。

　そして──

「…………なるほど」

　と呟つぶやいた。

　自分の負けだ。

　ひょっとすると、ネレイディアは全すべて承しよう知ちの上で、『押し倒された』既き成せい事実だけを逆さか手てに取ったのかもしれない。

　だとすれば何の事はない──相手の全てを見抜けていないのはクリストファも同様だという事だ。

　苦労知らずのお嬢じようさん？

　それはそうかもしれない。

　しかし──

「クリス。貴方が思っている以上に女は強いし、怖こわいわよ。特に恋する女はね」

　笑いながら囁ささやいてくる〈バロネス〉。

「……よく分かりました」

　クリストファは溜ため息いき混まじりにそう応おうじた。



    

  
    
      

　何ど処こかで誰だれかが呼よんでいる。

「──将しよう軍ぐん」

　気け怠だるい午後の日差しの中で、歳とし経へた猫ねこの様にぼんやりと微睡まどろみながら……シャノン・カスールは窓まどの外に視し線せんを注いでいた。

　三年前には想そう像ぞうも出来なかった穏おだやかな時間。

　日課である午前中の剣けん術じゆつ鍛たん錬れんは終えた。会食を兼かねて豪ごう華かな昼食も摂とった。とりあえず片かた付づけなければならない仕事も在あるには在るが──それとて大した量ではない。元々周囲の人間もシャノンに高い事じ務む処しよ理り能のう力りよくを期待している訳ではないので、他の者達に比くらべると回ってくる書類仕事は微び々びたるものなのである。

「──将軍」

　やはり何処かで誰かが呼んでいる。

「…………」

　食後の軽い倦けん怠たい感に身を浸ひたしながらシャノンは欠伸あくびを一つ噛かみ殺した。

　長身痩そう躯くは相変わらず。

　その端たん整せいな顔立ちに浮うかぶ物もの憂うげな──色々とややこしい経けい験けんを積んできた苦労人の証あかしである表情も変わっていない。未まだ二十代前半だというのに、その佇たたずまいは酸すいも甘あまいも噛かみ分けた古参兵のものだった。

　まあ身体からだに染しみ付いた癖くせや雰ふん囲い気きは一いつ朝ちよう一いつ夕せきには抜ぬけたりしないという事である。それが命いのち懸がけの日々で肉や骨ほねの奥おく深ぶかくに刻きざまれたものならば尚なお更さらに。

　ただ……

　その身に着ている衣い装しようだけが三年前までと明らかに異ことなっている。

　いつも埃ほこりまみれだった黒い旅たび装しよう束ぞくに代わって彼の身体を包んでいるのは──色調こそ同じだが全く違ちがう服だった。華か美びとは言わないまでも……決して地味ではない。それなりに金の掛かかった、しかもぱりっと糊のりの利きいた丈たけの長い衣装だ。要所要所には金糸銀糸の飾かざり線が編あみ込こまれ胸むな元もとには軍の要よう職しよくに就ついている者を示しめす紋もん章しようまで入っている。

　元々容よう姿しは端たん麗れいな方なので似に合あっていない訳ではないのだが──本人の気の持ち様からか今一つ衣装とそれを着る本人が馴な染じんでいない様にも見える。仮か装そうをしている様な何処かちぐはぐな雰ふん囲い気きが拭ぬぐい切れていない。

　だが──

「将軍。カスール将軍。将軍!!」

「…………」

　シャノンは──改めて欠伸を一つ噛み殺しながら空を行く鳥の群むれを眺ながめる。

　王都の空も故こ郷きようマヌーリンの空も変わりはない。何処までも高く深く──果てしない蒼あおの虚うつろが彼の視し線せんの先には広がっていた。

　シャノンは溜ため息を軽く一つつく。

　そして──

「…………」

「…………」

　次の瞬間、シャノンは着ている衣装の裾すそが渦うずを巻まく程ほどの勢いきおいで旋せん回かい。同時に腰に提さげていた父親譲ゆずりの刀を抜き放ち、雪な崩だれ落ちてきた重量級の刃やいばを受け止めていた。

　鋼はがねと鋼の打ち合う鋭するどい響ひびきが物憂げな空気の中に響く。

　そのまま──時が止まったかの様に冷たい静せい寂じやくが辺りに立ちこめる。

　まるで彫ちよう刻こくの様に剣けんを頭上に翳かざして戦せん斧ぷの刃を受け止めながら──それでも尚、何処か物憂い表情を浮かべて──シャノンは微動だにしない。

　やがて……

「…………何の真ま似ねだバイラッハ卿きよう」

　呼こ称しようにたっぷり嫌いや味みを込めて告げると──ひょいとシャノンの頭上に在った長なが柄え戦斧が引かれる。シャノンの刀と同じく装飾性に乏とぼしい、実用性重視の武ぶ器きだ。そしてその柄えを保ほ持じしているのは──一人の少年貴き族ぞくであった。



    

  
    
      「こうでもしないと返事しないでしょう、貴方あなたは」

　いや──既すでにもう彼を『少年』と呼んでしまうのには語ご弊へいが在るだろう。

　先日、年ねん齢れいは十八を迎むかえ、ラインヴァン王国の要職に就つき、バイラッハ伯はく爵しやくとして特とく務む戦せん技ぎ兵へい達をまとめる人物──クリストファ・バイラッハ。

　既すでに彼に子こ供どもとしての甘い面おも影かげは無い。元より剃刀かみそりの様な鋭さを備そなえた少年であったが、ここ二年余あまりで人間としての『厚あつみ』が加わった様な印象が在る。

　もっともシャノンに言わせると彼は相変わらずの『戦斧小こ僧ぞう』なのかもしれないが。

「殺気が込もってた様な気がするのは俺の気のせいか？」

「込めないと無視するでしょう」

　一瞬の早はや業わざで愛用の長柄戦斧を折り畳たたみ腰の後ろに戻もどすとクリストファは言った。

　つい先さき程ほどまでは部屋に居なかった筈はずの彼なのだが……『何い時つの間に？』などと間の抜けた事をシャノンは聞かないし、クリストファもそれを誇ほこる様子は無い。足音も立てずに標的に近付き一いち撃げき必殺、それはこの少年貴族の得意技であると双そう方ほう共に知っているからだ。

「…………」

　長々と溜め息をつくシャノン。

　まあ殺気に関して殆ほとんど無む意い識しきに反はん応のうするのは、逃とう亡ぼう生活が長かった頃ころの癖くせだ。まさかこのザウエル城じように来てまでそれを逆さか手てに取られるとは思ってもみなかったが。このクリストファという相手は比ひ較かく的付き合いが長い分、どうも手玉に取られやすい。

　それはさておき……

「呼よんでるんだから反応してください」

「『将しよう軍ぐん』とか呼ばれてもな……」

　シャノンは溜め息をつく。

　激げき動どうの人生であったとはいえ……元々彼は単なる庶しよ民みんの出だ。

　重犯はん罪ざい人にんとして軍から指名手配された事も在ある身が、今や将軍職となれば自身が違い和わ感かんを感じても当然だろう。まして──自らその地位を望んでの事ではなく再さい三さん請こわれての就任ともなれば。

「将軍なんだからしょうがないでしょう。まさかカスールさんとかシャノンさんとか呼ぶ訳にもいきませんしね」

　明らかに『大人』の表ひよう情じようと口調でクリストファは言った。

　このラインヴァン王国の国王代行──フォルシス・ラインヴァン王子の補ほ佐さに就いて約二年。元々頭は良かったのだろうが、政せい治じ的な駆かけ引きだの何だのに揉もまれてこの少年は妙みように大人びた──達観した様な言動が多くなっていた。時にはシャノンの方が子こ供どもっぽく見える事さえ在る。

「呼べよ。それでいいんだよ」

「貴方だって僕の事をバイラッハ卿って呼んでるじゃないですか」

「実じつ際さいお前、バイラッハ伯爵だろ。所帯持ちにもなってクリス坊ぼうやでもあるまいし」

「…………」

　少し頬ほおを紅こう潮ちようさせて黙だまり込むクリストファ。

　どうやら『所帯持ち』の一語がかなり効いたらしい。まあこうした部分は未いまだ『少年』らしさが残っていると言えなくもない。

　この若わかい伯爵はその優すぐれた容姿と地位の高さから、やたらと女じよ性せいにもてる。加えて妙齢の娘むすめの居る貴族達は今や飛ぶ鳥をも落とす勢いきおいのバイラッハ家──何しろ男爵位からいきなり伯爵位になり、当主が国王代行の親友という立場だ──と姻いん戚せき関係を持ちたいと考え色々と縁えん談だんなり何なりを持ち込んできている。その筆頭はプレッシン家で、随ずい分ぶんと熱心にクリストファを口説きに掛かかっているという。

　だが彼には既すでに内縁の妻つまが居て、宮きゆう廷ていでも一、二を争う愛あい妻さい家かである事は意外に知られていない。

　これは彼とその内縁の妻が未だ正式に籍せきは入れていないが故ゆえの状じよう況きようである。妻が身分の無い平民である事に加えて、このクリストファという少年は元々戸籍が抹まつ消しよう済ずみの特とく殊しゆな存そん在ざいであった為ために色々とその復ふつ活かつには手間取っており、入籍したくても色々と面めん倒どう事ごとが多いらしい。

　もっとも前ぜん述じゆつのプレッシン家の様に内縁の妻の存在を知った上でもクリストファの『正妻』の地位を狙ねらっている貴族も多かったりするのだが。ラインヴァンの貴族に限かぎって言えば一夫多妻は別に珍めずらしくない。

　まあそれはさておき。

「貴方こそ……そろそろ身を固めたらどうですか」

　反撃とばかりにクリストファが言う。

「『封ふう棄き世界解かい放ほう』の英えい雄ゆうにして『星界大使』役の貴方がいつまでも独どく身しん──では格かつ好こうがつかないでしょうに」

「相手が居ないんだよ……相手が」

「セーネス・ルル・ギアット姫ひめはどうです？　彼女と結けつ婚こんしてくれたりすると外交政策上は非ひ常じように助かるんですけどね」

「友人としては面おも白しろいがな──」

　シャノンは肩かたを竦すくめた。

　セーネス・ルル・ギアット。

　女ながらシャノンと互ご角かくの剣けん技ぎを備そなえ、魔ま導どう士しでもあり、更さらには隣りん国ごくギアット帝てい国こくの皇女という身分。これに加えて頭も切れて現在は皇こう帝ていの補佐──摂せつ政しようの地位に就ついている。わずか二年で政せい敵てきである自分の兄や姉を残らず権けん力りよくの舞ぶ台たいから駆く逐ちくし、末の王子である未だ八歳さいの弟を皇帝の座ざにつけた上で、その傍かたわらにて実権を握にぎる……鮮あざやかすぎる程ほどの手て際ぎわをして、彼女を『怪かい物ぶつ』と評ひようする者は多い。

　かつては粗そ野やな一面ばかりが強調されて〈獣けもの姫ひめ〉などという渾名あだなが付いていたが、今ではその通つう称しようで呼ぶ者は殆ほとんど居ない。

　美人ではあるし、性格的にも意外に義ぎ理り堅がたい処ところが在る。

　間違いなく『いい女』ではあるのだろうが──

「何というか……あいつと結婚してる自分なんざ想像できん」

「そういうものですか？」

　と首を傾かしげるクリストファ。

「──ところで何の用だ？」

　シャノンは刀を鞘さやに戻しながら話題を変える。

　実の処……この話題はシャノンにとって苦手なものなのだ。

　これまでも何度かシャノンに縁談は在った。

　英雄で、王国最強の軍事力〈終わりの魔獣ドラゴン〉を従したがえ、しかもある種の名めい誉よ職しよくとはいえ王国軍の将軍職に居いる立場、王女とは義ぎ兄妹きようだい、国王代行やその補佐とも親交が在る、となれば……妙みよう齢れいの娘を抱かかえた貴き族ぞく達が放ほうっておく筈が無い。

　ところがシャノンはその悉ことごとくを断ことわってきている。

　本人に言わせると『権力闘とう争そうに巻まき込まれるのは面倒臭くさい』らしい。今の立場に居るのすら本来は望んでいなかったのだ。クリストファと国王代行のフォルシスがどうしても、と再さい三さん頼たのみ込まなければ、今でも田舎いなかのマヌーリンで武器屋──という名目の雑ざつ貨か屋──の店主をやっていた事だろう。

「ああ。少々御願いしたい事が在りましてね。手て違ちがいで書類が回ってくるのが遅おくれて」

　とクリストファは言いながら、片かた手てに持っていた書類束を差し出す。

「星界大使として先日再ふたたび来られたヒタカ・ハーリントン殿どのと彼の〈竜機神ドラグーン〉の歓かん迎げい式典の会場ですが……」

　──と。

　そこまで言ってからクリストファは顔をしかめて台詞せりふを中断した。

　聞き慣なれない異い音おんがしたからだ。

　いや──

「…………」

「…………」

　シャノンとクリストファ。

　二人の視し線せんがシャノンの左腰こし──そこに吊つられた太た刀ちに注がれる。こればかりは逃とう亡ぼう生活時代から全く変わっていない彼の愛用の品。無む銘めいだが父親譲ゆずりで過か酷こくな戦場を耐たえ抜いてきた逸いつ品ぴんたる武器だった。

　聞き慣れない異音はそこから聞こえてきた。

　いや──違う。

　聞き慣れてはいる。シャノンも。そしてクリストファも。特にクリストファは何度となくその音を聞いている。耳みみ慣なれぬ様に聞こえたのは『まさかそれが今聞こえる訳がない』と思い込んでいた事と……それが鞘さやの中から聞こえたものであった為に、若じやつ干かんくぐもっていたからだろう。

「シャノンさん──」

　多少動どう揺ようしたのか……クリストファが以前の様な呼び方で声を掛けてくる。咄とつ嗟さにその呼こ称しようが出るという事は、やはり彼も今の畏かしこまったやりとりには多少なりとも違い和わ感を覚えていたのだろう。

　それはさておき。

「…………」

　シャノンはゆっくりと刀の柄つかに手を掛かけて──抜ぬいていく。

　鮮あざやかな刃は文もんを備そなえた刀身がするりと鞘から抜け出て……しかし。

「……あ」

　クリストファが声を漏もらす。

　シャノンの愛用の刀。

　それは刀身半ばで──途と切ぎれていた。





「あら姫ひめ様さま。どちらへ？」

「ちょっと天気が良いから散歩～」

　通りすがりに声を掛けてきた女官にパシフィカ・カスールは片かた手てを振ふって答えた。

　彼女のもう一方の手は──黒くろ髪かみの小さな幼よう女じよの手に繋つながれていた。まるで歳としの離はなれた姉し妹まいの様だが、パシフィカとその幼女の間で、外見的に似ている部分はあまり無い。

「スィンと一緒に」

「良う御ご座ざいますね。登と城じよう途と中ちゆうに見ましたが──今日は南の物もの見み塔とう脇わきのモツジの花が良く色づいておりますよ？」

　初老の女官は微び笑しようを浮うかべて言う。

「あ、そうなんだ？　じゃあ行ってみる。ありがとね」

「勿もつ体たいないお言葉」

　女官は深々と一礼すると再ふたたび宮廷の廊ろう下かを歩いていった。

　パシフィカが王おう城じように住む様になって一年になる。

　やたらに装そう飾しよく性せいの高い衣い装しようや、王おう侯こう貴族社会特有の礼れい儀ぎ作法等に戸と惑まどう事はあるものの、パシフィカは持ち前の、良く言えば前向きかつ順じゆん応のう性の高い性せい格かくで──悪く言えば大おお雑ざつ把ぱな性格で──此こ処こでの生活にも馴な染じみつつあった。

　無む論ろん、パシフィカを未いまだ〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉として敬けい遠えんする者達や、『礼儀作法も知らない田舎いなか王女』として侮ぶ蔑べつする者、挙げ句には『王女の身分を詐さ称しようする詐さ欺ぎ師し』呼よばわりする者も陰かげには居る様だが……母親譲ゆずりの艶あでやかな金きん髪ぱつと大きく愛らしい碧へき眼がんに、故こエルマイア王おう妃ひの面おも影かげを見る者も少なくない様で、女官達や比較的王室に近しい者達は『親パシフィカ派』とも言うべき人々が多い。それだけエルマイアは王宮の人々に愛されていたのだろう。エルマイアが亡なくなってもう一年になるが──今でもなお自分が母親に護まもられている実感を覚えずにはおれないパシフィカであった。

　それはさておき……

「んー？」

　南の物見塔の方へ向かおうと廊下を歩いていたパシフィカはふと足を止めた。

　黒を基調とした衣装の青年が少し離れた処を悠ゆう然ぜんと歩いている。

　シャノン・カスールだ。

「にーに……」

　片言で言ってスィンがパシフィカの手を離し、ちょこちょこと歩き出す。

「あ。こら──」

　慌あわててスィンを追って再び手を掴つかむと──未だ歩き始めて半年、今一つ足あし下もとが覚おぼ束つかないのでよくこけるのだ──パシフィカは声を上げた。

「シャノン兄！」

「──お？」

　振り返るシャノン。

　パシフィカはスィンを抱かかえてシャノンの処に駆け寄った。

「おお。スィン。どうした──散歩か？」

「さんぽー。パシねーとさんぽー」

　嬉うれしそうに笑ってスィンが答える。

　だが──

「──シャノン兄。どうしたの？」

　パシフィカは怪け訝げんそうに尋たずねる。

　シャノンの側そばには──何な故ぜか複ふく雑ざつな表情をしたクリストファが付き従したがっていた。

　いつも余よ裕ゆうの在あるというか、半歩退ひいた位置から他者を見み据すえている様な雰ふん囲い気きの在るこの少年貴き族ぞくにしては、意気消しよう沈ちんした様子が珍しい。

「あー……」

　説明するのも面めん倒どう臭くさい──といった表情でシャノンは口を開いてからしばし沈ちん黙もく。代わりにクリストファが申し訳わけなさそうな口調で言った。

「僕が──彼の刀を折ってしまったんですよ」

「──へ？」



    

  
    
      　眼めを瞬しばたたかせて言うパシフィカ。

「刀って──」

　と言いつつ彼女はシャノンの左腰に吊つられた太た刀ちを眺ながめる。衣装は変わってもこれだけは変わらず彼の腰に在あった愛用の刀。父の形見であると同時に長い逃とう亡ぼう生活を耐たえ抜ぬいてきたシャノンの『戦友』でもある。

　酷こく使しと言うも生なま易やさしい様な使い方をしてきたのも事実だが、パシフィカはシャノンがこの刀をいつも丁てい寧ねいに手入れしていたのを知っている。

「折れたの？　これ──が？」

　呆ぼう然ぜんとした口調で言うパシフィカに、シャノンは短く溜ため息をついてからそれを鞘さやから抜き放って見せた。

　するすると刀身が鞘から抜けて──優ゆう美びな反そりを形成する曲線が突とつ如じよとして中ちゆう断だんしてしまい、その先が無い。長さにすれば丁度真ん中辺りからその刀はぽっきりと折れてしまっていた。

「……信じられない」

　別に何か根こん拠きよが在った訳でもないのだが、シャノンの刀は絶ぜつ対たいに折れたりしない──半ば無む意い識しきにそう思い込んでいたパシフィカであった。

「そりゃこいつも使い込んできたからな。限げん界かいも来るさ」

　シャノンは言った。

「特に親子二代で使ってきた訳だし」

「それはそうだけど──でもいきなりどうして？」

「それは──」

　クリストファが何か言いにくそうに口を開くが、彼が何か言う前にシャノンがぶっきらぼうな口調で言った。

「ちと身体からだがなまってきたんでな。クリスに手合わせを頼たのんだんだが──その最中にな」

「…………」

　何か言おうとしていた様だが、クリストファは短い逡しゆん巡じゆんの表情を見せた後、そのまま口をつぐんだ。

　まあ大おお筋すじとしてシャノンの言っているのは事実の様だったが──

「済すまんがパシフィカ──イルハンに連れん絡らく取る手続きしてくれるか？」

「え？　ああ──修しゆう復ふくして貰もらうの？」

　イルハンというのは以前、旅の途と中ちゆうで出会った刀鍛か冶じの息子むすこである。

　未いまだ少年の域いきを出ていない若わか者ものではあるが──謹きん厳げんな父の下で育ったせいか、若くして既すでに優ゆう秀しゆうな刀鍛冶としての力量を備そなえている人物でもあった。宮きゆう廷ていには王家御ご用よう達たしの武ぶ具ぐ匠しようも居る筈はずだが、わざわざシャノンがイルハンに連絡を取るという事は、それだけ彼の腕を認みとめているという事だろう。

　だが──

「ここまで見事に折れてたら駄だ目めだろ。新しいのを打って貰もらうさ」

　あっさりとシャノンはそう言った。

「…………そうなんだ」

　少しパシフィカは意外だった。

　もっとシャノンが父の形見の刀にこだわると思ったからだ。

「まあ……いつまでも親おや父じのお下がり提さげてる訳にもいかんだろ」

　とシャノン。

　だが──

「…………」

　パシフィカにはそれが何処か言い訳じみた台詞せりふにも聞こえた。





　高く高く晴れ渡わたる空。

　鮮あざやかな陽光が降ふり注ぐ──秋の午後。

「だからね。もう私は我が慢まんならない訳よ」

「…………」

「絶対、ヒタカ様はあの女にたぶらかされてると思うのよね！」

「…………」

「大体そうでしょ？　寄より添そってきた時間が桁けた違ちがいだわよ？　私は五千年以上ヒタカ様と一いつ緒しよに居たんだからね。まあ殆ど停てい滞たいフィールドで寝ねてただけだけどさ」

「…………」

「とにかく積み重ねてきた重みが違うのよ重みが。まあ最後には私が勝つけど？」

「…………」

「だってそうじゃない？　私達ってば歳としを取らないものね。いつまでも若わかいまま！　ほら旧ふるい諺ことわざで『女によう房ぼうと畳たたみは新しい方がいい』って言うじゃない？　その点私達は毎日が新品よ!!　ってなんか『新品』って言い方ちょっとやらしー感じよね？　ねね？　ゼフィリス──そう思わない？」

「…………オウラン」

　ゼフィリスと呼ばれた紫むらさきの髪の少女は呻うめく様に言った。

　ラインヴァン王国──ザウエル城じよう。

　王都と同じ名を冠かんされたこの城しろの、数カ所に建てられた物見用の尖せん塔とうの一つ、その屋根の上に二人の小こ柄がらな少女の姿すがたが在あった。

　髪かみの色や眼めの色は勿もち論ろん、目鼻立ちや体たい格かくに至いたるまで、容姿は姉し妹まいの様によく似にているし衣装にも共通性が多い少女達であった。

　もっとも──性格はどうやら正反対らしく、片かた方ほうは明るい表情でけたたましく先さき程ほどから喋しやべり続けており、もう片方はむっつりと表情を固めたまま殆ほとんど言葉を発する事無く聞き役に徹てつしていた。

　もっともこの配役──ゼフィリスの方にはやや不満が在るらしい。普通の人間ならば恐きよう怖ふで足が竦すくむ様な場所に居いながら、その事はさして気にもならないらしく、専もつぱら彼女を悩なやませているのは先程から喋り続けている少女──オウランの方であるらしかった。

　オウランは首くびを傾かしげて言った。

「──なに？」

「お前の言いたい事は分かったので私はそろそろ……」

「えー？　本当に分かった？」

「分かった」

　断たち切る様に言うゼフィリス。

　早々に会話を切り上げたいという雰ふん囲い気きが全身から放散されている。このゼフィリス、あまり感情を露あらわにする性格ではないのだが──さすがにうんざりした内心が傍はた目めからも手に取る様に分かる。

「でもさ──」

「分かったと言ったら分かったのだ。もう一度会話をループさせる積もりなら私にも考えがあるぞ」

「考え？」

　首を傾げるオウラン。

「…………」

　口から出で任まかせだったのか──咄とつ嗟さには答えずゼフィリスはしばし考えてから言った。

「今の会話記録をそのままヒタカ・ハーリントンの個こ人じん用よう端たん末まつに送りつけるぞ。無論お前が削さく除じよ出来ないように第二級以上の重要用よう件けん証しよう明めいコード添てん付ぷで」

「うわ！　陰いん険けん!!」

　化け物でも見たかの様に身を引くオウラン。

「何とでも言え。それよりお前が私を呼び出したのは他に用件が在ったのだろう？」

「ああ──まあそうなんだけど」

　オウランは表ひよう情じようを切り替かえて頷うなずいた。

「ゼフィリス──貴女あなたかなり自分の内部をいじってるでしょう？」

「…………」

　ゼフィリスが表情をわずかに険けわしくする。

　もっとも元々が無表情に近いこの少女の場合は、注意して見なければ分からない程てい度どの変化ではあったが。

「……それが？」

「先月データ分ぶん析せきの結果が出たんだけども。そのままじゃ遠からず変調をきたす──というか故こ障しようするわよ、貴女。元々私達の性能はＭ１からＭ３までのデータを元に最さい適てき化かされているんだから、限げん度どを超こえたチューンナップはバランスを崩くずす訳で。まあこんな事、貴女も承しよう知ちでしょうけど」

「……一応は」

　ゼフィリス。そしてオウラン。

　この会話からも分かる様に彼女達は人間ではない。そもそもこの少女の姿そのものが彼女等の本体ではない。彼女達の本体は異い相そう空間に封ふうじ込められた巨きよ大だいな汎環境オール・邀撃戦用ラウンド・自由フリー・塑形フオーミング・兵器インターセプターであり……〈終わりの魔獣ドラゴン〉と呼ばれる存そん在ざいだ。

「むしろ今まで大きな機能異常が発生しなかったのが不思議な位よ。私達は確かにメンテナンス・フリーの完全兵器だけどそれも初期設せつ計けいの通りなら、という但ただし書きがつくし」

「……それも心得ている」

「だから早い内に一度ブラウニン機関に戻って再さい調整を受けないと駄だ目め──って話」

「…………」

　オウランの言葉にゼフィリスはしばし何かを考え込んでいる様子であったが──

「やはり色々と変わる事になるのか」

「私達は割わりと精せい密みつ兵器だものね」

　オウランは肩かたを竦すくめた。

「外見も、性能も、対人インターフェイスの仮か想そう人格も、微び妙みように相そう互ご干かん渉しようしているだろうし。何にしても……一度〈竜騎士Ｄナイト〉の登録解かい除じよをして基礎構造まで再調整を掛けて貰もらわないといつおかしくなるか分からないわよ。まあ戦闘とかしない限り、今日明日ってものでもないでしょうけど──」

「…………」

　ゼフィリスはしばし俯うつむき加か減げんで黙だまり込こむ。

　オウランは黙って姉し妹まい機の答えを待つ。

　やがて沈ちん黙もくに飽あきたかの様に何ど処こかで鳥の鳴く声が響ひびき──そこでようやく時間経けい過かに気付いて取り繕つくろうかの様に、ゼフィリスは言った。

「少し……考えさせてくれ」

「……考えるまでもないとは思うけどね」

　オウランは気楽な口調で言った。

　その時──

「──！」

　ゼフィリスがふと顔を上げる。

「オウラン。その話はまた後日」

「はいはい」

　オウランは苦く笑しようして肩を竦める。

　ゼフィリスの視し線せんが何処に向かっているか理り解かいしているのだろう。

　王おう城じようの中庭。

　そこに一人の青年が歩いている。

　ふぉん、と空気が鳴いて──今までゼフィリスを構こう成せいしていた準じゆん物ぶつ質しつ的てき高こう密みつ度ど立体映えい像ぞうが瞬しゆん間かん的に消しよう滅めつした為ために生じた真空へ、空気が流れ込む音だ──次の瞬間には青年の側にその小こ柄がらな姿すがたは出現していた。

「……ふふっ」

　オウランはゼフィリスを──彼女等〈竜機神ドラグーン〉の末の妹を見下ろしながら笑った。

「なんだかんだ言っても貴女あなたもそうなんじゃないの」





「おう──ゼフィ」

　何の前ぜん兆ちようも無く唐とう突とつに、傍かたわらに出現した少女の姿に驚おどろきもせず──もう慣なれきっているのだろう──シャノンは言った。

　彼の傍らでは、パシフィカと、そして彼女に連れられたスィンの姿も在る。

「ぜひー、ぜひー」

　ぱたぱたと手を振って喜びの意を示しめすスィン。

　慣れているという意味では……物心ついた時点で既すでにゼフィリスの存在が当たり前になっていたスィンは、王城の中では一番この〈終わりの魔獣ドラゴン〉の存在に慣れている。驚くでも怖こわがるでもなく、シャノン達に対するのと同様に懐なついているのだ。むしろぱっと現れたり消えたりする彼女の行動を子こ供ども特有の無む邪じや気きさで面おも白しろがっている様子さえ在った。

「オウランに呼出しを受けていたんだろ？　良いのか？」

　ふわふわと端はしが浮ふ遊ゆうしているのが面白いのだろう──一生懸けん命めい、ゼフィリスの髪を引っ張ろうとして空から振ぶりを続けるスィンと、微び妙みようにその手の間合いを避よけて浮遊しているゼフィリスを苦笑して眺ながめながらシャノンは言った。

「あ──ああ」

　ゼフィリスは曖あい昧まいに頷うなずく。

　珍めずらしい事ではある。

「……なんだ？」

　眉まゆを顰ひそめて問うシャノンにゼフィリスが尋たずね返す。

「ん？　『なんだ』とは……？」

「いや……」

　シャノンは首を振った。

　良い内ない容ようであろうと悪い内容であろうと、シャノンが知る必要が在る事柄で、知るべき時期が来ているのなら問い詰つめるまでもなく自ら言い出すだろう──ゼフィリスはそういう性格だとシャノンは理解している。逆に言えば言葉を濁にごすという事は、現時点でシャノンには報しらせたくない事がオウランの用よう件けんには含ふくまれているという事だ。それを無理に問い質ただしても得られるものは多くあるまい。



    

  
    
      「ところで」

　ゼフィリスがシャノンの腰こしに視線を向けながら言った。

「提さげている武ぶ器きがいつものと違ちがう様だが」

「──目め敏ざといな」

　苦笑してシャノンが掌てのひらで叩たたいて見せたのはラインヴァン王国軍が制式採さい用ようしている剣けんだった。シャノンがいつも腰に提げていた太た刀ちに比べると刃は物ものとしての形式そのものが違う。

　比ひ較かく的量産が利きき易やすい様にと、簡かん単たんな形状の上に簡素な仕上げのもので──今のシャノンの格かつ好こうにはあまり似に合あわない感じだ。元々シャノンの刀も装そう飾しよく性せいは殆ど無い代しろ物ものであったが──それでもその刀身の反りが描えがき出す曲線には何処か優ゆう美びな印象が在ったものだ。

「儀ぎ式しき用の剣とかは性しように合わないんでな」

「……いや。そういう事ではなく」

　ゼフィリスは言った。

「いつもの武器──父親の形見の『カタナ』はどうしたのだ？」

「ああ。それが──」

　シャノンが頬ほおを掻かきながら苦笑する。

　その時──

「聞いたわよ──シャノン」

　何処かのんびりした声が先ず響き。

「聞きましたよ、シャノンさん」

　何処か木ぼく訥とつな感じの声が次に響いた。

「…………」

　シャノンが見るからにうんざりした様子で視線を向けた先には──二つの人ひと影かげが在った。

　一人はシャノンと似通った雰ふん囲い気きを持った、しかし女性。長い黒くろ髪かみと主に胸むねと腰にメリハリの利いた体たい躯くが特とく徴ちよう的である。

　女性としてはかなり長身に属ぞくするが、日向ひなたで寝ねこける猫ねこの様な風情ふぜいが、見る者に威い圧あつ感より先に親近感を覚えさせる。

　シャノンの双ふた子ごの姉──ラクウェルである。

「刀が折れたんですって？」

「……！」

　ラクウェルの言葉に──驚いた様にシャノンを振り返るゼフィリス。

　シャノンは顔をしかめながら言った。

「早いな。何処から聞いてきた？」

「クリス君から。彼も気にしてる様子だったわよ」

「気にしなくて良いって言ったんだが。意外に律りち儀ぎだな──あの戦せん斧ぷ小こ僧ぞう」

　とシャノンは苦く笑しようする。

「自分で折った以上は気にして当然でしょう。それよりもシャノンも少しは気にしてあげないと」

「うん？」

「そんな見るからに『代用品です』って言わんばかりの剣提げていたら、クリス君でなくても気にするわよ？」

　とラクウェルはシャノンの腰の剣を見み据すえて言う。

「いやまあこれはこれでよく出来てるけどな。元々儀式用剣とかは肌はだに合わんし」

「それはそうでしょうけど」

　言いながらラクウェルは傍かたわらの連れに──シャノン達と同じか少し年上に見える位の青年に頷うなずいて見せた。

「そこでこれです」

　と言うその大おお柄がらな青年──星界大使の一人であり〈竜機神ドラグーン〉シリアル15〈オウラン〉の〈竜騎士Ｄナイト〉であるヒタカ・ハーリントンは言った。

　その体躯は後ろ足で立ち上がった熊くまを思わせる重量級のものだが、表情や双そう眸ぼうはむしろ草食獣じゆうのそれだ。

　大柄な人間にも二通り居る──幼おさない子こ供どもが怖こわがる人間と、幼い子供が寄よってくる人間と。

　ヒタカは間違いなく後者だった。

「ヒタカー」

　現にスィンはとことことヒタカの方に歩いていくと、物もの怖おじせずにその脚あしによじ登り始める。まあスィンは普ふ通つうの子供よりも遥はるかに物怖じしない性格だが。

　何にしても──スィンがヒタカの脚で木登りをするのはいつもの事なので、既すでにヒタカ本人も周りの連中も取り立てて止めようとしない。

　それはさておき。

「これは──」

　シャノンは怪け訝げんそうな表情でヒタカが手に持っているものを見た。

　一見、それは剣けんの柄つかに見えた。

　正せい確かくに言えば──剣の握にぎり部分、ただそれだけのものに見えた。そこから延のびるべき剣身の部分が何ど処こにも無い。

「なんなんだよ？」

「これは僕達〈竜騎士Ｄナイト〉に与あたえられる初期装そう備びの一つですが」

　と言いながらヒタカはとりあえずスィンを抱だき上げ、ラクウェルに預あずける。

　充じゆう分ぶんにラクウェルとスィンが離はなれたのを確かく認にんし──彼は手に握る柄を軽く振ふってみせた。

　ひゅん、と風を切る音と共に柄から何かが迸ほとばしる。

　次の瞬間、細く薄うすい、まるで巻まき尺じやくの様な帯状のものが長剣程の長さにまで延びて、そこでぴたりと停とまった。

「特とく殊しゆ形けい状じよう記き憶おく合ごう金きん製せいの〈自在剣ユニバーサル・ソード〉です」

「はあ…………？」

「要するにですね」

　そこはかとなく嬉うれしそうにヒタカは言った。

　元々技ぎ術じゆつ者しやである彼は、こういう機械だの何だのが好きで──素人しろうとにそれを解かい説せつするのも好きなのである。こういう処ところが同様の嗜し好こうを持っているラクウェルと気が合う原げん因いんなのだろう。

「この柄の中には通つう常じよう、とても柔やわらかい状態で特殊金属の『剣身』が折り畳たたまれて収しゆう納のうされているんですよ。で必要に応おうじて、この射しや出しゆつ口ぐちの処で電圧と熱を瞬間的に掛けて、毎回、刃やいばを鍛たん造ぞうする様な構造になってるんです」

「…………毎回、鍛造？」

「ええ。どんな刃物でも使い続ける内に刃こぼれとかを起こしますし、場合によっては折れたりもします。しかしこの〈自在剣ユニバーサル・ソード〉は抜く度たびに新たに剣身が『造つくられる』様なものです。刃が欠けようが歪ゆがもうが折れようが、一度戻もどしてもう一度振り出せば──」

　ひょいとヒタカがその〈自在剣〉を振ると剣身はするすると柄の中に収納され、更さらにもう一度振ると、同じ様に延びて再ふたたび剣身を構成した。

「元の切れ味、元の状態に戻ります。無む論ろん、設せつ定ていしてやれば最さい適てきな長さ、硬こう度どにも調整出来ますし、逆ぎやくに刃を潰つぶして代わりに電流を流す事で非ひ殺さつ傷しよう武ぶ器きとしても──」

「いらん」

　あっさりとシャノンは言った。

「シャノン……」

　ラクウェルが咎とがめる様に言うが、シャノンは溜ため息をついて言った。

「いや、気持ちは有り難がたいし、便利な道具だってのは認みとめるがな──見た限かぎり、明らかに俺達の使う『剣』とは重量やその配分バランスが違うし、かなり使い勝手も異ことなるだろう。俺の剣けん術じゆつは──まあ俺の習ったのに限らないけどな──そういう武器を使う事を想定してない。剣術修しゆ行ぎようの基き礎そとして素す振ぶりを腕うでが上がらなくなるまでやらせるのは、剣の重さと長さに慣なれさせて、それが身体の一部の様に感じさせる為ためだ。それを今いま更さら、全部忘わすれて零ゼロからやり直せと言われても、かえって難しいんだよ」

「……はあ」

　とヒタカ。

　意気消しよう沈ちんしているかと思いきや──単たん純じゆんに感心しているらしい。

「なるほど。それは失礼しました」

「いや、謝あやまる事でもないがな」

　シャノンは肩かたを竦すくめて言った。

「武器なんてのは──まあ他の連中は知らないが、俺に言わせれば、身体からだに馴な染じまないと使いものにならん。正直、こいつでもかなり違い和わ感が在あるんだ」

　とシャノンは腰こしの剣を叩たたいてみせる。

「慣れている分──迂う闊かつに武器の仕様とか細かい部分の違うものを渡わたされても、どうにも使いにくくてな」

「成る程ほど。理解出来ます」

「少なくとも、俺はね。クリスとかはまた違う意見なんだろうが──」

　特とく務む戦せん技ぎ兵へいは武術家ではない。

　彼等は必要に応おうじて必要な武器を使い分ける事の専せん門もん家かだ。必要と在ればガラスの破は片へん、いや薄うす紙がみ一いち枚まいさえ凶きよう器きとして使って相手を暗殺する訓練も受けている。可か能のうな限り様々な状じよう況きように対応出来る様、敢あえて武器を持たない状じよう態たい、非武装の状態からどうやって武器を調達するか、調達出来ないとすればどうやって素す手でで相手を制せい圧あつするか──そういった事の技術をも特務戦技兵には要求される。

　同じく高い戦せん闘とう能力を持つとは言ってもシャノンとはそもそも立ち位置が違うのである。

「…………ん？」

　ふと何かに気付いた様子でシャノンはゼフィリスを振り返る。

「どうした？」

「な──何がだ？」

　少し慌あわてた様子でゼフィリスが応じる。

「何か考え込んでいる様子だったからな」

「ああいや……何でもない」

　ゼフィリスは首を振る。

「本当に──何でもない」

「──そうか」

　彼女がそう言うのならば殊こと更さらに問い質ただす事も無かろう。

　シャノンは微び苦く笑しようを浮うかべて頷うなずいた。





「──でも結局」

　ザウエル城じようの一いつ郭かく。

　宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だん〈ジェイド・サーキット〉の特別顧こ問もんとしてラクウェルに与えられている専用執しつ務む室しつに、ラクウェル本人と、ヒタカ、オウラン、それにパシフィカとスィンの姿が在った。

「剣が折れた事を気にしてない筈はずは無いのよね……」

　そう言うラクウェルの前には彼女が〈智女神スノトラ〉の応用で空中に描えがき出したシャノンの部屋の映像が在った。

〈智女神スノトラ〉は元々光の屈くつ曲きよく等を制せい御ぎよして見えない筈の場所の光景を見る魔法だが──魔法が復ふつ活かつして以来、ヒタカに代表されるブラウニン機関技術者の協力もあって、ラクウェルや〈ジェイド・サーキット〉の魔導士達は新しん規きの魔法開発や改良に力を注いでいる。

　今、パシフィカ達の前に映うつし出されているシャノンの映像もそれまでの〈智女神スノトラ〉とは比くらべものにならない位に、精せい密みつな画像がそこに結ばれていた。これは一部にブラウニン機関の超技術が応用されている結果だ。

　それはさておき──

「まあラクウェル姉の魔法みたいなものだしね……」

　性せい格かくの違いからか、ラクウェルが魔法を使えなくなった時の様な落ち込み方──というか何というか──はしていない様だった。しかし父の形見でありずっと使い続けてきた愛用の刀が折れたのだ……シャノンが気にしていない筈がない。

「何とかしてあげたいんだけどね……」

「魔法で修復出来ないの？」

　とパシフィカ。

　映像の中では物もの憂うげな表情を浮かべたまま、ぼんやりと部屋の中に座すわって窓まどの外を眺ながめているシャノンが映っている。

　まあいつもの彼だと言われればそう見えなくもないが、『気落ちしている』と言われれば──そう見えなくもない訳で。

「魔法ではちょっと。そういう魔法を開発する事は不可能ではないけど──単に溶よう接せつすれば良いってものでもないでしょうし」

　ラクウェルは首を傾かしげてそう言った。

「父さんに聞いた話だけれど……刀や剣というのはただの鋼はがねの塊かたまりではないのよ。適てき切せつな粘ねばりと硬こう度どが共存する様に、職しよく人にんの微び妙みような勘かんで創つくり上げるものらしくって」

「ああ……それは僕も聞いた事があります」

　と人差し指を立てて言うヒタカ。

「例えば旧ふるい戦闘用刃物──日本刀等は、元々は複数種類の鋼を高温で融ゆう合ごうさせたものを、叩いて叩いて伸ばして造るらしいんですがね。この叩く強さや回数、融合時の温度やその時間──細かい要素によって、分子の密度に差が出てくるとかで」

「は……はあ」

　とまたヒタカの悪い癖くせが出てきた──と内心思いつつもパシフィカは頷く。途と中ちゆうで『解わからない』などと言おうものなら、また説明が別方向に枝えだ分わかれして、益ます々ます訳が解らなくなるからだ。技術者としてはヒタカが優ゆう秀しゆうなのは間違いないが、教きよう師しとしてはあまり優秀とは言えまい。

「作業だけ見れば、刀鍛か冶じが力ちから任まかせにハンマーで叩いているだけに見える様ですが、それなら機械にも同じ事が可能だろう──と刀鍛冶と同じ動作をする機械を造ってみると、どうしても中ちゆう途と半はん端ぱな刀しか打ち上がらなかったそうで」

「へえ……」

　と──素す直なおに感心するパシフィカ。最初の部分はともかく最後のくだりは彼女にも理解出来た。

「元々刃物の『性能』はただ硬ければ良いってものでもないんですよ。薄うすく作る以上、どうしても刃物の硬さには限げん度どが在ありますから、それだけ追求すると、限度を超こえた瞬しゆん間かんにあっさり欠けたり折れたりする訳で。適度な『粘り』──ひねっても僅わずかに変形して剣身に掛かる力を分散させ、『折れない』事も重要で。まあ形相干かん渉しよう技ぎ術じゆつが確立されてからは、ダイアモンドみたいに、単一分子結けつ晶しようの刃ってのも造られてはいますがね」

「まあ形相干渉技術は分子レベルでの物質再さい配はい列れつですから、私達〈竜機神ドラグーン〉の形相干渉能力を使って修復は可能かと思いますけどね」

　とオウランが得意げに口を挟はさんでくる。

「じゃあそれをしたら──！」

「いいえ」

　腰こしを浮うかすパシフィカにラクウェルは苦く笑しようして首を振った。

「それならヒタカさんとオウランさんよりも適任者が居るでしょう？」

「──あ」

　パシフィカはようやく気付いた様子で眼めを瞬しばたたかせた。

「とはいえ」

　ヒタカは腕うでを組んで言った。

「その程てい度どの事は〈竜騎士Ｄナイト〉であるシャノンさんも知っていると思うんですよね」

「……そういえばそうよね」

　パシフィカは再ふたたび椅い子すに腰を下ろしながら頷いた。

　確かにシャノンが頼たのめばゼフィリスに否いなはあるまい。彼女等の形相干渉能力は、物質構造さえ把は握あく出来ればどんなものでも分子から組み立てる事が出来る。何しろ物質的には全く同じというパシフィカの偽にせ物もの──正確にはその生首──を作って〈秩序守護者ピースメイカー〉を騙だました事さえ在る位だ。

「それをしていないのはどうしてなんでしょう？」

「うーん？」

　パシフィカは首を捻ひねる。

　シャノンの事はラクウェルと並ならんで誰だれよりもよく知っている自信が在るが──それでもシャノンの全すべてを把握している訳ではないし、そんな事はそもそも無理だ。

「まあイルハンに連れん絡らくする様に手配はしたけど……」

　新しい剣けんをイルハンに頼んで造ってもらうのにはパシフィカも異い論ろんは無い。ただ、シャノンが可能と分かっている剣の修しゆう復ふくをしないのは何な故ぜなのか──少し気になった。

「……何考えてるのかしらね」

　映えい像ぞうの中の双ふた子ごの弟を眺めながらラクウェルも少し首を傾かしげていた。

　そこに──

「ありゃ」

　パシフィカが声を漏もらす。

　映像の片かた隅すみが揺ゆれたかと思うと──そこに小こ柄がらな少女の姿すがたが結像したからだ。

　アーフィ・ゼフィリス。

　シャノンの最強の武ぶ器きにして従じゆう僕ぼくたる魔ま獣じゆう。

　彼女はぼんやりと空を見上げているシャノンの隣となりに、寄より添そう様にして立った。





「──シャノン」

　ゼフィリスはそっと己おのれの主あるじの横顔に声を掛かける。

「んー？」

　そろそろ黄昏たそがれ色に染そまり始めた空へと無意味な視し線せんを注ぎ続けながら、シャノンは声だけで応じてきた。愛あい想そに欠ける反はん応のうだが、これはいつもの事である。ゼフィリスも殊こと更さらに気にしたりしない。

　ただ──

「『カタナ』の事だが。私なら問題なく修復出来るぞ。新品同様の状態にして──」

「いらねえよ」

　シャノンはやはりあっさりと言った。

「……何故だ？」

　ゼフィリスは少し表情を強こわ張ばらせて尋たずねる。

「折れた剣などもうどうでも良いのか？」

「んな訳わけあるかよ」

　シャノンは苦く笑しようして言う。

　ゼフィリスの想おもいを知ってか知らずにか……シャノンの口調にはあまり深しん刻こくさが感じられない。ふざけているというのではなく、それが至し極ごく当たり前の、日にち常じよう的な話題であるかの様に、構かまえた様子が無い──そんな雰ふん囲い気きだ。

　彼は少し逡しゆん巡じゆんする様に、熱の無い唸うなり声をあげていたが──

「んー……なんと言えば適切なのか、今一つわからねえんだけどな」

　シャノンは人差し指で頬ほおを掻かく。

「折れた剣は、折れたままがいいんだよ。特に今の俺にとっては」

「どういう意味だ？」

「…………だから今一つ俺にもはっきりと説明出来る自信が無いんだがな。それでも……聞くか？」

「……是ぜ非ひ聞きたい」

　即そく答とうするゼフィリス。

　シャノンは──少し意外そうな表情を浮かべて振り向いた。

「な……なんだ？」

　彼の視線に少し気け圧おされた様に言うゼフィリス。

「いや。なんか本当にこの処ところ、妙みようだな、お前も。何か在あったのか？」

「…………」

　ゼフィリスは黙だまるしかない。

　分かっていた。

　自分が再さい調ちよう整せいを躊躇ためらう気持ちが何ど処こから来るものか彼女には理り解かい出来ていた。

　ゼフィリスは怖おそれていたのだ。

　戦いが終わった今──シャノンはゼフィリスを必要とする理由が無い。

　そもそも兵器は戦いの場に在ってこそ意味が在るのであって、それ以外の場所では無用の長物と言っても良いだろう。確たしかに〈竜機神ドラグーン〉は戦せん闘とう以外にも応おう用よう出来る絶ぜつ大だいな力を持っては居るが、それはオウランや他の〈竜機神ドラグーン〉も同じ事で、ただ単に環かん境きよう整せい備びだの王国の治安維い持じだのという目的ならば、何もシャノン自身がゼフィリスを駆かる必要は無い。

　実じつ際さい、ブラウニン機関に対して──『空の果ての同どう盟めい国こく』に対して肯こう定てい的な国民感かん情じようが育つ様にという政せい治じ的理由から、環境改かい善ぜんその他の作業にはオウランや他の『大使』として来らい訪ほうした〈竜機神ドラグーン〉が出で張ばる事の方が多い。

　故ゆえに──今のシャノンとゼフィリスの関係はひどく曖あい昧まいなものだ。

〈秩序守護者ピースメイカー〉との戦いが終わった今、自分とシャノンを殊こと更さらに繋つなぐものがゼフィリスには見み出いだせない。自分がいくらシャノンの側そばに居いたいと願っても、それが一方通行なのではないかという恐きよう怖ふが常つねに付きまとう。

　もっとはっきり言えば──ゼフィリスはシャノンに用よう済ずみだと『棄すてられる』事を怖れていたのである。

　ただでさえ繋がっているかどうかも分からない絆きずなだ。

　しかも元々が互たがいに打算込こみで──ゼフィリスは前の主あるじの遺ゆい言ごんを果たす為ために、シャノンは妹を守る力を得る為に──始まった関係である。打算を必要とする状じよう況きようが終しゆう了りようしてしまえば、どんな些さ細さいな事で切れてしまうかも分からない。

　自分が変わる事で──シャノンが見知った〈竜機神ドラグーン〉シリアル26〈ゼフィリス〉から変化をする事で、それが決定的に切れてしまう事をゼフィリスは怖れているのだった。

（私は──このカタナと同じだ）

　部屋の壁かべ際ぎわに立て掛かけられたシャノン愛用の刀を振ふり返ってゼフィリスは考える。

（私が今とは違ちがう私に再調整されて帰ってくれば──もう『要いらない』と言われてしまうかもしれない）

　折れてしまえばもう用済み。

　闘たたかわなくてもいいからもう用済み。

　確かにそういう考え方はゼフィリスにも理り解かい出来る。至極合理的で明めい快かいだ。

　しかし……

（折れた刀の側からすれば……それは……いや。私はこのカタナですらない）

　彼の刀は父親の形見という別の形での『絆』が在ある。

　それは彼がその刀に思い入れを持つに充分の理由であるだろう。

　だがゼフィリスにはそれが無い。

　思い入れが在って当然の刀ですら、折れてしまえば顧かえりみられないのであるのならば、自分は尚なお更さらに──

　ゼフィリスはそんな風に思うのだ。

　しかし……

「いや。まあいいか」

　シャノンは面めん倒どう臭くさそうに言う。

　彼は気け怠だるそうな動作で手を伸のばすと、立て掛けてあった刀を引き寄よせた。

「よく見るとな」

　言いながらシャノンは折れた刀をゆっくりと引き出して夕ゆう陽ひに翳かざした。

「細かい傷きずが一いつ杯ぱいついてるんだよ、刀身にも柄つかにもな……まあ親子二代で三十年近く使ってきた訳わけだから当然なんだが。無む論ろん、親おや父じが使っていた頃ころについた傷も在れば、俺おれが使っていてついた傷も在る。どんなに丁てい寧ねいに手入れしていても、綺き麗れいに研とぎ直しても、実用品だからな、傷いたんではいくもんなんだよ」

「それは分かるが──」

「歳としをとるのさ、刀もな」

「…………」

　意外な物言いにゼフィリスは一いつ瞬しゆん眼めを瞬しばたたかせた。

「歳を──とるか」

　それは単に『劣れつ化かする』という意味ではないのか。

　だが……シャノンの口調からしてそれ以上の意味が、この一言には込められているのだという事がゼフィリスにも理解できた。

「そうさ。俺と一いつ緒しよにやってきたんだ、俺が歳をとるのと同じ様に、こいつも歳をとってきた訳だ。だから傷がつくのは当たり前だ。人間が歳をとって皺しわをその顔に刻きざんでいく様にな、刀だって年輪みたいに細かい傷をそこに刻んでいく」

「…………」

「当然、人間がいつか死ぬ様に、それが限げん界かいまで来れば折れたりする訳だ、刀も。でもな──それでいいんだよ」

　シャノンはしみじみとした口調で言った。

「傷がついて結けつ構こう。折れて結構。今も闘っているのならちと困こまるけどな。傷がつくのも、折れるのも──俺がこいつと一緒にずっと闘ってきた証あかしだよ」

　シャノンが軽く手を動かすと──折れた刀はまるで自らを誇ほこるかの様にきらりと鮮あざやかに夕陽を反はん射しやした。

「自分で言うのも何だがな──親父が死んでパシフィカやラクウェルと共に闘いながら逃にげ回って──よく頑がん張ばれたと思う。今こうしてるのが夢ゆめみたいだよ。だからな、こいつが折れたというのなら『御ご苦く労ろうさん』って気持ちはあるが、もう一度無む理り矢や理り現げん役えきに引っ張ぱり出そうって気にはならないんだよな」

「…………なるほど」

　ゼフィリスは……小さく頷うなずいた。

「もう俺達は必死になって闘う必要が無い。ならば折れたという事実も……こいつと一緒に積み重ねてきた俺達の『歴史』みたいなもんだよ。そう思うと、折れた刀だって悪くはない。刀として造られて、刀としての本分を十二分に発はつ揮きした、その証さ」

「つまり──」

　ゼフィリスは自分の中で何かを整理して確かめるかの様な口調で言った。

「二度と使う事が無くても、折れていても、傷がついていても、そういう『使い込んだ』感じが残ってる道具の方が愛着が湧わくという事か」

「まあそんな感じか」

　照れた様にシャノンは笑った。

　ぱちんと音を立ててシャノンは刀を鞘さやに戻す。その様子を見ながら──ゼフィリスは無表情に、ぽつりと言った。

「少し──羨うらやましい」

「ん？」

「同じシャノン・カスールの武ぶ器きとして──私はその刀が羨ましい気がする」

「…………」

　シャノンはしばし、地平線の向こうに沈しずんで行く陽ひを見つめながら、何かを考えていた様子だったが──

「お前も変わったよな、最初の頃ころに比べて随ずい分ぶんと」

「そ……そうか？」

　戸と惑まどう様に言うゼフィリス。

「そうだよ」

「……そうか」

　ゼフィリスは自分に言い聞かせる様に頷うなずく。

「最初の頃は『何だこの偉えらそうなガキんちょは』──とか思ったけどな」

「…………」

「お前も色々大変だったみたいだなー……」

　ぼんやりとした口調でシャノンは言う。

　憐あわれむでもなく。まして蔑さげすむでもなく。

　苦労を重ねる事を知る者同士の共感の様なものだけがそこには在って──

「……シャノン」

　少し決然とした口調でゼフィリスは言った。

「うん？」

「少し──このラインヴァンを留る守すにする」

「なんだ。里帰りでもするのか？」

「そうだ」

　頷くゼフィリス。

　シャノンはしばし何事か考えている様子だったが、ふと思い付いたかの様な口調でぼんやりと言った。

「……まあ〈終わりの魔獣ドラゴン〉でも息いき抜ぬきは必要だろうしな」

「そういう意味ではないが──」

　本当ならば『里帰り』などしたくないのだ。

　息抜きが出来る──安心出来るという意味なら、それは今のゼフィリスにとってブラウニン機関ではなく、此こ処こなのだ。パシフィカが居て、ラクウェルが居て、そして何よりシャノンが居る此処が。

「私はきちんと帰ってくる。貴方あなたの処へ」

「言われなくてもそれは心配してない」

「そ……そうか」

　至し極ごくあっさりと言われてゼフィリスは戸惑う。

　代わりに──

「長くなるのか？」

　さして気にした様子も無く、シャノンはやはり気け怠だるそうな口調で尋たずねてくる。

「少しと言った。とはいえ一日や二日ではなかろう。最低でも三ヶ月余あまりか。長引けば半年、いや一年になるかもしれない」

「ふむ……まあ大した期間じゃないな」

「だがその為ためには一度、貴方の〈竜騎士Ｄナイト〉登録を解かい除じよせねばならない。一定距きよ離り、一定期間以上、離はなれる事になるし、システムの根本部分も調整がかかるだろうし──」

「そうか。まあそうなんだろうな」

　やはりシャノンは特に気にした様子も無い。

「だが私は私だ。外見や機き能のうに多少の変化は在るかもしれないが──我わが主あるじ」

　少し口調を改めてゼフィリスは言った。

「戻もどってきた際さいには、また私が貴方に仕える事を許ゆるしてはくれまいか」

「………………」

　シャノンはしばらく無言で窓まどの外を眺ながめていたが──

「お前も律りち儀ぎというか頑がん固こというか──」

　溜ため息混まじりに言う。

　だが……言葉はそこで止まった。

　明確な答えを出さないままぼんやりとシャノンは夕陽を見つめている。

「…………」

　ゼフィリスはただ無言で待った。

（大だい丈じよう夫ぶだ）

　この〈竜騎士Ｄナイト〉ならば──この主ならば。

　何も怖おそれる事は無い。

　答えについて確信は在る。だがやはりこういう事は言葉に出すのと出さないのでは雲うん泥でいの差が在るのだとゼフィリスはシャノン達から学んでいた。

（自分は変わっても大丈夫だ。この人は変わった私をもきちんと認みとめて受け入れてくれる……いや）

　シャノンの横顔を見ながらゼフィリスは思う。

（変わるべきなのだ。年輪を刻きざむ様に──）

　刀についた細かな傷きずの一つ一つが共に闘たたかってきた証あかしである様に。

　折れた刀身が長かった放ほう浪ろうと逃とう走そうの日々の終わりを告げる様に。

　昨日の次の今日。

　今日の次の明日。

　留とどまる事無く流れていく時間の中に暮くらすが故ゆえに人は変わる。変わり続ける。精せい神しんも。肉体も。変化は緩ゆるやかで微び々びたるものではあっても──それは止まる事無く延えん々えんと続いていく。

　ならばそれに寄より添そい共に歩むものも当然に変わっていくのが道理だ。

『共に』『生きる』とはつまりそういう事なのだろう。むしろ変わらないものが側に居る事は開いていく時間の差を最も残ざん酷こくな形で見せ付けかねない。

　この先シャノンの側にずっと居続ける積もりならば。

　彼に彼のものとして添そい遂とげる積もりであるならば。

　むしろ彼と共に変わり続ける事こそがそれを許される条じよう件けんではないか……？

「…………」

　やがて──

「ま──好きにしろ」

　長い長い沈ちん黙もくの後にぽつりと、ふと思い付いたかの様な口調でシャノンは言う。

　ただ一言。ただそれだけ。

「……好きにする」

　少し怒おこった様にゼフィリスは言った。

　こちらが懊おう悩のうの果てに捻ひねり出した台詞せりふに対して『好きにしろ』では余りにも──甲か斐い性しようの無い返事ではあるまいか。もっとも……シャノンらしいと言えば実にシャノンらしい返事ではある。

　ただ……

「……まあ無理にとは言わないが……」

　シャノンは人差し指で頬ほおを掻かきながら何気ない口調で言った。

「出来るだけ早く帰って来い」

「命令か？」

「命令……かな」

「……心得た」

　再ふたたび両者の間には静せい寂じやくが横たわる。

　そして──

「…………」

「…………」

　汎環境オール・邀撃戦用ラウンド・自由フリー・塑形フオーミング・兵器インターセプターＡＲＦＦＩ・Ｍ４〈竜機神ドラグーン〉シリアル26〈ゼフィリス〉。

　不器用な超ちよう高度人工知能は、ただ静かに己の主に寄り添い、共に世界を紅あかく染そめていく光を眺め続けていた。



    

  
    
      
　あとがき






　どうも、軽小説屋のです。



　スクラップド・プリンセス　シリーズ最後の最後──短編集サプリメント『語られざる譚詩曲』をお送り致します。

　これにて『棄すてプリ』は幕にございまする。

　此こ処こまで呼んでくださった読者皆様──本当にありがとう御座いました。



　何やらバタバタと駆け足で小説屋やってきたので、あまり細かく意識してませんでしたが、よく考えたらこのシリーズやってる間に担当さんは変わるわ、漫画化、ドラマＣＤ化、ＴＲＰＧ化、アニメ化されるわで、何とも幸せな足跡を刻きざんで参りましたですよ。

　間違いなくこのシリーズが無ければ（つまりはこのシリーズを御支持頂いた読者の皆様がおられなければ）、今の私は無かった訳で。随ずい分ぶんと『棄てプリ』で私も色々な事を学ばせて頂きました。

　まあ閉へい幕まくの記念に幾いくつか裏話を。

　どこぞのイベントや特集本で喋しやべった話も含まれてますが、御ご容よう赦しやを。



　そのいち。

『元々棄てぷりはシャノンの一人称だった』

　ＨＤＤクラッシュのお陰で当時の原稿は残っていないのですが、第一稿はシャノンの一人称でした。これを「一人称は駄だ目めだ、三人称にしなさい」と指示してくださったのは当時の担当のＹ氏です。

　当時──つまり龍皇杯（ドラゴンマガジン誌上での新人作家短編バトル）参加時には勝てると思っていなかった上、元々は『半年の連載権』を貰もらえるだけ、と聞いておりましたもので長期連載の展てん望ぼうなど無かったのですな。

　だから私としては「万が一勝ててもせいぜい六話」位の比較的軽い気持ちで見ておりました。

　しかし担当さんは「一人称の話では展開にバリエーションが出しにくくて行き詰づまる」と主張。まあ一人称小説は視点固定が基本ですから、物もの凄すごく力量の在る作家でない限り、一人称で長期連載をやるのは難しいんですよね（敵側とか、味方の別人とかの視点に軽々と移動出来ないから、視点人物が得る以外の情報がとても読者に提示しにくい）。

　結果的には連載継続が決まって担当がＹさんからたなぽんに変わった後、私はＹさんのこの助言に大いに感謝する事になります。



　そのに。

『封ふう棄き世せ界かい云うん々ぬんの設定は二巻辺りから出てきた』

　実は先の通り、当初は六話位で終わる話を考えておりましたから、一番最初に提出したプロットでは、主人公達が『神に反抗する力』──つまりはアーフィを手に入れる処で話が終わってまして。巨大な洞どう窟くつの中にクリスタルで封じられたドラゴンをシャノン達が見て愕がく然ぜんとする処で、まるで某漫画週刊誌の『十週打ち切り』みたいに『戦いはこれからなのだ』と幕を引く筈でした。

　当然、容量的に封棄世界の様な大仕掛けを語る余裕は無い訳で。これは二巻の終わり、四巻用のプロットを用意していた頃（丁度、担当がＹさんからたなぽんに変わった辺り）から用意されたネタですね。



　そのさん。

『龍皇杯そのものが初めての試みだったので、途中結構、すったもんだした』

　いや単に『連載まとめ』『書き下ろし』『連載まとめ』の数珠じゆず繋つなぎのオーソドックス形態になるのに手間取ったって事なんですがね。当時のドラゴンマガジンでの連載作品は、殆ほとんどが文庫シリーズで人気が出たから連載、という形態をとっていて、連載第一話からシリーズ開始ってのはほとんど無く。どういう形で文庫を刊行していくかで、ちと担当のたなぽんと共に困った覚えが在ります。

　更には連載と書き下ろしの差別化を図はかるかどうかとかもあって。例えば超人気作『スレイヤーズ』『オーフェン』等は連載と書き下ろしが微び妙みように違う流れになっていて、あまりクロスオーバーしないのですね。でも『棄てぷり』ではちとその方式は使いにくい。

　どうするか悩んだ挙あげ句、「書き下ろしではキャラだけ共通したスペオペにするというのはどうか！」とかトチ狂った事を言っていた記憶があります（実は竜機神ドラグーンの過去話はそこらが基になってたりします）。

　細かい事情は別に面白くないので省略しますが──まあ担当さんと困り果てた挙げ句に七巻辺りからようやく一定ペースが確保出来る様になって。五巻六巻が書き下ろし連続なのはこの為ですね。



　まあ思い返してみれば、そんな事もあったかなあ、という話なのですが。



　あと今回収録作品について個別に幾つか。ネタバレアリなので御注意。



●「スーピイくんの日」

『超解！スクラップド・プリンセス』に掲載された短編ですね。かなり加筆してますが、当時は原稿用紙にして30枚とドラマガ連載よりもタイトな枚数制限に頭抱かかえたもんです。それでもまあ、なんとかなるもんです、やってみると。

　気付いておられる方も多いとは思いますが、実は、この話……シャノンがナタリイに洗せん脳のうされた時のエピソードの伏線になってます。スーピイくんなのかシャノンなのか、どっちが狼おおかみ犬けんになってたのかは謎ですが。

　私は人工知能萌もえな処があるのでこういうネタは割と好きなのです。



●「見つめる者」

　前にも書いてありますが、展開の多様さを考え、基本は三人称小説となった「棄てぷり」ですが、これは例外的な一人称小説。確か『一郎特集』の際にバトルロイヤルに載った話だったかと。

　個人的にはこのリーテ・トリジコン、結構お気に入りというか、こういう妙にイジイジしている癖に、ひねくれてなくて根が真っ直ぐな感じの地味娘は好きです。まあリーテの家族やら何やらの認識に関しては、一人っ子の私のメタファーでもありまするが。



●「少女は弱し。されど──」

　バトルロイヤルに載った話。やけに評判良かった記憶が在ります。クリスはラクウェルと並んで私には書きやすいキャラでした（私にも意外だったのですが）。

　ちなみにこの話、以前連載版でちらっと出てきた安あ曇ずみ先生のネレイディアがやけに可愛かったので無理矢理再登場させる為に考えた話だったりします。

　結局、彼女はクリスには振られる訳ですが──案外、したたかな大人のイイ女となって良い旦那をゲットしてる気はしまするな。



●「剣の意味」

　書き下ろし。読者の方々の反応見ていると「シャノン×ゼフィリス」のカップリングが好きな人多い様なので、ちと考えてみた話。

　アニメ版の最終話でかっぽう着（？）のゼフィリスが妙に面白かったのですが、ふとその時思った「こいつ、戦争終わったら何してんだろう？」──その解決みたいな意味も込めて書いてみました。

　第一稿は割とさらっと流した話だったのですが、担当のたなぽんから「もっとラブラブさせなさい」という指令が。ラジャー、と改稿。ラブラブしてるかどうかは読者の方々の判断にお任まかせ致しますが。イメージ的には縁側で夕陽を見ながら並んで茶を啜すすってるシャノンとゼフィリスだったりするんですけどね（笑）



　何はともあれ。



　絵師の安あ曇ずみ雪ゆき伸のぶ先生。

　初代担当のＹ氏。

　二代目＆現担当のたなぽん。

　ドラゴン・マガジン＆富士見ファンタジア文庫編集部の方々。

　印刷業者の方々と校正の方々。

　助言をくれた友人知人。

　キャラネームその他のイベントに応募くださった公式サイト訪問者の方々。

　アニメのスタッフの方々、ドラマＣＤのスタッフの方々。

　カードゲームのスタッフの方々、ＴＲＰＧのスタッフの方々。

　漫画版の矢や吹ぶき豪ごう先生及び池いけ田だ恵けい先生。

　……書き始めるといつまでも終わらないのでこの辺で止めておきますが、そして何より此処まで私の本を買い支えてくださった読者の方々!!

　幸せな経験を本当にありがとう御座いました。

　これにて『棄てプリ』は終劇。

　されどはまだまだ書きたい話、書くべき話が山の様にありまする。

　また別の本、別のシリーズ、別のメディアでお会いしましょう!!



　２００５／９／18

　ＢＧＭ：‥無し

　ＭＡＣＨＩＮＥ：‥自作機（ペンティアム４　２・４Ｇｈｚ／ＲＡＭ　１ＧＢ）



    

  
    
      　初　出



第一話　スーピイくんの日

───「超解！スクラップド・プリンセス」収録

第二話　見つめる者

───「ファンタジアバトルロイヤル」２００４年冬号

第三話　少女は弱し。されど──

───「ファンタジアバトルロイヤル」２００２年秋号

第四話　剣の意味

───書き下ろし
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